
和泉書院

中古文学会会員の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
この度は書籍展示会場でお会いできず誠に残念ですが、
このような形で新刊のご案内をいたしたく存じます。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

新刊のご案内

2020 年 5 月

◆ ご注文方法 ◆
・お電話・FAX・メール・小社HPよりご注文いただけます。

・書籍はクロネコヤマト宅急便でお送りいたします。

・郵便振替用紙を同梱いたします。

・お送り先のお名前、ご住所、お電話番号をお知らせください。

・中古文学会会員である旨を必ずお知らせください。

・本体価格 3,000 円以上の場合、送料はサービスいたします。

・公費、私費の区別をお知らせください。

・公費の場合、公文書の宛名、納品書・見積書・請求書の部数、日付の有無、
  をお知らせください。

TEL　06-6771-1467 ／ FAX　06-6771-1508
メールアドレス　izumisyo@silver.ocn.ne.jp
HP アドレス　http://izumipb.co.jp
営業、広報担当：廣橋まで



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『源氏物語　本文研究の可能性』
定価 本体 8,000 円＋税　
ISBN 978-4-7576-0955-6　注

文
書

冊

日本文学―中古
　　　　　物語

定価 本体 8,000 円＋税
A5上製・266 頁

2020 年 4月上旬刊行
研究叢書 522源

氏
物
語

本
文
研
究
の
可
能
性

中
古
文
学
会
関
西
部
会
編

源氏物語本文研究の
新たな可能性を切り開く

源
氏
物
語
に
限
ら
ず
、
平
安
文
学
の
本
文
研
究
に

関
心
が
あ
る
研
究
者
必
携
の
書

二
〇
一
四
年
十
一
月
十
五
日
、
中
古
文
学
会
関
西
部
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
源
氏
物
語

　本
文
研
究
の
可
能
性
」
を
も
と
に
し
た
成
果
。

二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
「
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
よ
る

『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』
に
続
い
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
源
氏
物
語
の
本

文
研
究
の
可
能
性
を
探
る
意
欲
的
な
論
文
六
編
を
収
録
。

岡嶌偉久子（おかじま いくこ） 天理大学附属天理図書館
                                            稀書目録室長
加藤洋介（かとう ようすけ） 関西大学教授
新美哲彦（にいみ あきひこ） 早稲田大学教授
上野英子（うえの えいこ） 実践女子大学教授
久保木秀夫（くぼき ひでお） 日本大学教授
横井   孝（よこい たかし） 実践女子大学教授

岡
嶌
偉
久
子

　加
藤
洋
介

　新
美
哲
彦

上
野
英
子

　久
保
木
秀
夫

　横
井 

孝

緒
言

「
平
瀬
本
源
氏
物
語
」巻
末
記
事
と「
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
」

―

付
稿
．「
平
瀬
本
源
氏
物
語
」
の
書
誌
学
的
考
察―

 

岡
嶌
偉
久
子

河
内
本
・別
本
か
ら
見
た
定
家
本
源
氏
物
語 

加
藤
洋
介

大
島
本
『
源
氏
物
語
』
と
東
海
大
学
蔵
伝
明
融
筆
『
源
氏
物
語
』
の

比
較
か
ら
見
え
る
も
の 

新
美
哲
彦

明
融
本
源
氏
物
語
を
通
し
て
覗
く
室
町
期
寄
合
書
き
の
一
実
態 

 

上
野
英
子

『
源
氏
物
語
』〝
巻
別
本
〞
研
究
の
可
能
性―

石
水
博
物
館
蔵
「
早
蕨
」

丁
子
吹
き
装
飾
料
紙
一
帖
の
紹
介
を
兼
ね
て―

 

久
保
木
秀
夫

源
氏
物
語
鎌
倉
期
本
文
の
可
能
性 

横
井

　孝

【目　次】

ま
き
べ
つ
ぼ
ん



定価  本体 8,500 円＋税
A5上製・304 頁

2019 年 9月上旬刊行
研究叢書 514

日本文学ー中古・和漢比較

本
間
洋
一 

著

和漢比較文学研究の基本的論集

王
朝
漢
詩
叢
攷

『王朝漢詩叢攷』
定価  本体 8,500 円＋税　ISBN  978-4-7576-0915-0

お名前・御住所・TEL

貴店番線印

注
文
書

冊

第
１
章
　
嵯
峨
帝
と
漢
詩
人
達

　嵯
峨
帝
と
文
人
賦
詩
／『
凌
雲
新
集
』『
文
華
秀
麗
集
』『
経
国
集
』

の
詩
人
達

　他

第
２
章
　『
菅
家
文
草
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　―

菅
原
道
真
没
後
一
一
〇
〇
年
に
向
け
て―

　『菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』研
究
へ
の
期
待
／『
菅
家
文
草
』の
本

文
を
め
ぐ
っ
て

　他

第
３
章
　
菅
原
道
真
の
漢
詩
解
釈
臆
説

　
　
　
　―

交
遊
詩
を
め
ぐ
っ
て―

　「傷
二
藤
進
士
一
呈
二
東
閤
諸
執
事
一
」詩
を
め
ぐ
っ
て
／「
謁
二
河
州

藤
員
外
刺
史
一
聊
叙
二
所
懐
一
敬
以
奉
呈
」詩
を
め
ぐ
っ
て

　他

第
４
章
　『
菅
家
文
草
』
断
章

　
　
　
　―

漢
詩
の
本
文
と
解
釈
を
め
ぐ
る
覚
書―

　本
文
の
誤
字
を
め
ぐ
っ
て
／「
会
三
安
秀
才
餞
二
舎
兄
防
州
一
」詩

を
め
ぐ
っ
て

　他

第
５
章
　
宮
廷
文
学
と
書―

「
三
蹟
」
と
詩
人
を
め
ぐ
る
劄
記―

　書
蹟
を
売
る
女
／『
屛
風
土
代
』の
本
文
を
め
ぐ
っ
て

　他

第
６
章
　『
屛
風
土
代
』
を
読
む

　
　
　
　―

大
江
朝
綱
の
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て―

　「春
日
山
居
」詩
／「
尋
二
春
花
一
」詩
／「
惜
二
残
春
一
」詩
／「
林
塘

避
レ
暑
」詩
／「
山
中
自
述
」詩

　他

第
７
章
　『
本
朝
無
題
詩
』
と
白
詩

　『白
氏
文
集
』を
常
に
握
翫
す
べ
し
／『
無
題
詩
』と
白
詩
／
故
事

享
受
へ
の
視
点

　他

第
８
章
　
院
政
期
漢
詩
と
白
詩
を
め
ぐ
る
劄
記

　『江
談
抄
』か
ら
／『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』を
め
ぐ
っ
て
／

「
上
陽
春
」異
聞

　他

第
９
章
　
王
朝
漢
詩
の
飲
酒
詠
管
見

　
　
　
　―

語
彙
・
故
事
を
め
ぐ
る
覚
書
と
し
て―

　上
代
の
飲
酒
詠
／
勅
撰
漢
詩
集
の
時
代
の
飲
酒
詠
／
島
田
忠
臣

か
ら
菅
原
道
真
へ

　他

第
10
章
　
白
居
易
の
飲
酒
詩
と
平
安
朝
漢
詩

　勧
酒
と
禁
酒
／
飲
酒
詠
の
表
現
と
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
／
飲
酒
詩

の
摘
句
を
め
ぐ
っ
て

　他

第
11
章
　
漢
詩
と
そ
の
背
景―

北
東
ア
ジ
ア
史
の
一
齣
か
ら―

　嵯
峨
天
皇
か
ら
菅
原
道
真
へ
／

　海
外
か
ら
の
ま
な
ざ
し
／
聖

世
矜
恃
／
悲
運
の
僧

　他

第
12
章
　
王
朝
漢
詩
と
海
彼

　
　
　
　―

東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
を
め
ぐ
る
臆
説―

　崔
致
遠
を
め
ぐ
っ
て
／
宋
と
本
朝

　他

第
13
章
　
筧
〈
か
け
ひ
〉
の
見
え
る
風
景―

漢
詩
と
和
歌
と―

　平
安
朝
和
歌
の「
か
け
ひ
」／
禅
林
の
漢
詩
詠

　他

第
14
章
　
日
本
文
学
と
中
国
古
典
漢
詩
を
め
ぐ
る
断
章

　近
代
の
詩
歌
か
ら
／
菅
原
道
真
の
漢
詩
か
ら
／「
登
楼
賦
」を
め

ぐ
っ
て

　他

索
引（
人
名
索
引
／
書
名
・
詩
題
索
引
）

あ
と
が
き

本
間
洋
一（
ほ
ん
ま
・
よ
う
い
ち
）

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
卒
業
。中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
中
退
。博
士（
文
学
）。同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
。

〈
専
攻
〉日
本
漢
文
学
・
和
漢
比
較
文
学
・
書
道
文
化
史
・
書
表
現

〈
主
要
編
著
書
〉『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』注
釈
篇
三
冊
、『
類
題
古
詩

　本
文
と
索
引
』（
以
上
、新
典
社
）『
文
鳳
抄
』歌
論
歌
学
集
成
別
巻

二（
三
弥
井
書
店
）『
凌
雲
集
索
引
』『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』『
本

朝
蒙
求
の
基
礎
的
研
究
』『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』『
墨
筆
帖
』『
桑
華

蒙
求
の
基
礎
的
研
究
』（
以
上
、和
泉
書
院
）他
。

平安時代の漢詩の表現世界を追求する十四篇の論考を収

めた著者二冊目の論文集。勅撰漢詩集の時代、菅原道真

の漢詩の新解釈、「三蹟」と漢詩の世界、院政期漢詩と

『白氏文集』、飲酒詩や筧の詩歌などに言及する。

【 

目

　
　次 

】





お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『『後二条師通記』論―平安朝〈古記録〉というテクスト―』
定価 本体 8,500 円＋税　ＩＳＢＮ978-4-7576-0937-2

注
文
書

　　　冊

『
後
二
条
師
通
記
』
論

―

平
安
朝
〈
古
記
録
〉
と
い
う
テ
ク
ス
ト―

中
丸
貴
史 

著

♦
本
書
は
古
記
録
を
、
そ
の
内
部
の
論

理
の
み
な
ら
ず
、
他
の
テ
ク
ス
ト
と

の
関
係
の
な
か
か
ら
と
ら
え
、
平
安

朝
の
言
説
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

♦
関
白
藤
原
師
通
の
『
後
二
条
師
通
記
』

は
、
院
政
期
初
頭
の
摂
関
嫡
流
の
日

記
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
テ
ク
ス
ト
生
成
、
東
ア
ジ
ア
古

典
世
界
に
お
け
る
日
本
漢
文
（
学
問

と
漢
籍
引
用
）、
論
理
（
私
日
記
の
発

生
、
記
憶
と
記
録
、
語
り
と
筆
録
）

の
三
側
面
か
ら
論
じ
る
。

♦「
漢
文
」
で
書
か
れ
た
「
日
次
」
の
「
記

録
」
の
論
理
と
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

時
代
の
転
換
期
を
生
き
た
記
主
師
通

の
言
説
に
迫
り
、
古
記
録
の
新
た
な

研
究
の
視
座
を
示
す
。

定価 本体 8,500 円＋税
A5上製・370 頁
2019 年 11 月刊行
研究叢書 516

日本文学・日本史
―中古・中世

古記録を歴史資料でも文学作品としてでもなく、
言葉によって織りなされたテクストとして論じる

目
　
次

序第
Ⅰ
部
　『
後
二
条
師
通
記
』生
成
論

第
一
章
　
現
在

第
二
章
　
二
つ
の
本
文―

永
保
三
年
〜
応
徳
二
年―

　
一、は
じ
め

に―

古
写
本
、永
保
三
年
・
応
徳
元
年
・
応
徳
二
年
の
重
複
記
事―

／
二
、本
文
Ａ・Ｂ
の
性
格
／
三
、本
文
Ｂ
作
成
の一
般
性―

『
中
右
記
』

か
ら―

／
四
、本
文
Ｂ
が
作
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
意
味―

そ
の
後
の

『
師
通
記
』―

／
五
、お
わ
り
に

第
三
章
　
開
か
れ
た
テ
ク
ス
ト―

応
徳
三
年
〜
寛
治
四
年―

　
一、

は
じ
め
に―

第
二
段
階
に
入
っ
た『
師
通
記
』―

／
二
、「
委
追
可
入

尋
書
」―

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
状
態
に
さ
れ
た
記
事―

／
三
、「
次
第
為
房
・

時
範
記
委
尋
可
注
之
」―

『
為
房
卿
記
』『
時
範
記
』『
江
記
』『
帥
記
』

と
の
関
係―
／
四
、「
寛
治
二
年
秋
冬
の
扉
書
」の
先
に
あ
る
テ
ク
ス

ト
の
可
能
性
／
五
、お
わ
り
に

第
四
章
　
再
び
二
つ
の
本
文―

寛
治
五
年―

　
一、は
じ
め
に
／

二
、伝
本
の
形
態
／
三
、本
記
と
別
記
／
四
、『
師
通
記
』に
お
け
る「
別

記
」の
用
例
／
五
、別
記
作
成
の一
般
性
／
六
、お
わ
り
に

第
五
章
　
病
と
揺
ら
ぐ
テ
ク
ス
ト
　
一、は
じ
め
に
／
二
、彦
根
寺

詣
／
三
、心
神
不
例―

師
通
の
病―
／
四
、病
と
夢
想
／
五
、嘉
保
三
年
、

改
め
永
長
元
年
／
六
、承
徳
三
年
、改
め
康
和
元
年
／
七
、お
わ
り
に

第
六
章
　
受
容
と
現
存
　
一、は
じ
め
に
／
二
、日
記
を
秘
蔵
す
る

／
三
、そ
の
後
の『
師
通
記
』―

そ
の
受
容―
／
四
、受
容
状
況
と
伝
本

状
況
の
関
係
／
五
、お
わ
り
に

第
Ⅱ
部
　
東
ア
ジ
ア
古
典
世
界
の
な
か
の『
後
二
条
師
通
記
』

第
一
章
　
師
通
の
学
習
記
録
　
一、は
じ
め
に―

『
本
朝
世
紀
』師
通

薨
伝―

／
二
、永
保
三
年
〜
応
徳
二
年―

『
春
秋
左
氏
伝
』『
礼
記
』『
文

選
』『
論
語
』―

／
三
、応
徳
三
年
〜
寛
治
四
年―

『
漢
書
』『
後
漢
書
』

―

／
四
、寛
治
五
年
・
寛
治
六
年―

『
毛
詩
』『
後
漢
書
』―

／
五
、寛

治
七
年
以
降―

『
後
漢
書
』『
史
記
』『
白
氏
文
集
』―

／
六
、お
わ
り
に

第
二
章
　
日
記
叙
述
と
漢
籍―

謝
恵
連「
雪
賦
」を
め
ぐ
る
諸
相―

一、
は
じ
め
に
／
二
、摂
関
家
の
日
記
／
三
、本
文
Ｂ
の
詩
的
表
現
／
四
、謝
恵

連「
雪
賦
」（『
文
選
』）引
用
／
五
、寛
治
五
年
と
い
う
年
／
六
、お
わ
り
に

第
三
章
　
師
通
の
白
詩
受
容
　
一、は
じ
め
に
／
二
、白
詩
語「
廻

眸
」／
三
、師
通
と『
白
氏
文
集
』／
四
、山
寺
詩
と「
廻
眸
」／
五
、

漢
語「
廻
眸
」／
和
語「
見
わ
た
せ
ば
」／
六
、お
わ
り
に―

再
び『
師

通
記
』寛
治
四
年
十
二
月
二
十
四
日
条―

第
四
章
　
寛
治
五
年「
曲
水
宴
」関
連
記
事
に
お
け
る
唱
和
記
録

一、は
じ
め
に
／
二
、寛
治
五
年
三
月
十
七
日
条
別
記
／
三
、寛
治
五

年
の
曲
水
宴
／
四
、裏
書
に
書
か
れ
た
唱
和
／
五
、お
わ
り
に―

師

通
と
俊
房
の
唱
和―

第
五
章
　
師
通
の
漢
籍〈
知
〉と
匡
房
・
通
俊―

声
と
文
字
と
の
往
還―

一、は
じ
め
に
／
二
、『
師
通
記
』寛
治
六
年
七
月
二
十
日
条
に
お
け
る

「
蹊
田
奪
牛
」故
事
／
三
、『
江
記
』寛
治
七
年
十
月
二
日
条
に
お
け
る

「
蹊
田
奪
牛
」故
事
／
四
、漢
籍
に
お
け
る「
蹊
田
奪
牛
」故
事
／
五
、

定
文
を
書
く―

声
か
ら
文
字
へ―

／
六
、匡
房
と
通
俊―

「
も
の
書

く
宰
相
」た
ち
の〈
知
〉的
闘
争―

／
七
、お
わ
り
に

附
章
　
漢
籍
引
用
・
抜
書
一
覧
／
附
表
　
漢
籍
関
連
記
事
一
覧

第
Ⅲ
部
　〈
古
記
録
〉の
論
理

第
一
章
　
私
日
記
の
発
生
と
展
開
　
一、は
じ
め
に
／
二
、国
史
と

外
記
日
記
／
三
、外
記
日
記
と
私
日
記
／
四
、お
わ
り
に

第
二
章
　
記
憶
と
記
録―

中
宮
賢
子
の
死
、お
よ
び「
永
長
の
大
田
楽
」

を
め
ぐ
っ
て―

　
一、は
じ
め
に
／
二
、記
憶
／
忘
却
／
三
、記
憶
の
現

在
と
書
く
こ
と
／
四
、日
次
記
／
非
日
次
記―

『
師
通
記
』二
つ
の
本

文―

／
五
、「
日
次
」の
方
法―

嘉
保
三
年
六
月
の『
師
通
記
』『
中
右
記
』

―

／
六
、「
記
」の
方
法―

『
洛
陽
田
楽
記
』―

／
七
、お
わ
り
に

第
三
章
　
語
り
と
筆
録―

記
さ
ざ
る
人
・
頼
通
の
言
説―

　
一、は
じ

め
に
／
二
、先
例
故
実
の
引
勘
と
そ
の
材
料
／
三
、口
伝
と
そ
の
構
造

―
『
師
通
記
』に
お
け
る
頼
通
の
言
説―

／
四
、日
記
の
家
と
し
て
の

摂
関
家
の
始
発―

頼
通
と
日
記―

／
五
、お
わ
り
に―

書
か
れ
た
口

伝
を
隠
蔽
す
る―

結
／
索
引（
人
名
・
研
究
者
名
・
書
名
・
古
記
録
言
及
引
用
箇
所
）

（なかまる たかふみ）
防衛大学校人文社会科学群人間文化
学科准教授。博士（日本語日本文学）。
学習院大学大学院人文科学研究科日
本語日本文学専攻博士後期課程修了。
編著書『時範記逸文集成』（共編）。



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『院政期和歌文学の基層と周縁』
定価 本体 16,000 円＋税　ISBN 978-4-7576-0945-7

注
文
書

冊

千数百年にわたって現役の文学であり続けている和歌
その生命力の秘密を探る

序
章

　

Ⅰ
部

　和
歌
作
品
と
歌
学
・
歌
論
と

第
一
章

　「は
す
」を
詠
む
和
歌

第
二
章

　源
俊
頼
の
歌
学
知
識
と
和
歌
実
作

第
三
章

　行
尊
の
和
歌
表
現 ―

 

地
名
詠
と
擬
人
法
と―

第
四
章

　『為
忠
家
両
度
百
首
』に
関
す
る
考
察

第
五
章

　『久
安
百
首
』と
歌
学 ―

 

詠
歌
の
場
と
し
て
の
定
数
歌―

第
六
章

　『久
安
百
首
』部
類
本
考

第
七
章

　『久
安
百
首
』部
類
本
と『
千
載
和
歌
集
』の
配
列
構
成

第
八
章

　『御
裳
濯
河
歌
合
』の
構
成
と
俊
成
入
道
の
判

第
九
章

　藤
原
俊
成
の
和
歌
史
観
と
批
評
態
度

第
十
章

　「か
は
や
し
ろ
」の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

第
十
一
章

　定
家『
八
代
抄
』夏
部
の
配
列
構
成
を
め
ぐ
っ
て

Ⅱ
部

　和
歌
の
こ
と
ば

第
十
二
章

　稲
の
名
を
詠
む
歌

第
十
三
章

　稲
の
名
を
詠
む
源
俊
頼
の
和
歌

第
十
四
章

　藤
原
清
輔
の「
な
が
ひ
こ
」詠
を
め
ぐ
っ
て

第
十
五
章

　『和
歌
初
学
抄
』物
名「
稲
」の
窓
か
ら

第
十
六
章

　歌
語「
あ
り
そ
」「
あ
ら
い
そ
」考

第
十
七
章

　官
職
名
を
詠
む
和
歌

第
十
八
章

　「か
げ
な
び
く
」考 ―

 

大
臣
在
任
を
表
す
歌
こ
と
ば―

Ⅲ
部

　「古
歌
」「
本
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

第
十
九
章

　「近
頃
の
歌
」と
の
類
似
を
め
ぐ
っ
て ―

 

歌
合
判
詞
に
み
る
認
識―

第
二
十
章

　歌
合
判
詞
に
お
け
る「
古
歌
な
り
」を
め
ぐ
っ
て

第
二
十
一
章

　歌
合
に
古
歌
を
詠
む
こ
と

第
二
十
二
章

　「古
歌
」の
再
生
と
い
う
こ
と

第
二
十
三
章

　藤
原
家
隆
の
先
行
歌
摂
取

第
二
十
四
章

　「さ
の
の
わ
た
り
」の
遠
景 ―

 

本
歌
取
り
へ
の
一
視
角―

第
二
十
五
章

　『新
古
今
和
歌
集
』の「
里
は
あ
れ
て
」歌「
玉
の
緒
よ
」歌
考

終
章初

出
一
覧

索
引
（
人
名
索
引
・
和
歌
索
引
）

あ
と
が
き

院
政
期
和
歌
文
学
の

　
　
　基
層
と
周
縁

日本文学－中古～中世
和歌

定価 本体 16,000 円＋税
A5上製・612 頁
2020 年 2月刊行
研究叢書 518

佐
藤

　明
浩
著 佐

藤
明
浩
（
さ
と
う
　
あ
き
ひ
ろ
）

一
九
六
一
年
生
。
大
阪
大
学
文
学
部
卒
業
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
退
学
。

現
在
、
都
留
文
科
大
学
文
学
部
教
授
。

研
究
業
績
、「
後
葉
和
歌
集
の
誹
諧
歌
」（『
詞
林
』
三
）、「
題
の
拡
充

と
題
詠
の
深
化―

恋
題
を
中
心
に
院
政
期
か
ら
新
古
今
前
後
ま
で―

」

（『
論
集
〈
題
〉
の
和
歌
空
間
』
笠
間
書
院
）、「
長
明
文
字
鏁
」（
校
注
、

共
著
、『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊 

第
１
巻
』
現
代
思
潮
社
）、「
源
氏
物
語

の
書
か
れ
た
和
歌
」（
小
嶋
菜
温
子
・
渡
部
泰
明
編
『
源
氏
物
語
と
和
歌
』

青

舎
）
他
。

　Ⅰ
部
で
は
、
源
俊
頼
、
為
忠
家
両
度
百
首
、
久
安
百
首
な
ど
の
和
歌
作
品
、
藤
原

俊
成
な
ど
の
歌
論
・
歌
学
の
言
説
、
藤
原
定
家
編
『
八
代
抄
』
な
ど
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
詠
歌
、
述
説
、
ま
た
編
纂
の
具
体
相
、
特
徴
を
解
明
す
る
。

　Ⅱ
部
で
は
、
稲
の
品
種
名
、
官
職
名
な
ど
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
に
は
比
較
的
珍

し
い
こ
と
ば
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
し
て
和
歌
表
現
の
構
成
要
素
に

な
り
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

　Ⅲ
部
で
は
、
和
歌
が
学
ば
れ
る
場
や
和
歌
が
作
ら
れ
る
場
に
よ
び
お
こ
さ
れ
る
「
古

歌
」
の
あ
り
よ
う
を
観
察
し
て
、往
時
の
人
た
ち
の
和
歌
の
と
ら
え
方
を
探
り
、ま
た
、

「
本
歌
」
に
つ
い
て
の
考
究
を
と
お
し
て
、
往
時
の
理
解
鑑
賞
の
あ
り
方
を
想
定
し
た

解
釈
を
試
み
、
当
時
の
感
覚
、
認
識
に
近
づ
い
て
い
く
方
途
と
す
る
。



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『奥義抄古鈔本集成』
定価 本体 18,000 円＋税　ISBN 978-4-7576-0948-8　

注
文
書

冊

日本文学－中古                  和歌

定価 本体 18,000 円＋税
Ｂ5上製・600 頁
2020 年 2月刊行
研究叢書 519

奥
義
抄
古
鈔
本
集
成

清輔『奥義抄』本文の考究に不可欠な基礎資料

藏
中
さ
や
か

黒 

田 

彰 

子

中 

村
　  

文
編

 

翻
刻―

―

全
十
一
伝
本
　

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
奥
義
抄
』

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
奥
義
抄
』

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵『
奥
義
抄
』（
吉
澤
文
庫
）

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
奥
義
抄
』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
和
歌
伝
』

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
奥
義
抄
』（
梶
井
宮
本
）

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
奥
義
抄 

下
巻
余
』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
奥
義
抄  

巻
上
』

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
和
歌
問
答
』

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵『
奥
義
抄
下
巻
餘
』

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵『
古
今
和
歌
灌
頂
部
』

   

注
／
略
解
題
／
所
載
歌
一
覧
／
句
索
引

平
安
後
期
歌
壇
の
権
威
藤
原
清
輔
が
著
し
た
歌
学
書

『
奥
義
抄
』
は
、
平
安
期
歌
学
を
集
大
成
し
た
、
六

条
藤
家
歌
学
の
到
達
点
を
示
す
重
要
な
著
作
。

　完
本
た
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
、
上
中
下
巻
を

具
備
す
る
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
写
の
大
東
急
記

念
文
庫
蔵
本
、
な
ら
び
に
、
残
闕
本
な
が
ら
古
態
を

の
こ
す
鎌
倉
・
室
町
期
書
写
本
を
含
む
全
十
一
伝
本

の
翻
刻
を
収
録
。

　諸
伝
本
を
簡
便
に
対
校
し
う
る
本
書
に
よ
り
、『
奥

義
抄
』
本
文
系
統
の
再
検
討
は
も
と
よ
り
、
原
態
の

復
元
を
通
し
て
、
平
安
後
期
歌
界
の
実
相
や
和
歌
を

め
ぐ
る
知
の
世
界
を
考
究
す
る
上
で
も
意
義
深
い
資

料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

藏中さやか（くらなか  さやか）
神戸女学院大学教授。博士（国
文学）。著書に、和歌文学大系
48『王朝歌合集』（共著、明治
書院）他。

黒田彰子（くろだ  あきこ）
佛教大学非常勤講師。博士（日
本文学）。著書に、『俊成論の
ために』『仏教文学概説』（共著）
（以上和泉書院）、『和歌童蒙抄
注解』（青　舎）他。

中村　文（なかむら  あや）
日本女子大学非常勤講師。博
士（文学）。著書に、『後白河院時
代歌人伝の研究』（笠間書院）、
和歌文学大系 49『正治二年院
初度百首』（共著、明治書院）他。

❖内容目次❖



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『仙覚『萬葉集註釈』被注萬葉集歌一覧・被注語句索引』
定価 本体 8,500 円＋税　ISBN 978-4-7576-0942-6

注
文
書

　　　冊

定価 本体 8,500 円＋税
B5上製・284 頁
2020 年 1月刊行
索引叢書 54

上代・中古・中世
和歌・歌論・歌学・日本語史・言語思想

小松靖彦編著

□ 小松靖彦 （こまつ　やすひこ）
1985 年　東京大学文学部卒業。1992 年、東京大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得退学。
　国文学研究資料館研究情報部、和光大学人文学部文学科、日本女子大学文学部日本文学科を経
て、現在、青山学院大学文学部日本文学科教授。博士（文学）。
　専攻は日本上代文学（萬葉集および萬葉学史）、書物学（主に中国文化圏の巻子本）。
主要著書・編著
『萬葉学史の研究』（おうふう、2007 年、2008 年〈2刷〉）
『万葉集と日本人』（角川選書、KADOKAWA、2014 年）
『萬葉写本学入門』（編著、上代文学研究法セミナー、笠間書院、2016 年）　ほか。

仙覚『萬葉集註釈』
被注萬葉集歌一覧・被注語句索引

はしがき

Ⅰ　仙覚『萬葉集註釈』被注萬葉集歌一覧

　（付　中世萬葉集古注釈書における萬葉集歌引用状況）

Ⅱ　仙覚『萬葉集註釈』被注語句索引

　十三世紀の天台密教の学僧・仙覚は、『萬葉集』の研究に画期をもたらした。その独自な理念と方法
を示す主著『萬葉集註釈』は、平安・中世の和歌と歌学の広汎な知識に基づく和歌史・歌論史・歌学史
上の成果である。また、日本語に関する貴重な理論的研究書であり、インドの言語思想によって日本
語の根源に迫ろうとした思想書でもある。しかし、近代の研究においては、難解な注釈書として顧み
られることがほとんどなかった。
　本書は、仙覚が『萬葉集註釈』において言及した萬葉集歌・題詞・前置漢文・漢文序・書簡文・左注
などを可能な限り採取し、主要四本における所在位置を示す。また、一音に意味を認めると同時に、
ことばの相互関係を重視する仙覚の解釈の方法に沿って被注語句一覧を実験的に作成し、それらを五
十音順に配列して所在位置を示す。仙覚が『萬葉集』に見た〈言葉の宇宙〉に近づくための基本的情報
を整えたのが本書である。

平安・中世の和歌と歌学の広汎な知識に基づく
和歌史・歌論史・歌学史上の成果

目　次



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『古代語の疑問表現と感動表現の研究』
定価 本体 13,000 円＋税　ＩＳＢＮ978-4-7576-0901-3

注
文
書

　　　冊

近
藤
要
司
（
こ
ん
ど
う
よ
う
じ
）

一
九
八
〇
年
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

修
士
（
文
学
）

現
在
　
神
戸
親
和
女
子
大
学
文
学
部
教
授

専
攻
　
日
本
語
文
法
・
日
本
語
文
法
史

（
主
要
論
文
）

「『
万
葉
集
』
の
〜
ム
カ
に
つ
い
て
」
高
山
善
行
・
青
木
博
史
・
福
田
嘉
一
郎

編
『
日
本
語
文
法
史
研
究
１
』（
分
担
執
筆
）

「
中
古
に
お
け
る
疑
問
係
助
詞
ヤ
の
脱
疑
問
化
に
つ
い
て
」
神
戸
親
和
女
子
大

学
総
合
文
化
学
科
『
言
語
文
化
研
究
』
第
一
一
号
　
他

古
代
語
の
疑
問
表
現
と

　
　
　
　感
動
表
現
の
研
究

近
藤
要
司
著

❖｢

第
一
部
　
疑
問
係
助
詞
と
そ
の
表
現
」
で
は
、助
詞
カ
・
ヤ
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』

『
源
氏
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』
の
用
例
を
調
査
し
、
こ
の
二
つ
の
助
詞
が
、
疑
問

表
現
を
構
成
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
考
察
し
た
。

❖「
第
二
部
　
感
動
喚
体
句
の
諸
相
」
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
感
動

喚
体
句
に
つ
い
て
調
査
考
察
を
行
い
、
古
代
語
に
は
、
一
語
に
よ
る
感
動
文
と
は

異
質
の
、
古
代
語
独
特
の
感
動
喚
体
句
の
形
式
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

ま
え
が
き

第
一
部

　疑
問
係
助
詞
と
そ
の
表
現

序
章
　疑
問
係
助
詞
カ
と
疑
問
係
助
詞
ヤ
に
つ
い
て

第
一
章
　係
助
詞
カ
と
そ
の
表
現

　
上
代
に
お
け
る
助
詞
カ
（
モ
）
に
つ
い
て

　『
万
葉
集
』
の
カ
と
カ
モ
の
比
較

　『
万
葉
集
』
の
助
詞
カ
と
助
動
詞
ラ
ム
に
つ
い
て

　
文
末
カ
モ
の
詠
嘆
用
法
に
つ
い
て

　『
万
葉
集
』
の
「
〜
ム
カ
」
に
つ
い
て

　『
万
葉
集
』
の
「
〜
ニ
カ
ア
ラ
ム
」
に
つ
い
て

　『
源
氏
物
語
』
の
助
詞
カ
の
不
定
語
下
接
用
法
に
つ
い
て

　『
源
氏
物
語
』
の
助
詞
カ
の
文
末
用
法
に
つ
い
て

　『
今
昔
物
語
集
』
の
文
末
カ
の
用
法
に
つ
い
て

第
二
章
　係
助
詞
ヤ
と
そ
の
表
現

　
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
疑
問
表
現
形
式
の
変
遷

　『
万
葉
集
』
の
ヤ
と
ヤ
モ
の
比
較

　『
源
氏
物
語
』
の
助
詞
ヤ
に
つ
い
て

　『
源
氏
物
語
』
の
「
〜
ニ
ヤ
」
に
つ
い
て

　
中
古
に
お
け
る
疑
問
係
助
詞
ヤ
の
脱
疑
問
化
に
つ
い
て

　
助
詞
ヤ
の
文
中
用
法
の
変
遷

　
詠
嘆
の
コ
ト
ダ
ロ
ウ
を
め
ぐ
っ
て

第
二
部

　感
動
喚
体
句
の
諸
相

序
章
　古
代
語
に
お
け
る
感
動
喚
体
句
の
諸
相
に
つ
い
て

第
一
章
　上
代
の
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て

　『
万
葉
集
』
の
無
助
詞
喚
体
句
に
つ
い
て

　『
万
葉
集
』
の
ハ
モ
に
つ
い
て

第
二
章
　中
古
の
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て

　『
源
氏
物
語
』
の
助
詞
カ
ナ
に
つ
い
て

　『
源
氏
物
語
』
の
助
詞
ヨ
に
つ
い
て

　「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
の
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て

あ
と
が
き

事
項
索
引

定価 本体 13,000 円＋税
A5上製函入・504 頁
2019 年 3月刊行
研究叢書 510

日本語文法―
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日本文学―中古
日本史―古代

か
ぐ
や
姫
と
菅
原
道
真

―

私
の
「
竹
取
物
語
」
論

糸
井
通
浩 

著

　口
絵
カ
ラ
ー  『
竹
取
物
語
』 

中
川
文
庫
本
・
三
冊
完
本

か
ぐ
や
姫
と
菅
原
道
真

　

1
「
も
の
が
た
り
」の
誕
生
　初
め
て
確
立
し
た「
も
の
」の「
語
り
」

2 

作
者
未
詳
の
意
味
　説
話
と
違
う
特
定
作
者
の「
表
現
行
為
」

3 

道
真
作
者
説
の
可
能
性
　主
題
・
モ
チ
ー
フ
の
関
係
か
ら

4 

成
立
時
期

　八
七
五―

八
九
〇
年
を
中
心
に
そ
の
前
後

5 
物
語
の
時
代
と
舞
台
　今
は
昔
、大
和
に
帝
が
お
ら
れ
た
こ
ろ

6 「
竹
取
の
翁
」の
名
前
　「
讃
岐
の
み
や
つ
こ
」道
真
が
重
要
な
意
味
も
つ

7 

讃
岐
守
の
時
代
　都
を
離
れ「
文
学
」に
力
注
ぐ
道
真

8 

竹
と
忌
部
氏
と
讃
岐
　平
安
初
期
、氏
族
間
の
対
立
関
係
が

9 

竹
林
へ
の
思
い
　風
雪
に
耐
え
る
竹
に
我
が
心
託
す

10 

命
名
の
由
来
　既
存
の
こ
と
ば
二
つ
を
合
わ
せ

11 

二
人
の「
か
ぐ
や
姫
」
　〝
違
い
〞
に
こ
そ
語
り
た
い
主
題
が

12 

羽
衣
伝
説
の
話
型
　一
つ
は
中
臣
氏
ゆ
か
り
の
始
祖
伝
説

13 

丹
後
の
羽
衣
伝
説
　「
竹
取
」と
同
じ「
地
名
起
源
譚
」

14 

菅
原
氏
の
系
譜
　「埴
輪
」進
言
し
た
野
見
宿
禰
を
遠
祖
に

15 

土
師
氏
と
丹
波（
丹
後
）
　巨
大
古
墳
築
造
に
か
か
わ
る
？ 

16 

土
師
氏
と
間
人
皇
后
　「
間
人
の
」は
、地
名
を
称
え
る
枕
詞

17 

大
和
王
権
と
古
代
丹
後
　畿
内
以
外
で
皇
統
と
婚
姻
、丹
後
が
初

18 

古
代
伝
承
の
語
り
部
　菅
原
系
土
師
氏
、皇
統
伝
承
管
理
か

19 

丹
後
の
三
大「
前
方
後
円
墳
」
　築
造
は
大
和
の
設
計
規
格
に
類
似

20 

勘
解
由
曹
局
　「
文
学
工
房
」的
な
環
境
の
中
で

21 『
類
聚
国
史
』の
編
纂
　百
科
事
典
の
類
、大
変
な
作
業

22 

月
と
物
思
い
　『白
氏
文
集
』と
深
い
か
か
わ
り

23 

八
月
十
五
夜
の
宴
　「
家
忌
」で
廃
止
後
も
、特
別
な
思
い

24 

月
と
姮
娥
伝
承
　月
へ
の
昇
天
の
ヒ
ン
ト
に

25 

外
宮
の
神
と
丹
後
　羽
衣
伝
説
の
神
、伊
勢
へ
迎
え
る

26 

伊
勢
外
宮
の
神
と
月
　穀
物
の
神
、酒
の
神
、水
の
神

27 

外
宮
祭
祀
と
忌
部
氏
　祭
祀
成
立
に
直
接
か
か
わ
る

28 

斎
宮―

伊
勢
と
丹
後
　相
似
関
係

　い
つ
き
の
み
や

29 

糸
で
葺
い
た
屋
根
　邸
宅
内
部
に
設
え
ら
れ
た
寝
屋

30 

大
伴
御
行
の
漂
流
と
遣
唐
使
　遭
難
や
通
商
の
体
験
談
、描
写
の
元
か

31 「
斑
竹
姑
娘
」の
発
見
　『竹
取
物
語
』の
原
話
で
は
な
い

32 

母
は
大
伴
氏
の
娘
　作
品
の
主
題
は
姫
の
出
生
と
昇
天

33 

死
に
よ
る
絶
対
的
別
れ
　天
上
界
と
人
間
界
の
隔
絶
を
描
く

34 

物
語
へ
の
飛
翔
　説
話
か
ら「
虚
構
の
語
り
」へ

35 

国
風
文
化
の
開
化
と
高
揚
　「う
つ
し
」の
技
法
が
生
ん
だ
成
果

36 

道
真
誕
生
伝
説
　「竹
取
」に
似
た
道
真
の
伝
承

37 

道
真
作
者
説
の
可
能
性
　先
祖
に
土
師
氏
、月
に
詳
し
く

 

〔
参
考
〕
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本・奈
良
絵
本『
竹
取
物
語
』解
題

 
 

竹
取
物
語（
中
川
文
庫
本
）
　竹
取
物
語（
三
冊
完
本
）

〈
探
究
ノ
ー
ト
〉

『
竹
取
物
語
』の
時
代
背
景

　
　
　
　

―

「
享
受
の
精
神
構
造
」を
掘
り
起
こ
す

1 

表
現
素
材
の
系
譜
論
・
機
能
論
　『竹
取
物
語
』を
中
心
に
し
て

2 『
竹
取
物
語
』の
月
と
姮
娥
伝
説

3 

伏
見
稲
荷
の
神
々
と
丹
後
の
神
々

 

〔
参
考
〕
丹
後
の
式
内
社
と
祭
神

4 

羽
衣
伝
説
と「
真
名
井
」の
道

 

〔
参
考
〕
羽
衣
天
女

 

〔
参
考
〕
丹
後
半
島
、西
か
ら
東
へ

5 
地
名「
間
人
」に
つ
い
て
　『は
し
』と
い
う
語
を
中
心
に

 
〔
参
考
〕
間
人
皇
后

6 『
竹
取
物
語
』作
者
圏
と
菅
原
道
真

 

〔
参
考
〕
竹
野
媛
と
丹
波
の
五
女

 

〔
参
考
〕
丹
波（
丹
後
）の
語
り
部

都
と
鄙〈
丹
後
・
讃
岐
〉と
伊
勢
を
め
ぐ
る

『
竹
取
物
語
』
の
作
品
世
界

…
…

菅
原
道
真
作
者
説
を
構
想
す
る
上
で
幸
い

な
こ
と
に
、
筆
者
は
そ
れ
な
り
の
環
境
に
生
活
空

間
を
得
て
い
た…

…

。
こ
の
「
都
（
京
・
大
和
）

―

丹
後―

讃
岐
」、
の
三
角
形
、
さ
ら
に
「
丹
後

―

伊
勢
（
神
宮
）」
を
加
え
た
四
角
形
の
繋
が
り

を
形
成
す
る
媒
体
こ
そ
、『
竹
取
物
語
』
と
い
う

作
品
世
界
で
あ
り
、「
菅
原
道
真
」
と
い
う
平
安

前
期
の
貴
族
で
あ
っ
た
。（「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

糸
井
通
浩
（
い
と
い 

み
ち
ひ
ろ
）

一
九
三
八
年
京
都
嵯
峨
の
生
ま
れ
。
小
・
中
・
高
時
代
、

丹
後
（
現
京
丹
後
市
）
で
育
つ
。
京
都
大
学
文
学
部
卒
。

日
本
語
学
・
古
典
文
学
専
攻
。
愛
媛
大
学
助
教
授
を
経

て
、
京
都
教
育
大
学
・
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
。
こ
の
間
、

表
現
学
会
代
表
理
事
、
京
丹
後
市
史
編
纂
委
員
な
ど
歴

任
。
主
な
共
編
著
：『
日
本
語
表
現
学
を
学
ぶ
人
の
た

め
に
』『
京
都
学
を
楽
し
む
』、
他
多
数
。

ひ
な

は
し
ひ
と

美
し
い『
竹
取
物
語
』奈
良
絵（
２
種
）―

全
図
カ
ラ
ー
掲
載

内

容

目

次

「
京
都
新
聞
」に
37
回
に
わ
た
り
好
評
連
載



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『龍蛇と菩薩　伝承文学論』
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森

　正
人 
著

龍
蛇
と
菩
薩 
伝
承
文
学
論

前
書
き―

―

本
書
の
主
旨

第
一
章 

龍
蛇
と
菩
薩―

―

救
済
と
守
護―
―

一

　は
じ
め
に
／
二

　龍
蛇
と
は
何
か
／
三

　三
毒
の
象

徴
と
し
て
の
龍
蛇
／
四

　水
辺
の
龍
蛇
の
死
骸
の
上
に
建

つ
寺
院
／
五

　霊
池
に
顕
現
す
る
龍
蛇
＝
菩
薩

第
二
章 

東
ア
ジ
ア
の
龍
蛇
伝
承

一

　は
じ
め
に
／
二

　鷲
鷹
と
龍
蛇
と
の
闘
争
／
三

　龍

宮
の
宝
蔵
／
四

　龍
鳴
の
感
応
／
五

　龍
蛇
の
聴
聞
／
六

　む
す
び

第
三
章
　
龍
蛇
と
仏
法

　
１
　
水
の
童
子―

―

道
場
法
師
と
そ
の
末
裔―

―

一

　は
じ
め
に
／
二

　雷
の
子
＝
分
身
の
誕
生
／
三

　童
子
と
し
て
の
雷
神
／
四

　童
子
・
剣
・
蛇
体
・

雷

　五

　忌
避
さ
れ
る
童
子
た
ち

　
２
　
能
「
道
成
寺
」
遡
源

一

　は
じ
め
に
／
二

　道
成
寺
説
話
の
展
開
／
三

　

鐘
巻
の
芸
能
／
四

　鐘
入
の
原
型
／
五

　両
義
的
な

龍
蛇

第
四
章
　
龍
宮
伝
承

　
１
　
東
ア
ジ
ア
の
龍
宮
訪
問
譚

一

　は
じ
め
に
／
二

　俵
藤
太
伝
承
と
そ
の
先
蹤
／

三

　龍
蛇
報
恩
と
始
祖
伝
承
／
四

　東
ア
ジ
ア
の
基

盤
的
伝
承
／
五

　付
・
ワ
タ
ツ
ミ
と
ワ
ニ
を
め
ぐ
る

古
代
的
映
像

　
２
　
龍
宮
乙
姫
考―

―

御
伽
草
子
『
浦
島
』
と
そ
の
基
盤―

―

一

　は
じ
め
に
／
二

　娑
竭
羅
龍
王
の
乙
姫
／
三

　

厳
島
の
姫
神
／
四

　八
幡
の
姉
妹
神
／
五

　放
生
報

恩
と
空
船
／
六

　乙
姫
の
原
像
／
七

　原
像
と
変
容

第
五
章
　
龍
蛇
と
観
音

　
１
　
観
音
像
の
背
後
に
立
つ
も
の

一

　は
じ
め
に
／
二

　観
音
の
応
化
／
三

　先
住
の

神
々
と
観
音
菩
薩
／
四

　亡
親
と
し
て
の
観
音

　
２
　
龍
蛇
・
観
音
・
母
性―

―

説
話
の
変
奏
と
創
作―

―

一

　は
じ
め
に
／
二

　観
音
霊
場
と
水
／
三

　龍
に

乗
る
菩
薩
／
四

　実
母
の
亡
魂
／
五

　み
ご
も
る
蛇

第
六
章
　
檜
垣
の
嫗
の
歌
と
物
語―

―

伝
承
の
水
脈―

―

一

　は
じ
め
に
／
二

　能
「
檜
垣
」
の
嫗
の
原
像
／
三

　

「
み
づ
は
く
む
」
遡
源
／
四

　檜
垣
の
嫗
の
詠
歌
の
本
意

第
七
章
　
講
義
「
水
の
文
学
誌
」―

―

実
践
の
記
録―

―

一

　は
じ
め
に―

―

問
題
の
所
在
／
二

　授
業
中
の
小
レ

ポ
ー
ト
／
三

　「水
の
文
学
誌
」
に
お
け
る
道
成
寺
物
語

／
四

　小
レ
ポ
ー
ト
の
紹
介
配
布
と
追
加
の
教
材
／
五

　

残
さ
れ
た
課
題

後
書
き

初
出
に
関
す
る
覚
書

索
引 森

　正
人
（
も
り

　ま
さ
と
）

一
九
四
八
年
生
。
熊
本
大
学
名
誉
教
授
。

尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
前
学
長
。

主
要
著
書
：『
今
昔
物
語
集
の
生
成
』（
和
泉
書
院
）、

『
今
昔
物
語
集

　五
』（
岩
波
書
店
）、『
古
代
説
話

集
の
生
成
』（
笠
間
書
院
）
ほ
か
。

過
去
の
文
芸
の
享
受
に
よ
っ
て
新
た
な
創
作
活
動
が
営
ま
れ
、

創
造
的
表
現
行
為
を
通
じ
て
始
原
の
心
性
が
蘇
生
し
継
承
さ
れ
る
、

そ
の
相
互
作
用
を
文
学
研
究
の
枢
要
な
課
題
と
し
て
追
求
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、



2020年5月25日、最新第７巻刊行！

未
開
の
研
究
分
野
に
挑
戦
し
続
け
た

日
本
語
学
者
　
山
口
仲
美
の
軌
跡
！

古
典
の
文
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史
研
究
で
は
、
独
壇
場
！

各
巻
紹
介

山
口
仲
美
著
作
集

全
８
巻

第
１
巻

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学 

１

　

源
氏
物
語

第
２
巻

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学 
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説
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語
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日
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語
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語
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典
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５
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ノ
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「
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語
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な
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犬
は
「
び
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鳴
い
て
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７
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ー
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ン
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ビ
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葉
ほ
か

第
８
巻

現
代
語
の
諸
相 
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言
葉
の
探
検

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
話

Ａ
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四
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五
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円

（2018.10）

Ａ
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判

六
一
四
頁

五
八
〇
〇
円

（2018.10）

Ａ
５
判

五
四
八
頁

五
八
〇
〇
円

（2018.12）

Ａ
５
判

六
三
二
頁

五
八
〇
〇
円

（2019.5）

Ａ
５
判

七
二
二
頁

五
八
〇
〇
円

（2019.10）

Ａ
５
判

六
一
六
頁

五
八
〇
〇
円

（2019.12）

Ａ
５
判

八
三
〇
頁

五
八
〇
〇
円

（2020.5）

二
〇
二
〇
年
九
月

刊
行
予
定

二
〇
二
〇
年
九
月　
全
巻
完
結
予
定
！

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装

各
巻
平
均
六
五
〇
頁

各
巻 

本
体
五
、八
〇
〇
円+

税

揃
価 

本
体
四
六
、四
〇
〇
円+

税
・
分
売
可



源
氏
物
語
注
釈 

全
十
一
巻

最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
源
氏
物

語
を
読
解
。
当
時
の
言
語
事
実
に
よ

る
実
証
的
な
本
文
研
究
・
校
異
・
注

釈
を
提
示
。
源
氏
物
語
注
釈
総
検
索

Ｃ
Ｄ
を
付
し
、
こ
こ
に
全
巻
完
結
！

一
巻
〜
十
巻　
　
　

各
巻 

本
体
一
四
、〇
〇
〇
円+

税

十
一
巻
（
総
検
索
Ｃ
Ｄ
付
）　

本
体
二
〇
、〇
〇
〇
円+

税

揃
価 

本
体
一
六
〇
、〇
〇
〇
円+

税
・
分
売
可

『源氏物語注釈』総検索CDは、『源氏物語注釈』全11巻に含まれる文字列を検索可能にする索引機能を
提供しております。検索した語句が『源氏物語注釈』のどの巻・どの箇所にあるかを把握することができ
ます。総検索CDには、検索・表示を実行するアプリケーションの例としてサクラエディタを収録。
動作環境：Windows7、Windows8.1、Windows10
Microsoftのサポートが正式に終了しているVersionのWindows OSでの動作は保障しておりません。
Windows以外の環境での使用については、CD 内の説明書をご覧ください。

◎11巻　総検索CDについて◎

桐
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・
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空
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良
幸
・
和
田
明
美
共
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末
摘
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紅
葉
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葵 

賢
木 

花
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里
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良
幸
・
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田
明
美
・
梅
野
き
み
子
共
著

須
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澪
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蓬
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関
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松
風
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良
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・
和
田
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美
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著

薄
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胡
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五
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崎
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篝
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木
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梅
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藤
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藤
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五
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円
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〇
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Ａ
５
判
・
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製
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全
巻
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好
評
発
売
中
！



風間書房　書籍のご案内

 A５判  268頁  3500円
ISBN 978-4-7599-2293-6  （2019.10）

長年にわたり平安文学および和歌史の周辺において、独自の視点から問題を提起し続
けた著者による珠玉の論考を集成。二条后物語、蜻蛉日記、公任卿集などの論を収録。

後藤祥子著

 四六判  346頁  2300円
ISBN 978-4-7599-2283-7  （2019.5）

漱石没後100年・生誕150年を記念して西日本新聞に連載された「漱石がいた熊本」を
再構成。熊本での暮らし、家族など、４年３カ月の滞在の軌跡を精緻にたどる。

村田由美著
漱石がいた熊本

 A５判  218頁  2500円
ISBN 978-4-7599-2285-1  （2019.5）

独創的な表現で規範や既存の表現を変える力があるマンガやJ-POP等のポピュラーカ
ルチャーを対象に、日本語の文字が表出するマルチモーダルな意味表現を検討する。

松田結貴著

ポピュラーカルチャーの詩学
―日本語の文字に秘められたマルチモダリティ―

平安文学の謎解き
―物語・日記・和歌―

ISBNの右の（　）内は発行年月、表示価格は本体価格です。

 四六判  312頁  2500円
ISBN 978-4-7599-2299-8  （2019.12）

文化を伝える日本語ということば、信仰や言い伝えなどが元となっている説話、そし
てことばや所作・体験を総合した芸能などの観点から日本文化を考える。

　名古屋市立大学人間文化研究叢書 6

アジアの中の日本文化―ことば・説話・芸能―

①永福門院百番自歌合全釈　6000円／②重家朝臣家歌合全釈　6000円／③俊頼述懐百首全釈
　8000円／④和泉式部百首全釈　8000円／⑤⑥堀河院百首全釈　上・下　各15000円／⑦住吉
社歌合全釈　6000円／⑧文集百首全釈　16000円／⑨為忠家初度百首全釈　16000円／⑩最勝
四天王院障子和歌全釈　16000円／⑪恵慶百首全釈　9500円／⑫慈円難波百首全釈　8000円／
⑬広田社歌合全釈　6000円／⑭寂然法門百首全釈　6000円／⑮為忠家後度百首全釈　17000円
／⑯土御門院句題和歌全釈　9000円／⑰鑁也月百首・閑居百首全釈　9000円／⑱順百首全釈
　9500円／⑲新宮撰歌合全釈　6000円／⑳好忠百首全釈　9500円　　　　　　以降継続企画中

歌合・定数歌全釈叢書（既刊２０冊）　歌合・定数歌全釈叢書刊行会 編

名古屋市立大学日本文化研究会 編

①赤染衛門集全釈　18000円／②源道済集全釈　6500円／③小野篁集全釈　4800円／④源重
之集・子の僧の集・重之女集全釈　12500円／⑤基俊集全釈　8500円／⑥定頼集全釈　12000
円／⑦公任集全釈　8000円／⑧清原元輔集全釈　14000円／⑨檜垣嫗集全釈　4800円／⑩源兼
澄集全釈　8000円／⑪本院侍従集全釈　8000円／⑫相模集全釈　18000円／⑬殷富門院大輔
集全釈　9500円／⑭為頼集全釈　9500円／⑮遍昭集全釈　15000円／⑯伊勢集全釈　16000円
／⑰成尋阿闍梨母集全釈　14000円／⑱前長門守時朝入京田舎打聞集全釈　9500円／⑲千穎
集全釈　6000円／⑳貫之集全釈　17000円／㉑橘為仲朝臣集全釈　13000円／㉒藤原仲文集全
釈　6000円／㉓沙弥蓮瑜集全釈　17000円／㉔深養父集・小馬命婦集全釈　9500円／㉕四条宮
下野集全釈　9000円／㉖匡衡集全釈　6000円／㉗光厳院御集全釈　6800円／㉘式子内親王集
全釈　18000円／㉙隆信集全釈　15000円／㉚経衡集全釈　9500円／㉛小野宮殿実頼集・九条
殿師輔集全釈　11000円／㉜惟成弁集全釈　7000円／㉝家持集全釈　9500円／㉞人麿集全釈　
12000円／㉟公忠集全釈　7500円／㊱千里集全釈　8000円／㊲大斎院前の御集全釈　14000円
／㊳御堂関白集全釈　6000円／㊴紫式部集全釈　11000円／㊵民部卿典侍集・土御門院女房
全釈　12000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以降継続企画中

私家集全釈叢書（既刊４０冊）　　　　　　　　私家集全釈叢書刊行会 編
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書　名 冊　数 種　別 公費書類

　 公費・私費 見積書 納品書 請求書

　 公費・私費 見積書 納品書 請求書

　 公費・私費 見積書 納品書 請求書

公費・私費 見積書 納品書 請求書

公費・私費 見積書 納品書 請求書
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2020年度中古文学会春季大会

♦ご注文は、メール（pub@kazamashobo.co.jp）または FAXにて承ります。
　FAXをご使用の際は、本用紙をお使いください。
　メールでのご注文の場合は、件名または本文に「2020 年度中古文学会春季大会」　
　の旨お書きください。
♦学会員限定で2020年 7月末までの特価期間、全品２割引で販売いたします。
♦本チラシに掲載されていない書目については、2019年版図書目録および弊社ホーム
　ページをご覧ください。こちらも２割引で販売いたします。
♦送料は弊社で負担いたします。
♦お支払い方法については、振替用紙を同封いたします。





ISBN 書 名 刊行年月 著　者　名 本体価 2割引
（税込み） 冊数

978-4-909832-15-3はじめて読む 源氏物語 2020年1月 藤原克己監修/今井上編 1,800 1,584
978-4-909832-17-7新訳更級日記 2020年3月 島内景二 1,800 1,584
978-4-909832-08-5和歌の黄昏　短歌の夜明け 2019年9月 島内景二 2,800 2,464
978-4-909832-00-9庭園思想と平安文学　寝殿造から 2018年12月 倉田実 8,500 7,480
978-4-909832-18-4文の成立と主語・述語 2020年2月 竹林一志 2,800 2,464
978-4-909832-03-0訓読と漢語の歴史 2019年2月 福島直恭 2,400 2,112
978-4-909832-05-4女性の文章と近代　書きことばから見たジェンダー 2019年10月 出雲朝子 3,500 3,080
978-4-909832-31-3 「上代のことばと文字」入門 上代文学研究法セミナー 2020年1月 瀬間正之 編 1,800 1,584
978-4-909832-07-8古代日本文学が物語る婚姻・出生伝承 2020年3月 青柳まや 9,500 8,360
978-4-909832-13-9古事記私解Ⅰ 2020年1月 多田一臣 3,800 3,344
978-4-909832-14-6古事記私解Ⅱ 2020年1月 多田一臣 3,800 3,344
978-4-909832-02-3倭建命物語論　古事記の抒情表現 2019年2月 小野諒巳 6,000 5,280
978-4-909832-09-2先代旧事本紀論　史書・神道書の成立と受容 2019年8月 工藤浩編 8,000 7,040
978-4-909832-91-7風土記研究 第41号　＊割引無 2019年3月 風土記研究会編 4,000
978-4-909832-92-4風土記研究 第42号　＊割引無 2020年3月 風土記研究会編 4,000
978-4-909832-06-1闘乱の日本古代史　つくられた偉人たち 2019年9月 松尾光 2,200 1,936
978-4-909832-21-4武者の世が始まる 軍記物語講座1 2020年1月 松尾葦江編 7,000 6,160
978-4-909832-22-1 無常の鐘声 平家物語　　　軍記物語講座2 2020年6月予定 松尾葦江編 7,000 6,160
978-4-909832-23-8平和の世は来るか 太平記　　軍記物語講座3 2019年10月 松尾葦江編 7,000 6,160
978-4-909832-24-5乱世を語りつぐ 軍記物語講座4 2020年5月予定 松尾葦江編 7,000 6,160
978-4-909832-01-6馬琴と演劇 2019年2月 大屋多詠子 16,000 14,080
978-4-909832-10-8純文学という思想 2019年10月 小林敦子 4,500 3,960
978-4-909832-04-7〈宮澤賢治〉という現象 2019年5月 村山龍 5,800 5,104
978-4-909832-11-5「言論統制」の近代を問いなおす 2019年9月 金・尾崎・十重田編 3,200 2,816
978-4-909832-12-2映しと移ろい　文化伝播の器と蝕変の実相 2019年9月 稲賀繁美編 12,800 11,264

株式会社 花鳥社
〒153-0064　東京都目黒区下目黒4-11-18-410

ウェブサイト https://kachosha.com　メール info@kachosha.com
電話03-6303-2505 FAX03-3792-2323

【公費の場合は、下記もご記入ください】

◎書類のお宛名
◎書類枚数　　納品 通　・　見積 通　・　請求 通 ◎日付　　無　／　有

2020年春・中古文学会　特価注文書　FAX送信先03-3792-2323 花鳥社

本申込用紙で2020年7月31日までにご注文の場合、20％割引で承ります。

お届け先（ご自宅  ・  勤務先）　〒

電話番号

お名前

https://kachosha.com/books/9784909832177/
https://kachosha.com/books/9784909832153/
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中古文学会会員様限定特別サイト開設のお知らせ!! 

 新型コロナウイルス感染拡大によりご不便を強いられている皆様も多いと思

います。漢字情報システムは応援いたしたく中古文学会会員様限定で下記の商

品を表示価格より 2割引にて御提供いたします。御検討いただけますと幸いで

ございます。2020年 5月 11日 漢字情報システム 代表取締役 木村敏和 

 

（出版社 有限会社凱希メディアサービス）CD-ROM/DVD-ROM 版 

全点テキスト化、全文検索、コピーペースト、印刷可能。 
（全商品Windows XP/Vista/7/8/8.1/10＊32bit版 OS,64bit版 OS 及び MacOS10.4 Leopard 以後とも

に対応、全文検索、コピー、印刷可能）※価格は全て税込金額です。 

 

 

お問合せ、お申込みに関しまして 

電話 047-701-5772 kanjijoho@kzh.biglobe.ne.jp にお気軽にお申し付けください。 

お問合せの際は御氏名の記載は不要でございますので御安心ください。お申込みの際は下記

の情報をご教示いただけると幸いでございます。 

【1】御名前、【2】商品送付先住所、【3】電話番号(携帯可)、【4】御希望商品名【5】公費私

費の区分【6】必要書類および書類の宛名をご記入の上、送信お願い申し上げます。 

私費の場合は商品とともに郵便振込用紙（振込手数料弊社負担）を送付させていただきます

ので商品到着後の御支払となります。 

ご不明な点は、TEL 047-701-5772 担当 木村 にお気軽にお申し付けください。 

お申込み例 

【1】木村亜紀子 

【2】〒272-0822 千葉県市川市宮久保 3-12-3 漢字情報システム大学文学部史学科 

【3】047-701-5772 ※携帯電話番号も可 

【4】シリーズ（16）：宋會要輯稿＊Mac版ご希望の場合は「Mac版」とご指定ください。 

【5】公費 

【6】請求書、納品書、見積書各一通 日付必要 

宛「漢字情報システム大学文学部木村亜紀子」 

 

mailto:kanjijoho@kzh.biglobe.ne.jp


発売中のシリーズ叢書タイトル 

シリーズ（1）：全唐文（繁体字版） 
26,400 円

（税込） 

シリーズ（2）：全上古三代秦漢三國六朝文（繁体字版） 
24,200 円

（税込） 

シリーズ（3）：先秦漢魏晉南北朝詩／文選（繁体字版） 
26,400 円

（税込） 

シリーズ（4）：十三經（白文）／十三經注疏（繁体字版） 
35,200 円

（税込） 

シリーズ（5）：全唐詩（繁体字版） 
19,800 円

（税込） 

シリーズ（6）：唐代四大類書（繁体字版） 

        （藝文類聚、初学記、北堂書鈔、白孔六帖、六帖補） 

37,400 円

（税込） 

シリーズ（7）：全宋詞/全元曲（繁体字版） 
20,900 円

（税込） 

シリーズ（8）：佩文韻府/韻府拾遺（繁体字版） 
141,900

円（税込） 

シリーズ（9）：唐宋史料筆記叢刊（繁体字版） 
20,900 円

（税込） 

シリーズ（10）：郝敬撰－九部經解（繁体字図文版） 
20,900 円

（税込） 

シリーズ（11）：清実録（繁体字版） 
103,400

円（税込） 

シリーズ（12）：明実録（繁体字版） 
79,200 円

（税込） 

シリーズ（13）：元明史料筆記叢刊（繁体字版） 
20,900 円

（税込） 

シリーズ（14）：清代史料筆記叢刊（繁体字版） 
20,900 円

（税込） 

シリーズ（15）：正統道藏（繁体字版） 

（洞真部、洞玄部、洞神部、太玄部、太平部、 

太清部、正一部、續道藏） 

251,900

円（税込） 

シリーズ（16）：宋會要輯稿（繁体字版） 

※唐會要も収録しております。 

41,800 円

（税込） 



シリーズ（17）：歴代賦彙（繁体字版） 
24,200 円

（税込） 

シリーズ（18）：宋代三大類書（繁体字版） 

（冊府元亀、太平御覽、太平廣記） 

41,800 円

（税込） 

シリーズ（19）：歴代會要（繁体字版） 

(1)春秋會要、(2)西漢會要、(3)東漢會要、(4)三国會要、(5)南朝宋會要 

(6)南朝齊會要、(7)南朝梁會要、(8)南朝陳會要、(9)五代會要、(10)明會要 

82,500 円

（税込） 

シリーズ（20）：永楽大典(繁体字版) 
157,300

円（税込） 

シリーズ（21）：歴代詩話(繁体字版) 
41,800 円

（税込） 

シリーズ（22）：道藏輯要(繁体字版) 

『道藏輯要』は清康熙年間に長州進士である彭定求が編纂したもので、 

明代に出版された『正統道藏』以降の最も重要な道教経典叢書である。 

近代道教経典選集として最大のものだと言われているし、明清朝の道教

研究に不可欠の重要典籍でもあります。 『道藏輯要』は『正統道藏』に

収録されていない文献を多く収集しており、その数は１００種以上あり

ます。 使っている版文は賀龍驤氏が１９０６年に四川成都の二仙庵から

出版されている『重刊道藏輯要』で、 各種の道書二百九十七種を包括し

ているとするものである。 

103,400

円（税込） 

シリーズ（23）：明清會典(繁体字版) 

(1) 大明會典、(2)明會典、(3)欽定大清會典、(4)大清會典則例、(5) 大清

會典圖 

82,500 円

（税込） 

シリーズ（24）：歴代詩文総集：漢代至宋代篇(繁体字版) 
207,920

円（税込） 

シリーズ（25）：歴代詩文総集：金元明篇(繁体字版) 
207,920

円（税込） 

シリーズ（26）：金石史料新編(第一輯)(繁体字版) 
157,300

円（税込） 

シリーズ（27）：駢字類編(繁体字版) 
51,700 円

（税込） 

シリーズ（28）：歴代詩文総集 ：清代篇 (繁体字版)  
207,920

円（税込） 

シリーズ（29）：皇朝經世文篇(上)  
41,800 円

（税込） 



シリーズ（30）：二十五史(新校標点本) 

史記、漢書、後漢書、三国志、晋書、宋書、南斉書、梁書、陳書、魏書、

北斉書、周書、隋書、 南史、北史、旧唐書、新唐書、旧五代史、新五代

史、宋史、遼史、金史、元史、明史、清史稿 

72,600 円

（税込） 

シリーズ（31）：續四部叢刊(四部備要)363種、一万八百六十四巻、一億

二千三百万字 1920-1936 上海中華書局據文瀾文津閣本校刊本 

330,000

円（税込） 

シリーズ（32）：金石史料新編(第二輯)(繁体字版) 
115,500

円（税込） 

シリーズ（33）：清代五朝會典(繁体字版) 

(康熙朝、雍正朝、乾隆朝、嘉慶朝、光緒朝) 

198,000

円（税込） 

シリーズ（34）：《歴代詩文別集(漢代至明代篇)》775種 

165,000

円 

（税込） 

シリーズ（35）：《歴代詩文別集(清代上篇)》568種 

121,000

円 

（税込） 

シリーズ（36）：《歴代詩文別集(清代下至民国篇)》568種 

121,000

円 

（税込） 

シリーズ（37）：《歴代詩文評類》140種 
60,500 円 

（税込） 

 

  今回出版された《歴代詩文別集》は、主に續修四庫全書、四庫全書存目、禁毀四庫全書

及び四庫未収書の中に収録されております別集類からデジタル化したものです。 

重複を避けるため、四庫全書、四部叢刊及び四部備要に収録されている別集類は今回の《歴

代詩文別集》に収録されておりません。 

今回の《歴代詩文別集》には合計 1912 種文献が収録されており、《歴代詩文別集(漢代至明

代篇)》776種、《歴代詩文別集(清代上篇)》568種、《歴代詩文別集(清代下至民国篇)》568種

の３文献に分かれております。 

 

シリーズ（38）：《中國歴代石刻史料彙編》 
57,200 円

（税込） 

 

シリーズ（39）：《中國歴代填詞・詩餘》 
60,500 円

（税込） 



シリーズ（40）：《中國歴代戯曲(上)》 
60,500 円

（税込） 

シリーズ（41）：1919年版四部叢刊電子版 

初編 324種、続編 76種、三編 71種 合計 471種 

330,000

円（税込） 

シリーズ（42）：《古今圖書集成》 
165,000

円（税込） 

シリーズ（43）：大英図書館藏敦煌文献(上) 
104,500

円（税込） 

シリーズ（44）：法國國家圖書館藏敦煌文献(上) 
104,500

円（税込） 

シリーズ（45）：《元雑劇選(上)》 

 

55,000 円

（税込） 

シリーズ（46）：《清代起居注冊-同治編》 
38,500 円

（税込） 

シリーズ（47）：《聯話叢編》(繁体字版) 

 

26,400 円

（税込） 

シリーズ（48）：《懐徳堂文庫》 
38,500 円

（税込） 

シリーズ（49）：《古本戯曲叢刊初集》 
60,500 円

（税込） 

シリーズ（50）：《古本小説集成第一輯》 
60,500 円

（税込） 

シリーズ（51）：《清代朱巻上集会試巻》 
64,900 円

（税込） 

シリーズ（52）：《清代朱巻中集郷試巻》 
104,500

円（税込） 

シリーズ（53）：《清代朱巻下集五貢巻》 

 

60,500 円

（税込） 

シリーズ（54）：《古本小説集成第二輯》 

 

60,500 円

（税込） 

シリーズ（55）：《皇朝經世文編（中）》 

邵之棠輯《皇朝經世文統編》、何良棟編《皇朝經世文四編》 

甘韓編《皇朝經世文編續集》、求實齋主人輯《皇朝經世文編五集》 

41,800 円

（税込） 



 

（出版社 有限会社凱希メディアサービス）CD-ROM/DVD-ROM 版 

全点テキスト画面化、全文検索、コピーペースト、印刷可能。 

(全商品 Windows XP / Vista / 7 / 8/ 8.1＊32bit 版 OS,64bit 版 OS 及び 

MacOS10.4 Leopard 版以後ともに対応、全文検索、コピー、印刷可能)※価格は全て

税込金額です。 

 

     

 

お問合せ、お申込みに関しまして 

電話 047-701-5772 kanjijoho@kzh.biglobe.ne.jp にお気軽にお申し付けください。 

お問合せの際は御氏名の記載は不要でございますので御安心ください。お申込みの際は下記

の情報をご教示いただけると幸いでございます。 

【1】御名前、【2】商品送付先住所、【3】電話番号(携帯可)、【4】御希望商品名【5】公費私

費の区分【6】必要書類および書類の宛名をご記入の上、送信お願い申し上げます。 

私費の場合は商品とともに郵便振込用紙（振込手数料弊社負担）を送付させていただきます

ので商品到着後の御支払となります。 

ご不明な点は、TEL 047-701-5772 担当 木村 にお気軽にお申し付けください。 

 

お申込み例 

【1】木村亜紀子 

【2】〒272-0822 千葉県市川市宮久保 3-12-3 漢字情報システム大学文学部日本文学科  

【3】047-701-5772 （携帯電話番号も可） 

【4】シリーズ 7 國史大系 ※Mac版をご希望の場合はMac版とご指定ください。 

【5】公費 

【6】請求書、納品書、見積書各一通 日付必要 

宛「漢字情報システム大学文学部木村亜紀子」 

 

 

 

mailto:kanjijoho@kzh.biglobe.ne.jp


シリーズ 1 六国史 58,300 円 

（日本書紀、続日本紀、日本後紀、続日本後紀、日本文徳天皇実録、日本三大実録） 

＊慶長 15年版本 

 

シリーズ 2本朝文粹註釋 47,300 円 

＊大正 11年京都内外出版柿村重松註本 

 

シリーズ 3 日本漢詩第一輯（江戸 I） 39作品 55,000円 

シリーズ 4 日本漢詩第二輯（江戸 II） 39作品 55,000円 

シリーズ 5 日本漢詩第三輯（江戸後期、明治初期） 38作品 55,000 円 

シリーズ 6 日本漢詩第四輯（明治後期、大正） 41作品 55,000円 

日本漢詩 4タイトルは名古屋大学教授加藤国安先生監修です。 

 

シリーズ 7 國史大系 70,400 円 

黒板勝美校訂経済雑誌社版 

 

シリーズ 8 賴山陽全書 69,300 円 

（賴山陽全傳、賴山陽全集、賴山陽文集、賴山陽詩集、賴山陽日記） 

 

シリーズ 9 倭名類聚鈔附新撰字鏡 38,500円 

＊二十巻慶安版本 

 

シリーズ 10 國史大系續 70,400 円 

黒板勝美校訂経済雑誌社版 

 

シリーズ 11 日本漢詩紀行篇第一輯 55,000円 

 

シリーズ 12 日本漢詩紀行篇第二輯 55,000円 

 

シリーズ 13 日本漢詩《秋田漢詩文》(図文字版) 27,500円 

石川三佐男先生（秋田大学名誉教授・文学博士）監修 

 

シリーズ 14 日本漢詩《明治詩文》(図文字版) 55,000 円  

監修：東洋大学名誉教授 吉田公平先生、名古屋大学教授 加藤國安先生 

 

 

 

 



シリーズ 15 古事類苑電子検索版 30部セット 330,000 円 

著者: [明治]神宮司庁版本[1914年古事類苑出版事務所編] 

分売（各 16,500 円）も行っております。分売商品に関しては認証不要でございま

す。 

古事類苑収録明細 

天部、歳時部、地部、神祇部、帝王部、官位部、封禄部、政治部、法律部、泉貨部、

称量部、外交部、 兵事部、武技部、方技部、宗教部、文学部、礼式部、楽舞部、人

部、姓名部、産業部、服飾部、 飲食部、居処部、器用部、遊戯部、動物部、植物部、

金石部 

シリーズ 16 日本漢詩《大正詩文》(図文字版) 55,000 円 

監修：東洋大学名誉教授 吉田公平先生、名古屋大学教授 加藤國安先生 

シリーズ 17 日本漢詩《昭和詩文》(図文字版) 55,000 円 

監修：東洋大学名誉教授 吉田公平先生、名古屋大学教授 加藤國安先生 

シリーズ 18 日本漢詩《東華》(図文字版) 110,000 円 

監修：東洋大学名誉教授 吉田公平先生、名古屋大学教授 加藤國安先生 

 



汲古書院／中古文学会学会員限定特価販売のご案内 
お申込み期限お申込み期限お申込み期限お申込み期限：：：：2020202020202020 年年年年 7777 月月月月 31313131 日日日日                            お届けお届けお届けお届け価格価格価格価格：：：：全品全品全品全品 20202020％引％引％引％引    
お申込み方法お申込み方法お申込み方法お申込み方法：本ＦＡＸ注文書・Ｅメールにて直接小社までお申し込み下さい。 
お届け方法お届け方法お届け方法お届け方法：受注後２～５日以内に宅急便にてお届け致します。時間指定も可能です。 
送料・振込手数料送料・振込手数料送料・振込手数料送料・振込手数料：購入総額一万円以上は送料・振込手数料サービス。 

未満は送料実費 370 円～700 円と振込手数料が必要です。 
お支払い方法お支払い方法お支払い方法お支払い方法：同封の郵便振替用紙または銀行振込により現品到着後１ヶ月以内にお支払いください。 

※公費でのご注文は、手続き終了後で構いません。 
メール：kyuko@fancy.ocn.ne.jp 電話：03-3265-9764 FAX：03-3222-1845 

汲古書院営業部行 
お申込み日：   年  月  日 

書  名 著 者 刊行年 本体価格 学会価格 注文部数 

律令国家と言語文化 土佐秀里 2020 年 2月 21,000 18,48018,48018,48018,480     

高山寺経蔵の形成と伝承 綜合調査団 2020 年 3月 25,000 22,00022,00022,00022,000  

静嘉堂文庫蔵『懐風藻箋註』本文と研究 土佐朋子 2018 年 2月 10,500 9,2409,2409,2409,240        

古事記と東アジアの神秘思想 王 小 林 2018年12月 9,000 7,9207,9207,9207,920        

万葉集と東アジア世界 上 川勝 守 2020 年 3月 6,000 5,2805,2805,2805,280        

日本文化研究における歴史と文学 柳沢昌紀 2020 年 3月 4,000 3,5203,5203,5203,520        

『毛詩』の文獻學的研究 藪 敏裕 2020 年 2月 13,000 11,44011,44011,44011,440  

六朝書翰文の研究 福井佳夫 2020 年 3月 15,000 13,20013,20013,20013,200     

白樂天研究―詩語と修辭― 埋田重夫 2020 年 3月 13,000 11,44011,44011,44011,440        

全譯三國志⑥「蜀書」 渡邉義浩 2019年11月 12,000 10,56010,56010,56010,560  

全譯三國志①～⑤・⑦～⑨ 渡邉義浩   各 20％引  

訳注 荆楚歳時記 中村裕一 2019年12月 12,000 10,56010,56010,56010,560 
 

中国古代の年中行事①〔春〕  中村裕一 2009 年 1月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事②〔夏〕  中村裕一 2009年10月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事③〔秋〕  中村裕一 2010年10月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事④〔冬〕  中村裕一 2010 年 8月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

中国古代の年中行事⑤〔補遺・索引〕  中村裕一 2018年12月 12,000 10,56010,56010,56010,560     

            

＊その他、ご希望書籍がございましたらお知らせ下さい。 
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購入区分：私費／公費（書類の宛名・必要通数をご記入ください。）       日付：要・不要 

 

書類の宛名：                     見積書 通・納品書 通・請求書 通 



【
主
要
目
次
】

序
章

律
令
国
家
と
言
語
文
化

「
言
語
の
自
立
性
」
と
歴
史
記
述
の
可
能
性
／
氏
族
制

と
律
令
制
／
律
令
的
思
考

第
一
章

文
字
の
思
考

文
字
の
倒
錯
『
古
事
記
』
序
文
／
断
片
と
縫
合
『
古
事
記
』

上
巻
／
書
物
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
／
漢
字
と
倭
歌
／
歌
の

記
載
と
価
値
／
東
歌
と
仮
名
表
記

第
二
章

「
感
情
」
の
発
見

斉
明
朝
・
天
智
朝

天
皇
挽
歌
の
生
成
／
言
語
呪
術
の
臨
界

天
智
挽
歌
群
／
天

智
朝
の
詩
宴
と
倭
歌

額
田
王
「
春
秋
競
憐
判
歌
」
／
天
智
朝

の
祭
祀
と
倭
歌

額
田
王
「
三
輪
山
歌
」
／
紫
草
の
に
ほ
へ

る
妹

「
蒲
生
野
遊
猟
歌
」
／
「
近
江
天
皇
を
思
ふ
歌
」
存

疑
／
額
田
王
の
「
位
置
」
／
〈
恋
愛
〉
の
発
見

第
三
章

「
神
話
」
と
儀
礼
の
創
出
／
解
体

天
武
朝
・
持
統
朝

天
」
と
「
国
」
と
「
海
」

舒
明
天
皇
「
望
国
歌
」
／
儀
礼
言

語
の
形
成
と
持
統
朝
／
「
戦
後
文
学
」
と
し
て
の
柿
本
人

麻
呂
／
人
麻
呂
登
場
／
神
話
と
儀
礼
の
解
体

柿
本
人
麻
呂

「
石
中
死
人
歌
」
／
人
麻
呂
挽
歌
の
〈
語
り
〉
と
視
点
／

「
無
常
の
雲
」
と
「
神
仙
の
雲
」
弓
削
皇
子
「
遊
吉
野
歌
」

第
四
章

「
大
宝
律
令
」
前
後

文
武
朝
・
元
明
朝

大
神
高
市
麻
呂
の
復
権
／
文
武
朝
の
行
幸
と
「
上
林
」
／

文
武
天
皇
の
述
懐
詩
と
詠
物
詩
／
文
武
天
皇
「
御
製
歌
」

存
疑
／
大
宝
元
年
の
長
意
吉
麻
呂
／
遣
唐
使
山
上
憶
良
の

日
本
回
帰
／
孤
独
な
女
帝
の
肖
像

元
明
天
皇
と
そ
の
御
製

第
五
章

律
令
官
人
の
夢
想
と
現
実

元
正
朝
・
聖
武
朝

不
比
等
か
ら
旅
人
へ
／
夜
の
従
駕
者

山
部
赤
人
「
吉
野
讃
歌
」

／
天
平
元
年
の
班
田
と
万
葉
集
／
藤
原
麻
呂
贈
歌
三
首
の

〈
神
話
〉
／
饗
宴
と
無
常

大
伴
坂
上
郎
女
「
宴
親
族
歌
」
／
高

橋
虫
麻
呂
の
女
性
幻
想
／
東
国
幻
想

「
詠
勝
鹿
真
間
娘
子
」

「
詠
上
総
末
珠
名
娘
子
」
／
家
持
と
童
女

【
主
要
目
次
】

序

文
❘
小
川
義
章
師
覚
書
類
の
概
要
と
翻
刻
─
─
歴
代
住
職

関
連
記
調
査
団
五
十
周
年
記
念
出
版
に
寄
せ
て
❘

…
…
…
…
…
…
…
…

高
山
山
寺
山
主

田
村
惠
心

緒

言

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
代
表

石
塚
晴
通

第
一
部

論

考

篇

コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
よ
り
見
た
る
高
山
寺
本
…
…

石
塚
晴
通

高
山
寺
蔵
空
海
撰
述
書
の
古
写
本
・
古
刊
本
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

月
本
雅
幸

玄
法
寺
儀
軌
に
お
け
る
敬
語
待
遇
表
現
の
諸
相

❘
院
政
期
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
二
種
❘

…
…

松
本
光
隆

『
雑
筆
集
』
所
収
の
教
化
の
文
体

…
…
…
…
…

山
本
真
吾

高
山
寺
の
古
辞
書
音
義

…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
の
諸
相

❘
僧
侶
の
事
績
を
中
心
に
❘
…
…
…
…
…
…
…

徳
永
良
次

中
世
初
期
旧
仏
教
寺
院
に
お
け
る
文
字
生
活

❘
明
恵
上
人
と
そ
の
周
辺
を
例
と
し
て
❘
…
…
…
矢
田

勉

高
山
寺
蔵
『
打
聞
集
』
に
つ
い
て

❘
仮
名
表
記
自
立
語
の
検
討
を
中
心
に
❘
…
…

磯
貝
淳
一

『
脩
華
嚴
奧
旨
妄
盡
還
源
觀
』
の
刊
行

❘
印
刷
方
法
と
訓
読
方
針
の
関
係
に
つ
い
て
❘

白
井

純

第
二
部

資

料

篇

高
山
寺
蔵
論
語
集
解
（
清
原
本
・
中
原
本
）
解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次

高
山
寺
蔵
『
法
華
経
義
疏
第
一
』
解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

古
田
恵
美
子

高
山
寺
蔵
「
観
智
記
」
鎌
倉
時
代
中
期
写
本

題
並
び
に
翻
字
本
文
…
…
…
…
…

土
井
光
祐
・
金
水

敏

高
山
寺
本
『
受
法
用
心
集
』
解
題
・
翻
刻
…
…

末
木
文
美
士

金
剛
般
若
経
依
天
親
菩
薩
論
賛
略
釈
秦
本
義
記

解
題
・
影
印

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

小
川
義
章
師
覚
書
類
の
概
要
と
翻
刻

❘
歴
代
住
職
関
連
記
事
を
中
心
に
❘

大
槻

信
・
山
中
延
之

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

池
田
証
寿

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
名
簿



【
主
要
目
次
】

ま
え
が
き
／
凡

例

本
文
篇

解

題

書
誌
と
伝
来
／
作
者
と
成
立
／
構
成
と
形
式

／

本
文
の
性
質
／
注
釈
の
特
徴
と
意
義

影
印
（
＊
利
用
の
便
か
ら
、
詩
・
詩
序
・
伝
記
に
対
し
、

影
印
・
翻
刻
共
通
の
番
号
を
上
部
欄
外
に
付
し
た
。
）

翻

刻

研
究
篇

第
一
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
と
鈴
木
真
年

❘
新
資
料
『
真
香
雑
記
』
の
「
今
井
舎
人
」
❘

第
二
章

今
井
舎
人
と
鈴
木
真
年

❘
鈴
木
真
年
伝
の
新
資
料
❘

第
三
章

鈴
木
真
年
の
知
的
環
境

第
四
章

書
誌
と
伝
来

第
五
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
と
群
書
類
従
本
『
懐
風
藻
』

第
六
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
本
文
の
性
格

第
七
章

『
懐
風
藻
箋
註
』
引
用
典
籍
一
覧
お
よ
び
考
証

第
八
章

『
懐
風
藻
』
版
本
書
入
二
種

❘
河
村
秀
根
・
慈
本
書
入
本
の
紹
介
と
翻
刻
❘

第
九
章

狩
谷
棭
斎
書
入
『
懐
風
藻
』

❘
川
瀬
一
馬
「
狩
谷
棭
斎
著

『
懐
風
藻
校
注
』
」
修
正
❘

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／

索
引
（
人
名
・
神
名
索
引
／
書
名
・
文
献
名
索
引
）

（
平
成2

9

年
度
日
本
学
術
振
興
会
助
成
図
書
）

【
主
要
目
次
】

ま
え
が
き
／
凡
例

第
一
章

『
古
事
記
』
と
緯
書

『
古
事
記
』
成
書
の
謎
／
反
正
記
の
小
さ
な
糸
口
／

神
々
の
風
貌
／
各
種
文
献
に
見
る
異
常
な
歯
／
『
日

本
書
紀
』
の
天
皇
描
写
／
古
代
中
国
の
異
常
風
貌
／

反
正
記
の
表
現
と
緯
書
／
「
貫
珠
」
が
意
味
す
る
も

の
／
『
古
事
記
』
に
お
け
る
異
常
風
貌
説
の
機
能
／

記
紀
に
お
け
る
緯
書
の
受
容
〔
神
武
東
征
伝
承
と
緯

書
〕
／
「
な
が
ひ
と
」
考
❘
建
内
宿
禰
伝
承
と
讖
緯

思
想
／
『
懐
風
藻
』
の
場
合

第
二
章

『
古
事
記
』
と
朝
鮮
史
料

反
正
記
と
尼
師
今
伝
説
／
朝
鮮
史
料
・
渡
来
説
話
と

緯
書
／
脱
解
王
伝
承
が
語
る
も
の
／
骨
品
と
緯
書
／

『
三
国
史
記
』
に
見
る
井
戸
と
龍
／
『
三
国
遺
事
』
に

見
る
龍
／
井
戸
と
王
権
・
符
命
／
井
戸
、
池
、
川
、

海
と
崑
崙
の
水
界

第
三
章

『
古
事
記
』
と
神
仙
思
想

瑞
井
と
変
若
水
・
醴
泉
と
天
つ
水
／
上
代
文
献
に
見

る
井
戸
／
孤
立
し
た
仙
境
／
「
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能

木
実
」
伝
承
の
意
味
／
洞
天
・
地
脈
・
水
界
を
持
た

ぬ
日
本
の
龍
／
龍
と
の
関
係
を
絶
た
れ
る
反
正
天
皇

／
龍
と
「
天
つ
日
嗣
」
の
天
下
／

龍
と
革
命
の
思

想
／
異
常
風
貌
説
の
変
容
❘
「
長
人
」
か
ら
土
蜘
蛛
・

酒
呑
童
子
へ
／
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
神
秘
思
想

の
あ
り
方

第
四
章

『
古
事
記
』
と
『
帝
王
世
紀
』

『
古
事
記
』
は
歴
史
書
か
／
『
古
事
記
』
の
核
心
は
何

か
／
「
帝
紀
」
と
は
何
か
／
反
正
記
と
『
帝
王
世
紀
』

の
接
点

五

『
帝
王
世
紀
』
の
歴
史
叙
述
／
『
帝

王
世
紀
』
の
内
容
構
成
と
『
古
事
記
』
／
『
帝
王
世

紀
』
の
源
流
―
―
葉
書
・
牒
／
『
帝
王
世
紀
』
の
達

成
／
『
帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
と
緯
書
／
「
有
聖
徳
」

の
継
承
、
発
揚
と
緯
書
／
『
古
事
記
』
の
生
成
論
と

緯
書
／
『
古
事
記
』
の
文
章
表
現
と
『
帝
王
世
紀
』

／
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
の
場
合
／
太
安
万
侶
が

果
た
し
た
使
命

参
考
文
献
／
あ
と
が
き
／
人
名
索
引



【
内
容
目
次
】

は
じ
め
に
／
凡

例

第
一
章

日
本
古
代
国
家
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
世
界

❘
万
葉
集
巻
一
に
つ
い
て
❘

第
二
章

飛
鳥
藤
原
期
の
政
治
変
動
と
士
婚
及
び
葬
送
儀

礼
❘
万
葉
集
巻
二
の
相
聞
・
挽
歌
に
つ
い
て
❘

第
三
章

律
令
文
武
官
人
の
任
務
と
作
歌
活
動

❘
万
葉
集
巻
三
の
雑
歌
・
譬
喩
歌
・
挽
歌
に

つ
い
て
❘

第
四
章

日
本
型
相
聞
歌
と
律
令
文
武
官
人
の
作
歌
活
動

❘
万
葉
集
巻
四
の
相
聞
歌
に
つ
い
て
❘

第
五
章

遠
の
朝
廷
大
宰
府
・
九
州
官
人
の
作
歌
と
東
ア

ジ
ア
世
界

第
六
章

奈
良
京
朝
廷
官
人
の
公
務
と
作
歌

第
七
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
一

第
八
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
二

第
九
章

万
葉
集
に
お
け
る
宮
廷
歌
の
古
典
と
そ
の
分
類

そ
の
三

『
万
葉
集
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
上
巻
の
あ
と
が
き

万
葉
集
読
み
方
用
例
索
引

（
［
万
葉
集
特
別
漢
字
用
語
索
引
］

［
万
葉
仮
名
、
二
字
以
上
語
句
索
引
］

［
短
漢
文
語
句
索
引
］
）

索
引
（
［
件
名
事
項
索
引
］

［
件
名
・
動
物
索
引
］
［
件
名
・
植
物
索
引
］

［
人
名
索
引
］
［
地
名
索
引
］
ほ
か
）

【
内
容
目
次
】

第
一
部

合
戦
を
記
す

甫
庵
『
信
長
記
』
寛
永
元
年
版
に
お
け
る
片
仮
名

活
字
本
版
下
利
用
の
実
態

❘
巻
第
一
を
例
と
し
て
❘

…
…
…

柳
沢
昌
紀

天
正
三
年
武
田
勝
頼
岡
崎
攻
落
作
戦

❘
神
官
家
記
「
嶋
邑
家
根
元
慶
図
記
」
の
検
討
❘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

村
岡
幹
生

第
二
部

合
戦
と
文
事

『
東
国
紀
行
』
に
み
る
戦
国
時
代
の
交
通
・
宿
泊

事
情

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
田
邦
明

細
川
藤
孝
と
三
条
西
実
枝
（
実
澄
）

❘
連
歌
作
品
に
見
る
戦
国
の
合
戦
と
古
今
伝
受
❘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鶴
﨑
裕
雄

関
ケ
原
の
戦
と
古
今
伝
受

❘
勅
命
に
よ
る
開
城
を
め
ぐ
っ
て
❘

小
髙
道
子

第
三
部

絵
巻
を
め
ぐ
っ
て

説
話
集
と
絵
巻
の
鑑
賞
方
法

❘
朗
読
か
ら
読
書
へ
❘
…
…
…
…
…

藤
本
孝
一

岩
佐
又
兵
衛
の
芸
能
観

❘
浄
瑠
璃
愛
好
者
と
し
て
の
側
面
❘

深
谷

大

第
四
部

歴
史
と
文
学
の
間

烏
丸
光
栄
の
閲
歴
と
和
歌
活
動

中
川

豊

歴
史
に
お
け
る
「
日
常
」
の
発
見

❘
大
河
ド
ラ
マ
・
時
代
劇
・
司
馬
文
学
と
戦
後

歴
史
学
❘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
川
和
也

『
近
代
浅
野
忠
臣
詩
歌
尽
』
解
題
・
翻
刻

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

飯
野
朋
美

あ
と
が
き

執
筆
者
紹
介



【
内
容
目
次
】

第
一
章

『
毛
序
』
に
つ
い
て

『
毛
序
』
成
立
考
❘
古
文
學
と
の
比
較
を
中
心
と

し
て
❘
／
『
詩
』
の
原
義
と
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

茲
衣
篇
❘
『
毛
序
』
の
都
人
士
篇
解
釋
を
中
心

に
❘
／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
か
ら
見

た
『
毛
詩
』
齊
風
の
詩
意
❘
東
方
未
明
篇
と
猗

嗟
篇
を
中
心
と
し
て
❘
／
『
淸
華
簡
一
』
金
縢

篇
所
見
の
周
公
の
事
績
と
豳
風
『
毛
序
』
／

『
毛
序
』
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
❘
鈴
木
説
・
猪

口
説
批
判
❘
／
『
毛
序
』
研
究
の
近
況
と
課
題

第
二
章

『
毛
傳
』
に
つ
い
て

「
王
事
靡
盬
」
解
釋
か
ら
見
た
『
毛
傳
』
の
訓

詁
態
度
／
『
詩
經
』
旄
丘
篇
解
釋
か
ら
見
た

『
毛
傳
』
の
訓
詁
態
度
／
『
詩
經
』
征
役
詩
解
釋

か
ら
見
た
『
毛
傳
』
の
訓
詁
態
度
／
『
詩
經
』

解
釋
史
序
説
❘
關
睢
篇
の
經
學
的
解
釋
と
そ
の

評
價
を
め
ぐ
っ
て
❘

第
三
章

『
毛
詩
』
に
つ
い
て

三
家
詩
と
『
毛
詩
』
❘
關
睢
篇
を
中
心
と
し
て

／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
所
引
の
詩
解

釈
❘
周
頌
・
淸
廟
之
什
・
淸
廟
篇
を
中
心
と
し

て
❘
／
『
上
博
簡
一
』
「
孔
子
詩
論
」
の
甘
棠

篇
解
釋
か
ら
見
る
詩
の
成
立
／
『
上
博
簡
一
』

か
ら
見
た
『
毛
詩
』
に
見
え
る
「
緝
熙
」
の
解

釋
／
『
淸
華
簡
一
』
旨
阝
（
耆
）
夜
篇
に
見
え

る
「
誦
」
と
「
訶
」
の
解
釋

第
四
章

『
詩
經
』
に
關
わ
る
そ
の
他
の
諸
問
題

『
鹽
鐵
論
』
詩
説
研
究
／
『
詩
經
』
周
頌
・
淸
廟

之
什
に
見
え
る
祖
靈
祭
祀
に
つ
い
て
／
『
詩
經
』

に
見
え
る
祖
靈
❘
周
頌
・
淸
廟
之
什
の
祖
靈
祭

祀
を
中
心
に
❘
／
天
作
篇
と
我
將
篇
理
解
か
ら

見
る
荀
子
詩
説
の
『
詩
經
』
解
釋
史
上
の
意
義

【
内
容
目
次
】

第
一
章

作
家
の
簡
潔
な
注
釈
た
り
う
る
か

❘
書
翰
文
の
概
観
❘

第
二
章

友
と
清
宴
を
た
の
し
も
う

❘
曹
丕
「
与
呉
質
書
」
を
中
心
に
❘

第
三
章

書
翰
の
名
手
は
わ
し
じ
ゃ

❘
応
璩
の
書
翰
文
❘

第
四
章

二
流
の
書
翰
で
失
敬

❘
王
羲
之
の
書
翰
と
尺
牘
❘

第
五
章

書
翰
は
文
学
で
あ
り
ま
す

❘
鮑
照
「
登
大
雷
岸
与
妹
書
」
を
中
心
に
❘

第
六
章

裏
を
よ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ

❘
劉
孝
儀
の
「
北
使
還
与
永
豊
侯
書
」
❘

第
七
章

皇
太
子
が
お
便
り
し
ま
す

❘
蕭
統
蕭
綱
兄
弟
の
書
翰
文
❘

第
八
章

構
成
は
三
段
で
き
め
よ
う

❘
美
文
書
翰
の
書
式
❘

第
九
章

こ
れ
が
書
翰
の
お
手
本
じ
ゃ

❘
「
十
二
月
啓
」
訳
注
❘

第
十
章

書
翰
は
気
ど
っ
て
か
こ
う

❘
王
褒
「
与
周
弘
譲
書
」
を
中
心
に
❘

第
十
一
章

母
さ
ま
に
お
会
い
し
た
い

❘
宇
文
護
母
子
の
書
翰
文
❘

第
十
二
章

臣
に
な
ら
ぬ
か
❘
招
隠
書
翰
❘

索

引



【
内
容
目
次
】

口
繪
・
は
し
が
き
・
凡
例

〔
序

論
〕

序
章

白
居
易
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
修
辭
技
法

❘
文
の
實
驗
場
❘

〔
本
論
Ⅰ
〕
詩
語
の
諸
相

第
一
章

白
居
易
「
新
豐
折
臂
翁
」
詩
に
つ
い
て

❘
老
人
の
描
寫
が
意
味
す
る
も
の
❘

第
二
章

白
居
易
「
日
已
高
」
考

❘
一
日
の
時
間
表
現
を
中
心
に
し
て
❘

第
三
章

詩
語
「
顔
色
」
の
形
成
と
展
開

❘
白
居
易
詩
に
お
け
る
俗
語
用
法
に
關
連
さ
せ
て

第
四
章

白
居
易
「
就
中
腸
斷
是
秋
天
」
試
論

❘
天
を
伴
う
四
季
表
現
を
中
心
に
し
て
❘

第
五
章

白
居
易
詩
に
み
ら
れ
る
「
誰
家
」
を
め

ぐ
っ
て

❘
特
に
そ
の
俗
語
用
法
に
關
す
る
考
察
❘

第
六
章

白
居
易
詠
花
詩
論
考

❘
「
別
花
」
の
詩
人
❘

第
七
章

白
居
易
「
病
中
哭
金
鑾
子
」
詩
考

❘
發
想
と
措
辭
の
観
點
か
ら
❘

第
八
章

白
居
易
「
念
金
鑾
子
二
首
」
が
意
味
す

る
も
の

❘
「
理
」
と
「
知
」
の
用
法
を
中
心
に
し
て
❘

第
九
章

白
居
易
の
喫
茶
詩
に
つ
い
て

❘
茶
酒
の
詩
境
❘

〔
本
論
Ⅱ
〕
修
辭
の
諸
相

第
十
章

白
居
易
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
」
の
修

辭
技
法

第
十
一
章

白
居
易
の
數
字
表
現
に
つ
い
て

❘
修
辭
技
法
と
心
象
構
造
❘

第
十
二
章

再
び
白
居
易
の
數
字
表
現
に
つ
い
て

❘
陶
潛
・
李
白
・
杜
甫
と
比
較
し
て
❘

第
十
三
章

白
居
易
詩
に
お
け
る
連
鎖
表
現

第
十
四
章

白
居
易
と
韓
愈
の
聯
句
詩
に
つ
い
て

❘
聯
句
形
成
史
に
お
け
る
そ
の
意
義
❘

第
十
五
章

白
居
易
に
お
け
る
五
絶
と
七
律
の

對
立
性
を
め
ぐ
っ
て

第
十
六
章

白
居
易
の
五
言
絶
句
に
つ
い
て

❘
詩
人
と
詩
型
（
上
）
❘

第
十
七
章

白
居
易
七
言
律
詩
考

❘
詩
人
と
詩
型
（
下
）
❘

第
十
八
章

白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
修
辭
技
法

❘
對
偶
と
連
鎖
の
物
語
❘

あ
と
が
き
・
論
文
初
出
一
覽
・

『
那
波
道
圓
本
白
氏
文
集
』
引
用
作
品
編
目
索
引

【
全
九
冊

内
容
目
次
】

第
一
册

魏
書
（
一
）

解
題
／
上
三
國
志
注
表
／
武
帝
紀
第
一
／
文
帝
紀
第
二

／
明
帝
紀
第
三
／
三
少
帝
紀
第
四

第
二
册

魏
書
（
二
）

后
妃
傳
第
五
／
董
二
袁
劉
傳
第
六
／
呂
布
張
邈
臧
洪
傳

第
七
／
二
公
孫
陶
四
張
傳
第
八

第
三
册

魏
書
（
三
）

諸
夏
侯
曹
傳
第
九
／
荀
彧
荀
攸
賈
詡
傳
第
十
／
袁
張
涼

國
田
王
邴
管
傳
第
十
一
／
崔
毛
徐
何
邢
鮑
司
馬
傳
第
十

二
／
鍾
繇
華
歆
王
朗
傳
第
十
三
／
程
郭
董
劉
蒋
劉
傳
第

十
四

第
四
册

魏
書
（
四
）

劉
司
馬
梁
張
温
賈
傳
第
十
五
／
任
蘇
杜
鄭
倉
傳
第
十
六

／
張
楽
于
張
徐
傳
第
十
七
／
二
李
臧
文
呂
許
典
二
龐
閻

傳
第
十
八
／
任
城
陳
蕭
王
傳
第
十
九
／
武
文
世
王
公
傳

第
二
十
／
王
衛
二
劉
傳
第
二
十
一
／
桓
二
陳
徐
衛
盧
傳

第
二
十
二
／
和
常
楊
杜
趙
裴
傳
第
二
十
三

第
五
册

魏
書
（
五
）

韓
崔
高
孫
王
傳
第
二
十
四
／
辛
毗
楊
阜
高
堂
隆
傳
第
二

十
五
／
満
田
牽
郭
傳
第
二
十
六
／
徐
胡
二
王
傳
第
二
十

七
／
王
毌
丘
諸
葛
鄧
鍾
傳
第
二
十
八
／
方
技
傳
第
二
十

九
／
烏
丸
鮮
卑
東
夷
傳
第
三
十

第
六
册

蜀
書

劉
二
牧
傳
第
一
／
先
主
傳
第
二
／
後
主
傳
第
三
／
二
主

妃
子
傳
第
四
／
諸
葛
亮
傳
第
五
／
関
張
馬
黄
趙
傳
第
六

／
龐
統
法
正
傳
第
七
／
許
麋
孫
簡
伊
秦
傳
第
八
／
董
劉

馬
陳
董
呂
傳
第
九
／
劉
彭
廖
李
劉
魏
楊
傳
第
十
／
霍
王

向
張
楊
費
傳
第
十
一
／
杜
周
杜
許
孟
来
尹
李
譙
郤
傳
第

十
二
／
黄
李
呂
馬
王
張
傳
第
十
三
／
蒋
琬
費
禕
姜
維
傳

第
十
四
／
鄧
張
宗
楊
傳
第
十
五

第
七
册

呉
書
（
一
）

孫
破
虜
討
逆
傳
第
一
／
呉
主
傳
第
二
／
三
嗣
主
傳
第
三

／
劉
繇
太
史
慈
士
燮
傳
第
四
／
妃
嬪
傳
第
五
／
宗
室
傳

第
六
／
張
顧
諸
葛
歩
傳
第
七
／
張
厳
程
闞
薛
傳
第
八
／

周
瑜
魯
粛
呂
蒙
傳
第
九
／
程
黄
韓
蒋
周
陳
董
甘
淩
徐
潘

丁
傳
第
十

第
八
册

呉
書
（
二
）

朱
治
朱
然
呂
範
朱
桓
傳
第
十
一
／
虞
陸
張
駱
陸
吾
朱
傳

第
十
二
／
陸
遜
傳
第
十
三
／
呉
主
五
子
傳
第
十
四
／
賀

全
呂
周
鍾
離
傳
第
十
五
／
潘
濬
陸
凱
傳
第
十
六
／
是
儀

胡
綜
傳
第
十
七
／
呉
範
劉
惇
趙
達
傳
第
十
八
／
諸
葛
滕

二
孫
濮
陽
傳
第
十
九
／
王
楼
賀
韋
華
傳
第
二
十

別
巻

三
國
志
研
究
備
要



『
荆
楚
歳
時
記
』
は
荆
楚
地
方
の
年
中
行
事
に
加
え
て
、

六
世
紀
の
華
北
の
年
中
行
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
七
世

紀
の
中
国
の
歳
時
風
俗
を
大
観
す
る
の
に
好
都
合
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
古
代
日
本
も
隋
唐
か
ら
「
令
」
を
受
け

入
れ
、
「
令
」
に
基
礎
を
置
く
当
時
に
お
け
る
近
代
国
家

の
形
成
に
努
め
て
い
た
。
「
令
」
に
は
皇
帝
支
配
と
そ
れ

に
関
連
す
る
年
中
行
事
が
あ
り
、
唐
国
の
学
習
と
「
令
制
」

に
基
づ
く
天
皇
支
配
制
に
附
随
す
る
年
中
行
事
を
確
立
す

る
た
め
に
、
『
荆
楚
歳
時
記
』
を
教
本
の
一
と
し
て
必
要

と
し
た
の
で
あ
る
。

【
本
書
の
構
成
】

〇
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
記
事
は
、
陳
継
儒
（1558

～1
639

）

の
「
宝
顔
堂
秘
笈
広
集
」
本
に
従
う
。

〇
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
記
事
は
約
五
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
、

こ
の
う
ち
で
一
記
事
を
二
記
事
に
分
割
し
た
記
事
も
あ

る
。

〇

最
初
に
『
荆
楚
歳
時
記
』
の
原
文
を
示
し
、
次
に
読
み

下
し
文
を
示
し
、
次
に
注
記
を
掲
げ
る
。

〇

各
記
事
は
、
読
み
下
し
文
と
語
彙
の
注
解
か
ら
な
り
、

記
事
の
内
容
や
成
立
す
る
背
景
を
述
べ
る
箇
所
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
「
附
節
」
の
項
を
加
え
、
記
事
の
背
景

を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
既
刊
の
『
中
国

古
代
の
年
中
行
事
』
の
当
該
箇
所
と
併
読
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
各
行
事
の
由
来
や
後
世
の
展
開
が
よ
く
理
解
で

き
る
と
考
え
た
。

（
１
）
本
索
引
は
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
春
冊
・

夏
冊
・
秋
冊
・
冬
冊
お
よ
び
補
遺
冊
（
本
冊
）

の
総
合
索
引
で
あ
る
。

（
２
）
「
春
冊
」
を
①
、
「
夏
冊
」
を
②
、
「
秋
冊
」

を
③
、
「
冬
冊
」
を
④
、
「
補
遺
冊
」
を
⑤
と

し
て
、
冊
数
を
示
し
た
。

（
３
）
項
目
の
配
列
は
漢
字
単
位
の
五
十
音
順
と
し
た
。

（
４
）
複
数
の
よ
み
方
が
想
定
さ
れ
る
項
目
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
よ
み
を
該
当
す
る
と
こ
ろ
に
配
し
た
。

（
５
）
「
補
遺
冊
」
食
忌
の
項
目
は
、
例
え
ば
「
猪
肉

と
魚
」
の
場
合
は
、
「
魚
と
猪
肉
」
で
も
検
索

で
き
る
よ
う
に
按
配
し
た
。

【
本
書
の
特
色
・
意
義
】

◎
隋
唐
公
文
書
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
詳
細
な
史
料
考

証
か
ら
、
中
国
古
代
の
年
中
行
事
を
具
体
的
に
解
明
。

中
国
史
料
：
『
玉
燭
宝
典
』
『
荊
楚
歳
時
記
』
『
藝
文

類
聚
』
ほ
か

日
本
史
料
：
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
『
行
歴
抄
』

『
年
中
行
事
秘
抄
』
『
令
義
解
』
『
医
心
方
』
な
ど

◎
人
名
や
難
読
漢
字
に
は
ル
ビ
を
振
り
、
引
用
漢
文
に
は

口
語
訳
を
添
え
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
語

彙
蒐
集
成
果
。

◎
王
朝
の
交
替
を
も
た
ら
す
社
会
構
造
の
変
化
や
、
文
字

を
持
た
な
い
古
代
民
衆
の
風
俗
や
生
活
の
実
体
が
明
ら

か
に
な
る
。

◎
中
国
古
代
の
年
中
行
事
の
解
明
は
、
日
本
の
古
代
国
家

制
度
・
年
中
行
事
研
究
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
す
る
。
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国語・国文学／歴史・民俗／哲学・思想書出版

塙 書 房 ＊ 新刊のご案内
2020年5月12日現在

創業1946年
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萬葉集研究 第３８集
【収載論文】ことばを移す、ことばに写す…奥村悦三／『古事記』序

文の形式・構造・論理…矢嶋　泉／万葉集「なへに」の表現性－人

麻呂「泣血哀慟歌」に触れて－…大浦誠士／古代の暦日表記と

『万葉集』…西澤一光／

「御食つ国」の再検討と荷札木簡…舘野和己／桂様切（栂尾類切）

万葉集の再検討…田中大士／少国民の萬葉集－戦争下の児童

書における『萬葉集』の受容〈戦争と萬葉集〉－…小松（小川）靖彦

／序歌の方法－否定を含む表現をめぐって－…平舘英子

芳賀紀雄監修／鉄野昌弘・奥村和美編

978-4-8273-0538-8Ａ５・上製・函入／396頁12,000 円

2019年1月発売

江戸の都市化と公共空間
江戸の道・橋・川・水路・堀の維持管理を担った住民諸組合の実態

や道奉行による支配の具体的局面に焦点を当て、都市の公共的

課題を検討して身分制城下町の都市化を考察する。

松本剣志郎著

978-4-8273-1300-0Ａ５・上製・函入／304頁7,000 円

法政大学文学部史学科専任講師[日本近世・近代史]

2019年2月発売

近世の村と民衆運動
Ⅰ研究展望、Ⅱ百姓の所有と共生、Ⅲ村と民衆世界の広がり、Ⅳ

村と民衆運動にて、現在までの研究状況に触れ、近世の村の意識

構造や近世後期の村と民衆世界の広がり等を考察する。

白川部達夫著

978-4-8273-1301-7Ａ５・上製・函入／276頁8,000 円

東洋大学文学部史学科教授[日本近世史]

2019年2月発売

近世畿内近国支配論
触の伝達メカニズムを考察し、触留帳・触写帳を史料学的に検討、

さらに堺奉行や京都・大坂町奉行などの幕府上方支配機構の構造

を検討し、近世畿内近国支配の特質を解明する。

村田路人著

978-4-8273-1302-4Ａ５・上製・函入／410頁9,500 円

大阪大学大学院文学研究科教授[日本近世史]

2019年2月発売

経国集対策注釈
典拠や用例の調査を徹底して行い『経国集』巻二十に収められた

二十六首の「対策」に全注釈を施し、文学史・思想史・古代史等の

幅広い分野の研究に寄与することを目指す。

津田博幸編

978-4-8273-0131-1Ａ５・上製・函入／556頁18,000 円

和光大学表現学部総合文化学科教授［古代文学］

2019年3月発売

近世畿内の豪農経営と藩政
近世和泉の豪農・要家の政治的側面と経済的側面を考察して人文

学や社会科学などの研究者に成果を公開、近世日本の経済史研

究、社会史・政治史研究に対して新知見を提示する。

《2019年 第62回日経・経済図書文化賞=受賞》萬代　悠著

978-4-8273-1303-1Ａ５・上製・函入／810頁12,000 円

公益財団法人三井文庫研究員［日本近世史］

2019年3月発売

国家形成期の王宮と地域社会
五・六世紀の王宮の基礎的検討から王権の編成原理と支配構造を

考察し、さらに近畿から北部九州に至る瀬戸内海沿岸地域を検討

して王権による地域社会の統合過程をも考察する。

記紀・風土記の再解釈

古市　晃著

978-4-8273-1304-8Ａ５・上製・函入／552頁16,000 円

神戸大学大学院人文学研究科・文学部准教授[日本古代史]

2019年3月発売
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弥生文化の起源と東アジア金属器文

化

遼寧青銅器文化、中国外郭圏の銅戈、燕国系初期鉄器などの青

銅器や鉄器をめぐる問題に着目し、弥生文化の起源を東アジア全

体のなかで考察し新しい歴史像の構築を試みる。

小林青樹著

978-4-8273-1305-5Ｂ５・上製・函入／342頁11,000 円

奈良大学文学部文化財科教授[東アジア考古学]

2019年3月発売

大伴家持研究
本書は、大伴家持を研究対象として、表現手法と万葉集の編纂の

両面から考察を加え、家持の文学的営為の持つ意義を解明するこ

とを目的とする。

表現手法と歌巻編纂

朝比奈英夫著

978-4-8273-0132-8Ａ５・上製・函入／288頁9,500 円

京都光華女子大学キャリア形成学部教授[上代文学]

2019年7月発売

上代日本文學と中國文學　補篇
名著『上代日本文學と中國文學 上・中・下』3巻により恩賜賞を受

賞した後に発表された、「万葉用字考証実例（一）～（四）」などの学

術的に価値の高い論文を収載する。『國風暗黒時代の文學 補篇』

と対をなす。

出典論を中心とする比較文学的考察

小島憲之著

978-4-8273-0013-0Ａ５・上製・函入／628頁27,000 円

2019年8月発売

海をめぐる対話　ハワイと日本
一九世紀後半から太平洋戦争を経て現在に至る協調と排斥のな

かで、日米関係の影響をうけながらも、ハワイの水産業を育てあげ

た日本の海の民の歴史を聞きとりを交えて描く。

水産業からのアプローチ

塙選書124

小川真和子著

978-4-8273-3124-0B６・上製・カバー装／244頁2,300 円

立命館大学文学部教授[アメリカ研究・漁業移民]

2019年9月発売

萬葉集研究 第３９集
萬葉集研究の最先端。毎年1冊刊行。[収載論文]『万葉集』におけ

る「蟋蟀」の訓義…山口佳紀／準独立的要素と情態的語基…蜂矢

真郷／上代ケリの諸相……野村剛史／副助詞の形成…小柳智一

／〈百済＝倭〉漢字文化圏…瀬間正之／徐庾体と『万葉集』…安

藤信廣／古代における天皇神格化の真相…品田悦一／授刀寮散

禁の歌……松田　聡／『萬葉集』巻二十試論…鉄野昌弘

芳賀紀雄監修／鉄野昌弘・奥村和美編

978-4-8273-0539-5Ａ５・上製・函入／396頁12,500 円

2019年11月発売

中世地方寺院の交流と表象
地方に展開する寺院の競合関係と僧侶の往来、地方寺院と中央

主要寺院との関係等の「交流」と、祖師譚等の「表象」という視角か

ら中世とその前後の時代の地方寺院を考察する。

岡野浩二著

978-4-8273-1306-2Ａ５・上製・函入／474頁15,000 円

國學院大学大学院兼任講師[日本古代・中世史]

2019年11月発売

倭国軍事考
律令国家形成以前の倭国の軍事活動、軍事組織、軍事思想につ

いて東アジア的視点で考察し、王・大王・天皇の権力的特質だけ

でなく、日本的権力の本質論的把握を試みる。

若槻真治著

978-4-8273-1307-9Ａ５・上製・函入／332頁9,500 円

前島根県芸術文化センター・グラントワ劇場館長[日本古代

史]

2019年12月発売

初出版　死者の書
『日本評論』に昭和14年1月号から3月号まで3回にわたって掲載さ

れた、釋迢空（折口信夫）の『死者の書』初出の版は、後に作者が

構成を改編して単行本化したために、顧みられることは少ない。さら

に第1回掲載分は、校正なしに発行されたと見られ、不整な誌面で

あった。本書は、それに校訂を加え、また8世紀中葉の諸事項につ

いて脚注を施し、読解を助ける。さらに解説は、改編の動機につい

て新しい見解を展開する。この作品を理解する上で必読のテキスト

である。

釈　迢空作／内田賢徳 校注・解説

978-4-8273-0133-5Ｂ６・並製／180頁2,000 円

校注者＝京都大学名誉教授[国語学・国文学]

2020年1月発売
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空海と弘仁皇帝の時代
空海を中心とする仏教関係の史料に歴史学から分析を加えて空海

や最澄ら仏教者の視点から嵯峨天皇の時代を考察し、平安時代初

期の政治史・社会史・仏教史に新視点を提示する。

西本昌弘著

978-4-8273-1308-6Ａ５・上製・函入／352頁11,000 円

関西大学文学部総合人文学科教授[日本古代史]

2020年2月発売

古代日本語における万葉仮名表記の

研究

「表記環境」という概念を取り入れて、古代日本語における万葉仮

名表記を体系的に捉え当時の表記意識を考察し、上代から中古に

至る文字・表記分野の変革の検討も試みる。

澤崎　文著

978-4-8273-0134-2Ａ５・上製・函入／314頁8,000 円

早稲田大学文学部専任講師[日本語学]

2020年2月発売

古代国家の祈雨儀礼と災害認識
六～十二世紀末迄の約六百年間の祈雨儀礼を国家の災害認識と

いう観点から検討し、文化論・思想論の観点からも古代国家の展開

を考察する新たな研究方法とその成果を提示する。

山口えり著

978-4-8273-1309-3Ａ５・上製・函入／550頁12,000 円

広島市立大学国際学部准教授[日本古代史]

2020年3月発売

律令交通の制度と実態
法律制度・公的会計報告・政府編纂の歴史書を主な材料として、

正税帳から見た伝制、国司の交通、諸国行程と調庸運送の三部構

成で、八・九世紀の公的交通の実態を考察。

正税帳を中心に

榎　英一著

978-4-8273-1311-6Ａ５・上製・函入／498頁15,000 円

元・愛知文教大学教授

2020年3月発売

日本書紀研究 第３３冊
『日本書紀撰進1300年記念』特集号

〔執筆者〕生田敦司／荊木美行／内田正俊／上遠野浩一／関根

淳／西川寿勝／阪口由佳／新蔵正道／塚口義信／寺西貞弘／

平林章仁／渡里恒信

日本書紀撰進1300年記念

日本書紀研究会編

978-4-8273-1533-2Ａ５・上製・函入／350頁10,000 円

2020年3月発売

律令天皇制祭祀と古代王権
歴史資料を情報の発信と受容の記録として捉える観点にたち、古

代の支配イデオロギー、野行幸や諡号、飲食儀礼、さらに王権と王

朝絵画などについて論じた十五篇を収載。

榎村寛之著

978-4-8273-1310-9Ａ５・上製・函入／456頁13,000 円

三重県立斎宮歴史博物館［日本古代史］

2020年3月発売

万葉歌解
万葉集の一首一首の歌を形成する「語」、その語の運用としての

「歌」、「歌」の集成体としての「体」という見地にたって、具体的に作

品に即して総合的な作品解釈を目指す。

坂本信幸著

978-4-8273-0135-9Ａ５・上製・函入／988頁27,000 円

奈良女子大学名誉教授・高岡市万葉歴史館館長［上代文学］

2020年4月発売

日本古代の儀礼と神祇・仏教
Ⅰ儀礼と宗教の内実、Ⅱ神祇と伝承の諸相、Ⅲ仏教と寺院の展開

の三部で構成され、即位儀礼、貨幣、大嘗祭、風土記、国分寺、桓

武天皇などを考察した17篇の論考を収載する。

西本昌弘編

978-4-8273-1312-3Ａ５・上製・カバー装／326頁10,000 円

関西大学文学部教授[日本古代史]

2020年5月発売

3 頁 ／ 計 4 頁 ●価格は、本体価格(税別)です。別途消費税がかかります。
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著者 1 書名 冊数 公費・私費
前田　雅之 なぜ古典を勉強するのか 公費・私費
古田 尚行 国語の授業の作り方 公費・私費
西 法太郎 三島由紀夫は一〇代をどう生きたか 公費・私費
染谷 智幸編 全訳　男色大鑑〈武士編〉 公費・私費
染谷 智幸編 全訳　男色大鑑〈歌舞伎若衆編〉 公費・私費
白戸 満喜子 紙が語る幕末出版史 公費・私費
西脇　康 新徴組の真実にせまる 公費・私費
海津 一朗 新 神風と悪党の世紀 公費・私費
はちこ 中華オタク用語辞典 公費・私費
ビュールク　トーヴェ 二代目市川團十郎の日記にみる享保期江戸歌舞伎 公費・私費
叢の会編 江戸の子どもの絵本 公費・私費
鈴木千惠子 杞憂に終わる連句入門 公費・私費
後藤 真編 歴史情報学の教科書 公費・私費
長島弘明編 〈奇〉と〈妙〉の江戸文学事典 公費・私費
岡田一祐 ネット文化資源の読み方・作り方 公費・私費
飯倉洋一編 真山青果とは何者か ? 公費・私費

勝又基編 古典は本当に必要なのか、否定論者と議論して本気で考えてみ
た。 公費・私費

白石良夫 注釈・考証・読解の方法 公費・私費
黒田智編 草の根歴史学の未来をどう作るか 公費・私費
下田正弘編 デジタル学術空間の作り方 公費・私費
目黒将史 薩琉軍記論 公費・私費
久保田和彦 六波羅探題 研究の軌跡 公費・私費
木場貴俊 怪異をつくる 公費・私費
堀口　悟編 江戸初期の香文化 公費・私費
速水香織 近世前期江戸出版文化史 公費・私費
前島美保 江戸中期上方歌舞伎囃子方と音楽 公費・私費
井浪真吾 古典教育と古典文学研究を架橋する 公費・私費
空井伸一 「国文学」の批判的考察 公費・私費
地方史研究協議会編 日本の歴史を解きほぐす 公費・私費

文学通信・刊行図書一覧↓こちらでタイトルをご確認ください。
https://bungaku-report.com/about/books.html
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「研究書 新刊・近刊のご案内」と
「注文書」は、右のQRコードからも
ダウンロードしていただけます

最新の出版総合目録は
右のQRコードから
アクセスいただけます

勉誠出版

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp

FAX 03-5215-9025　／　電話 03-5215-9021

●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能
です。ぜひご利用くださいませ。

　割引クーポンコード：04a84a7c50（期限：～2020年7月31日）
　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。

・ご注文の際には、公費・私費の区別をお知らせください。

・ご注文は、メール添付、FAXでも受け付けております。

・次の頁に注文書をお付けしています。メールやFAXの送り状の本文に直接ご注文内容を
ご記載いただくかたちでも結構です。

・注文書内　印をつけた書籍については、チラシをお付けしております。
　内容詳細はチラシをご覧ください。

・以下に、より詳細な「研究書 新刊・近刊のご案内」もございます。
　こちらからも注文書をダウンロードいただけます（pdf・エクセル）
　https://bensei.jp/?main_page=wordpress&p=12845

・注文書に記載の無い書籍につきましても２割引にて承ります。

中古文学会　学会員様限定
特価２割引販売 割引クーポンコード：04a84a7c50

（期限：～2020年7月31日）
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日本史・東洋史

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
構
築
の
た
め
に―

―

い
ま
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に

歴
史
の
一
場
面
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
、古
文
書
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
の
み
な
ら
ず
、

文
字
の
配
置
や
大
き
さ
、料
紙
の
選
択
、印
の
位
置
な
ど
、

「
モ
ノ
」と
し
て
残
る
そ
の
形
も
ま
た
、

古
文
書
の
持
つ
様
々
な
意
味
と
機
能
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。

古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
日
本
の
古
文
書
の
様
式
と
機
能
の
変
遷
を

通
史
的
・
総
合
的
に
論
じ
、

ま
た
、文
書
体
系
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
古
文
書
と
比
較
。

日
本
の
古
文
書
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
の
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
画
期
的
成
果
。

古
文
書
の
様
式
と

国
際
比
較

小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲﹇
編
﹈　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館﹇
監
修
﹈

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…

…
…

…

小
島
道
裕（
こ
じ
ま
・み
ち
ひ
ろ
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

専
門
は
日
本
中
近
世
史
。

田
中
大
喜（
た
な
か
・ひ
ろ
き
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
。

荒
木
和
憲（
あ
ら
き
・
か
ず
の
り
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
・
東
ア
ジ
ア
交
流
史
。
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口
絵　

図
解
で
わ
か
る
文
書
様
式

は
じ
め
に…

…
…

小
島
道
裕

第
1
部
　
日
本
の
文
書
様
式
と
そ
の
変
遷

　
1
　
古
代
の
文
書
と
中
世
へ
の
展
開

　
　
　
古
代
日
本
に
お
け
る「
文
書
」の
誕
生…

…
…

小
倉
慈
司

　
　
　「
詔
勅
」に
お
け
る
口
頭
伝
達
の
役
割…

…
…

仁
藤
敦
史

　
　
　
中
世
日
本
に
お
け
る
書
状
の
広
が
り

 
―

古
代
書
状
論
・「
公
文
書
化
」論
を
中
心
に
し
て…

…
…

佐
藤
雄
基

　
2
　
中
世
文
書
の
諸
相

　
　
　
将
軍
の
文
書
と
武
士
団
の
文
書…

…
…

田
中
大
喜

　
　
　
寺
院
文
書
の
特
性

 
―

衆
議
文
書
の
形
成
と
そ
の
背
景…

…
…

横
内
裕
人

　
3
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
近
世
へ
の
展
望

　
　
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
天
下
人
の
文
書…

…
…

金
子　

拓

　
　
　
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
つ
い
て

 
―

北
条
氏
の「
虎
の
印
判
」は
東
ア
ジ
ア
標
準
か…

…
…

小
島
道
裕

第
2
部
　
東
ア
ジ
ア
の
古
文
書
と
日
本
の
古
文
書

　
1
　
韓
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
朝
鮮
王
朝
の
国
王
文
書…

…
…

川
西
裕
也

　
　
　
日
本
と
韓
国
の
署
名
・
花
押
比
較…

…
…

朴　

竣
鎬（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
私
人
間
の
契
約
文
書

 
―

様
式
と
特
徴
を
中
心
に…

…
…

文　

叔
子（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
中
の
画
指…

…
…

三
上
喜
孝

　
2
　
中
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
中
国
古
文
書
学
概
論

 
―

公
文
書
の
様
式
研
究
を
例
に…

…
…

黃　

正
建（
江
川
式
部
訳
）

　
　
　
明
清
時
代
の「
信
牌
」……

…

阿　

風（
黄
　
素
英
訳
）

　
　
　
日
本
古
代
に
お
け
る
中
国
文
書
様
式
の
受
容
と
変
容…

…
…

丸
山
裕
美
子

　
3
　
東
ア
ジ
ア
の
文
書
と
外
交
の
文
書

　
　
　
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書

 
―

十
五
〜
十
六
世
紀
の
現
存
例
を
中
心
と
し
て…

…
…

荒
木
和
憲

　
　
　
安
南
日
越
外
交
文
書
の
様
式
と
伝
来…

…
…

藤
田
励
夫

　
　
　
イ
ル
ハ
ン
朝（
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
イ
ラ
ン
）の
公
文
書…

…
…

四
日
市
康
博

総
括
　
文
書
実
践
と
し
て
の
中
世
文
書
史…

…
…

高
橋
一
樹

　
あ
と
が
き…

…
…

小
島
道
裕 

　
執
筆
者
・
翻
訳
者
一
覧

A5 判上製カバー装
カラー口絵 16 頁 + 本文 416 頁
ISBN 978-4-585-22272-9　C3020

2020 年 3月刊行

本体7,800円（＋税）

二
〇
一
八
年
秋
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
、S
N
S
等
で
も
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
企
画
展
示「
日
本
の
中
世
文
書―

機
能
と
形
と
国
際
比
較
」。

そ
の
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
書
に
ま
と
め
た
貴
重
な
一
冊
。

歴
史
フ
ァ
ン
・
古
文
書
フ
ァ
ン
待
望
の
一
冊
。

掲載図版120点超！　
カラー口絵では、
古文書の様式を
分かりやすく図解。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体7,800円（+税）

A5判上製カバー装
カラー口絵16頁+本文416頁

ISBN978-4-585-22272-9 C3020　2020 年 3月刊行

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲［編］
国立歴史民俗博物館［監修］



裃人物肖像　
絹本着色江戸時代（十九世紀）

（京都府蔵（京都文化博物館管理））

岩
﨑
奈
緒
子
（
い
わ
さ
き
・
な
お
こ
）

京
都
大
学
総
合
博
物
館
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
。

中
野
慎
之
（
な
か
の
・
の
り
ゆ
き
）

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
文
部
科
学
技
官
（
絵
画
部
門
）。
専
門
は
美
術
史
。

森
　
道
彦
（
も
り
・
み
ち
ひ
こ
）

京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
（
中
世
絵
画
）。
専
門
は
中
近
世
絵
画
。

横
内
裕
人
（
よ
こ
う
ち
・
ひ
ろ
と
）

京
都
府
立
大
学
教
授
。
専
門
は
日
本
中
世
史
。

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

装
い
、繕
い
、伝
え
る―

絵
画
や
書
、古
文
書
な
ど
、紙
や
絹
を
用
い
た
文
化
財
は
、

表
装
に
よ
っ
て
、よ
り
美
し
く
、よ
り
長
く
そ
の
存
在
を
守
ら
れ
続
け
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
遺
産
を
修
理
・
保
存
し
、伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
・
願
い
を
も
共
有
し
て
い
く
営
み
で
あ
る
。

表
装
や
修
理
は
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
思
想
の
も
と
に

行
わ
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
。

文
化
財
の
修
理
・
保
存
の
第
一
線
に
あ
り
、

そ
の
困
難
な
作
業
の
中
で
、

技
術
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
の
か
。

残
し
伝
え
ら
れ
て
き
た「
モ
ノ
」と
の
真
摯
な
対
話
の
中
か
ら
、

表
装
と
修
理
に
ま
つ
わ
る
文
化
史
を
描
き
出
し
、

今
日
の
我
々
に
と
っ
て
の

文
化
財
保
護
の
意
義
と
意
味
を
照
射
す
る
。

岩
﨑
奈
緒
子
・
中
野
慎
之
・
森
道
彦
・
横
内
裕
人
　…

…
…

…
…

…
…

   

編

日
本
の
表
装
と
修
理

　
口
　
絵

　
は
じ
め
に

　
参
考 

文
化
財
の
構
造
と
名
称

第
一
部
　
現
代
の
装
潢
・
文
化
財
修
理

　
装
潢
師
の
声
を
聞
く

 
―

技
術
者
か
ら
見
た
装
潢
文
化
財
修
理
の
進
化
◆
岩
﨑
奈
緒
子

　
表
具
師
か
ら
装
潢
師
へ
◆
岡
興
造

　
古
文
書
修
理
の
歴
史
と
理
念
◆
湯
山
賢
一

第
二
部
　
表
装
の
文
化
史

　
日
本
中
世
の
仏
画
の
表
装
◆
谷
口
耕
生

　
〝
東
山
表
具
〞
の
成
立
を
め
ぐ
る
小
考
◆
板
倉
聖
哲

　
江
月
宗
玩
に
よ
る
表
具
の
記
録
と
制
作
◆
門
脇
む
つ
み

　
表
装
が
伝
え
る
も
の―

後
水
尾
院
縁
の
掛
軸
を
事
例
と
し
て
◆
髙
田
智
仁

　
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
書
画
蒐
集
と
表
装
◆
竹
浪
遠

　
近
代
日
本
画
の
材
料
と
表
装
◆
中
野
慎
之

第
三
部
　
修
理
の
文
化
史

　
平
安
時
代
の
仏
画
制
作
と
そ
の
修
理
◆
増
記
隆
介

　
前
近
代
に
お
け
る
書
跡
・
古
文
書
修
理
の
諸
相

 
―

現
状
維
持
の
理
念
を
め
ぐ
っ
て
◆
横
内
裕
人

　
護
持
院
隆
光
の
寺
社
修
理―
元
禄
期
の
奈
良
を
中
心
に
◆
古
川
攝
一

　
近
世
に
お
け
る
障
壁
画
の
保
存
と
継
承
◆
森
道
彦

　
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
と
修
復

 
―

芸
術
作
品
の
受
容
史
の
視
点
か
ら
◆
平
川
佳
世

　
　
あ
と
が
き

　
　
執
筆
者
一
覧

﹇
も
く
じ
﹈…

…
…

…
…

…
…

…

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体7,000円（+税）

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

本体7,000円（＋税）

美術・歴史・文化財学

日本の表装と修理
岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人［編］



東洋史・出版史・書誌学・科学・医学・農学

陳 捷 ［編］

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000陳 捷 ［編］

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界

東アジアの知の遺産、古典籍。
なかでも医学・本草学・農学・科学に関する書物は、
人びとの社会・生活に密着するものとして
広く流通・展開し、大きな一群をなしている。
これまで総合的に論じられることのなかった
東アジアにおける情報伝達と文化交流の世界を、
地域・文理の枠を越えて考究する画期的論集。

1963年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科教授。
専門は中国古典文献学・書物交流史。
主著に『明治前期日中学術交流の研究―清国駐日公使館の文化活動』（汲古
書院、2003年）、『人物往来与書籍流転』（中華書局、2012年）、『日韓の書誌
学と古典籍』（共編、アジア遊学184、勉誠出版、2015年）などがある。

編者略歴

目次

陳 捷（ちん・しょう）

知の沃野をひらく

まえがき
第一部 医学
  日中韓越の医書流通と医学体系の形成◉真柳 誠
  『福田方』『悲田方』の構成と復元の可能性◉浦山きか
  日本における中国舌診書『敖氏傷寒金鏡録』の受容◉梁嵘（黄昱･訳）
  東アジア伝統医学の真髄
  　―朝鮮許浚の『東医宝鑑』 ◉朴現圭（黄昱･訳）
  国立公文書館所蔵の朝鮮通信使の医学筆談◉梁永宣・李敏（小野泰教･訳）
  崔漢綺が読んだ西洋医学書
  　―Hobson（合信）の医書と崔漢綺の『身機践験』◉金哲央
  清末の漢文西洋薬学書におけるアヘンの記述について◉小野泰教

第二部 科学
  『新製霊台儀象志』の受容◉吉田 忠
  テキストの鏡影
　  ―抜粋本と清初の暦算学◉祝平一（高津 孝･訳）
  ��世紀朝鮮の実学者洪大容の『劉鮑問答』
　  ―西洋科学知識受容の一断面◉任正爀
  葛飾北斎『唐土名所之絵』と中国地図の受容◉大澤顯浩

第三部 博物
  経学註釈と博物学の間
  　―江戸時代の『詩経』名物学について◉陳捷
  近世中国知識人の博物学の再構築
  　―方以智『通雅』と『物理小識』を中心に◉廖肇亨（千賀由佳･訳）
  交錯する視線―南西諸島の博物学◉高津 孝
  青蒿と黄花蒿の名物学的研究
 　―ラテン名比定の問題を中心に◉久保輝幸

第四部 人と書物
  平賀源内伝の再検討
 　―『平賀実記』を中心に◉福田安典
  洋学者・柴田収蔵と江戸の本屋◉平野 恵
  近世後期における地方知識層の書物交流
 　―伊藤忠岱の書写活動を中心として◉清水信子
  医籍専売書肆英蘭堂島村利助について◉鈴木俊幸

あとがき

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界



漢詩・中古文学・和漢比較文学

本
朝
文
粋
抄 

六

後
藤
昭
雄
【
著
】

後
藤
昭
雄（
ご
と
う
・
あ
き
お
）

一
九
四
三
年
熊
本
市
生
ま
れ
。一
九
七
〇
年
、九
州
大
学
大
学
院
修
了
。成
城
大
学
教
授（
二
〇
一
三
年
ま
で
）。主
要
著
書
に
、『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』（
桜
楓
社
、一

九
八
一
年
。補
訂
版
、勉
誠
出
版
、二
〇
〇
五
年
）、『
本
朝
文
粋
』（
共
著
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
、岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
）、『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
平
安
朝
文
人
志
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）、『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』（
勉
誠
出

版
、二
〇
一
二
年
）、『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一二
年
）、『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
七
年
）な
ど
。

【
目
次
】

第
一
章
　
貧
女
吟（
紀
　
長
谷
雄
）―

不
幸
な
女
の
物
語

第
二
章
　
夏
日
閑
居
、庭
前
の
三
物
を
詠
ず（
源
　
順
）―
越
調
詩

第
三
章
　《
策
問
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
菅
原
輔
正
）―

学
問
の
文
章（
一
）

第
四
章
　《
対
策
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
大
江
挙
周
）―

学
問
の
文
章（
二
）

第
五
章
　
第
八
皇
子
の
始
め
て
御
注
孝
経
を
読
む
を
聴
く
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
三
）

第
六
章
　
後
漢
書
竟
宴
の
詩
の
序（
紀
　
長
谷
雄
）―

学
問
の
文
章（
四
）

第
七
章
　
文
選
竟
宴
の
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
五
）

第
八
章
　
冷
泉
院
の
池
亭
に「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」を
賦
す
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―
学
問
の
近
く
に
あ
る
文
章

第
九
章
　
仏
性
院
に
秋
を
惜
し
む
詩
の
序（
源
　
順
）―

仏
性
院
の
詩
宴

第
十
章
　
天
台
山
円
明
房
に
月
前
に
閑
談
す
と
い
ふ
詩
の
序（
大
江
以
言
）―

比
叡
山
の
詩
会

第
十
一
章
　
亀
山
の
神
を
祭
る
文（
源
　
兼
明
）―

山
の
神
に
祈
る

作
者
略
伝
／
本
朝
文
粋
作
品
表
／
あ
と
が
き
／
索
引

日
本
漢
文
の
粋
を
集
め
、

平
安
期
の
時
代
思
潮
や
美
意
識
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
献 「
本
朝
文
粋
」 

。

そ
の
漢
文
の
世
界
の
深
遠
へ
と
誘
う
格
好
の
入
門
書
。

第
六
巻
で
は
特
殊
な
漢
詩
形
式
で
あ
る
雑
詩
の
う
ち
紀
長
谷
雄
お
よ
び
源
順
に
よ
る
二
種
、

お
よ
び
、大
学
寮
に
お
け
る
試
験
の
問
題
と
解
答
で
あ
る
策
問
・
対
策
、講
書
竟
宴
等
の

平
安
期
の
学
問
世
界
に
か
か
わ
る
作
品
な
ど
、全
十
一
篇
を
収
載
。

ほ

ん

ち

ょ

う

も

ん

ず

い

し

ょ

う

ご送付先ご住所（通信欄）

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

第三巻…本朝文粋抄 三
978-4-585-29221-0 C0095
2014 年 7月｜本体 2,800 円

書 名 部 数

後藤昭雄［著］

本朝文粋抄　六

セット

部

部

部

本体3,200円（+税）

四六判上製カバー装・312頁
2019年12月刊行

ISBN978-4-585-29224-1 C0095

部

部

第一巻…本朝文粋抄
978-4-585-05367-5 C0095
2006 年 12月｜本体 2,800 円

本朝文粋抄第一期
（一～五巻）

第四巻…本朝文粋抄 四
978-4-585-29222-7 C0095
2015 年 10月｜本体 2,800 円

第二巻…本朝文粋抄 二
978-4-585-05407-8 C0095
2009 年 2月｜本体 2,800 円

第五巻…本朝文粋抄 五
978-4-585-29223-4 C0095
2018 年 8月｜本体 2,800 円

セット本体 14,000 円

ご送付先ご住所（通信欄）



長
瀬
由
美【
著
】交

響
す
る
和
と
漢

平
安
時
代
の
文
人
貴
族
に
と
って
、漢
の
思
想
・
文
化
は
、

あ
る
種
の
規
範
か
つ
憧
憬
の
対
象
と
し
て
あ
っ
た
。

な
か
で
も
白
居
易
の
詩
文
は

日
本
に
舶
載
さ
れ
て
以
来
、広
く
愛
さ
れ
、

日
本
の
漢
文
世
界
に
深
く
根
を
お
ろ
す
と
と
も
に
、

『
源
氏
物
語
』な
ど
の
物
語
文
学
を
育
む

豊
か
な
土
壌
と
な
っ
た
。

仮
名
文
学
が
興
隆
し
て
国
風
文
化
が
開
花
し
、

ま
た
一
方
で
、漢
文
学
的
な
文
化
潮
流
が
再
興
し

頂
点
に
達
し
た
一
条
朝
の
時
代―

そ
の
時
代
に
花
開
い
た
和
漢
の
作
品
を
丁
寧
に
読
み
込
み
、

そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
表
現
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

和
の
内
な
る
漢
の
あ
り
方
、

和
漢
の
交
響
を
文
学
史
上
に
位
置
付
け
る
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

長
瀬
由
美（
な
が
せ
・
ゆ
み
）　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。都
留
文
科
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
。専
門

は
平
安
朝
文
学
。　

主
な
論
文
に「『
源
氏
物
語
』と
中
唐
白
居
易
詩
に
つ
い
て
」（『
二
〇
一
四
年
パ
リ
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　

源
氏
物
語
と
ポ
エ
ジ
ー
』青
簡
舎
、二
〇
一
五
年
）、「『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝

奇
・
中
唐
の
文
学
観
」（『
中
古
文
学
』第
95
号
、二
〇
一
五
年
六
月
）、「『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編

か
ら
続
編
へ
」（『
源
氏
物
語　

煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
2
』翰
林
書
房
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

本
体
七
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
・
三
三
六
頁

二
〇
一
九
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29173-2   C3095

源
氏
物
語
と

平
安
朝
漢
文
学目

　
次

　
序

Ⅰ　

白
居
易
の
文
学
と
平
安
中
期
漢
詩
文

　
第
一
章
　
一
条
朝
前
後
の
漢
詩
文
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　『
白
氏
文
集
』諷
諭
詩
の
受
容

　
第
二
章
　
菅
原
文
時「
封
事
三
箇
条
」に
つ
い
て

　
第
三
章
　
一
条
朝
文
人
の
官
職
・
位
階
と
文
学

　
　
　―

大
江
匡
衡
・
藤
原
行
成
・
藤
原
為
時
を
め
ぐ
っ
て

　
第
四
章
　
一
条
朝
の
文
人
貴
族
と
惟
宗
允
亮

　
　
　―

源
為
憲
詩
を
起
点
と
し
て

　
第
五
章
　
平
安
時
代
の「
長
恨
歌
」受
容

　
　
　―

金
澤
文
庫
本『
白
氏
文
集
』の
訓
か
ら

Ⅱ　
『
源
氏
物
語
』と
漢
詩
文
世
界

　
第
一
章
　『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝
奇
・
中
唐
の
文
学
観

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と
中
国
文
学
史
と
の
交
錯

　
　
　―

不
可
知
な
る
も
の
への
語
り
の
方
法

　
第
三
章
　『
源
氏
物
語
』と
史
書
の
接
点―

童
謡
の
方
法

Ⅲ　

白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
第
一
章
　
中
唐
白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
　
　―

諷
諭
詩
と
感
傷
詩
の
受
容
に
つ
い
て 

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編
か
ら
続
編
へ

　
第
三
章
　
朝
顔
巻
の
紫
の
上―

月
と
人
と
　
白
居
易
詩
の
こ
こ
ろ
へ

　
第
四
章
　
荒
廃
し
た
邸
宅
と
狐

　
　
　―
『
源
氏
物
語
』蓬
生
巻
と
白
居
易「
凶
宅
」詩

　
付
　
章
　『
紫
式
部
日
記
』の
思
考
の
姿

　
　
　―
白
居
易
詩「
身
」と「
心
」詠
と
の
関
連
に
お
い
て

　
あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
　
引
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古
典
受
容
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

写
本
・
版
本
の
流
通
量
が
爆
発
的
に
増
え
た
こ
と
で
、

地
方
へ
／
か
ら
の
情
報
の
伝
播
、

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
への
知
の
解
放
が
行
わ
れ
た
近
世
。

そ
れ
ま
で
は
貴
族
や
大
名
、連
歌
師
周
辺
で
読
み
継
が
れ
て
い
た

『
源
氏
物
語
』も
ま
た
、他
の
和
歌
集
や
物
語
類
と
と
も
に
、

庶
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
いっ
た
。

『
源
氏
物
語
』の
俗
語
訳
と
し
て
最
初
に
公
刊
さ
れ
た

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』、ま
た
、そ
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ
た
、

梅
翁（
奥
村
政
信
）『
俗
解
源
氏
物
語
』『
若
草
源
氏
物
語
』『
雛
鶴
源
氏
物
語
』

『
紅
白
源
氏
物
語
』の
全
篇
を
翻
刻
・
注
解
、挿
絵
も
全
て
収
載
。

国
内
外
の一級
の
研
究
者
に
よ
る
優
れ
た
論
考
も
併
せ
て
収
載
し
、

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
に
う
つ
し
か
え
ら
れ

広
く
古
典
が
受
容
さ
れ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

考
察
す
る
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
。 

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
・
七
五
二
頁

二
〇
一
九
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29186-2 C3095 

源
氏
物
語
の
近
世

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
で
よ
む
古
典

レ
ベ
ッ
カ
・ク
レ
メ
ン
ツ
／
新
美
哲
彦﹇
編
﹈

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

R
ebekah C

LEM
EN

TS

（
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
）　Research Professor at Institució Catalana de Recerca i Estudis A

vançats

（ICREA

）and U
niversidad A

utónom
a de Barcelona. 

研
究
教
授（
カ
タ
ロ
ニ
ア
高
度
研
究
施
設

兼
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
）。専
門
は
東
ア
ジ
ア
の
近
世
史
。主
な
著
書
にA

 Cultural H
istory of T

ranslation in Early M
odern Japan

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2015

）、論
文
に「
も
う
一
つ
の
注
釈
書
？―

江
戸

時
代
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』の
初
期
俗
語
訳
の
意
義
」（
陣
野
英
則 

・
緑
川
真
知
子
編『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　

第
三
集
』武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
一
年
）、

“
Speaking in T

ongues? D
aim

yo, Zen M
onks, and Spoken Chinese in 

Japan, 1661-1711.” Journal of A
sian Studies 76.3, 2017

）な
ど
が
あ
る
。

新
美
哲
彦（
に
い
み
・
あ
き
ひ
こ
）　

早
稲
田
大
学
教
授
。専
門
は
日
本
中
古
文
学
。著
書
に『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』（
武
蔵
野
書
院
、二
〇
〇
八
年
）、論
文
に「
定
家
本『
源
氏
物
語
』研
究
の
現
在
／
今
後
」（『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
』七「
複
数
化

す
る
源
氏
物
語
」竹
林
舎
、二
〇
一
五
年
）、「
池
田
本『
源
氏
物
語
』巻
末
付
載『
奥
入
』に
つ
い
て
」（
天
理
図
書
館
報『
ビ
ブ
リ
ア
』一
四
四
号
、二
〇
一
五
年
）な
ど
が
あ
る
。

も
く
じ

序凡
例

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
柿
嵜
理
恵
子

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

梅
翁『
若
草
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
雛
鶴
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
平
田
彩
奈
惠

梅
翁『
紅
白
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
俗
解
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
伊
永
好
見

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

論
考江戸

時
代
に
お
け
る「
俗
語
訳
」の
意
義
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

女
性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
本
？

　
　―

十
七
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』と『
伊
勢
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ（
翻
訳
：
常
田
槇
子
）

テ
ク
ス
ト
の
改
替
◉
マ
イ
ケ
ル
・
エ
メ
リ
ッ
ク（
翻
訳
：
幾
浦
裕
之
）

梅
翁
／
奥
村
政
信『
源
氏
物
語
』の
挿
絵
と
テ
ク
ス
ト
◉
新
美
哲
彦

あ
と
が
き

ご送付先ご住所（通信欄）
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東洋史・比較文学

本体2,800円（＋税）

A5判並製カバー装・224頁
ISBN978-4-585-22706-9　C1390

2019年12月刊行

蒋
義
喬

　
　

  

﹇
編
著
﹈

蒋
義
喬
（
し
ょ
う
・
ぎ
き
ょ
う
）

北
京
師
範
大
学
外
文
学
院
准
教
授
、早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
招
聘
研
究
員
。専
門
は
平
安
朝
漢
詩
。

主
な
論
文
に「
詠
物
詩
か
ら
句
題
詩
へ―

句
題
詩
詠
法
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て（『
和
漢
比
較
文
学
』三
五
号
、二
〇
〇
五
年
）、「
詠
物
と
言
志―

『
懐
風
藻
』か
ら
勅
撰
三
集
に
至
る
」（『
日
本
に
お
け

る「
文
」と「
ブ
ン
ガ
ク（bungaku

）」）』ア
ジ
ア
遊
学
一
六
二
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）、「
菅
原
道
真
的
詠
物
詩
與
杜
甫
詩
歌
的
関
連
」（『
日
語
学
習
與
研
究
』二
〇
一
八
年
第
二
号
）な
ど
が
あ
る
。

六
朝
文
化
と
日
本

謝
霊
運
と
い
う
視
座
か
ら
【
ア
ジ
ア
遊
学
240
】

し
ゃ

れ
い

う
ん

り
く 

　
　
ち
ょ
う

儒
・
道
・
仏
に
通
じ
博
学
多
才
の
詩
人
・
謝
霊
運

﹇
編
著
者
紹
介
﹈

﹇
目
次
﹈

　
序
言…

蒋
義
喬

Ⅰ
◉
研
究
方
法
・
文
献

謝
霊
運
を
ど
う
読
む
か―

中
国
中
世
文
学
研
究
に
対
す
る
一
つ
の
批
判
的
考
察…

林
暁
光

謝
霊
運
作
品
の
編
年
と
注
釈
に
つ
い
て…

呉
冠
文（
訳
・
黄
昱
）

Ⅱ
◉
思
想
・
宗
教―

背
景
と
し
て
の
六
朝
文
化

﹇
コ
ラ
ム
﹈謝
霊
運
と
南
朝
仏
教…

船
山
徹

洞
天
思
想
と
謝
霊
運…

土
屋
昌
明

謝
霊
運「
発
帰
瀬
三
瀑
布
望
両
渓
」詩
に
お
け
る「
同
枝
條
」に
つ
い
て…

李
静（
訳
・
黄
昱
）

Ⅲ
◉
自
然
・
山
水
・
隠
逸―

古
代
日
本
の
受
容

日
本
の
律
令
官
人
た
ち
は
自
然
を
発
見
し
た
か…

高
松
寿
夫

古
代
日
本
の
吏
隠
と
謝
霊
運…

山
田
尚
子

平
安
初
期
君
臣
唱
和
詩
群
に
お
け
る「
山
水
」表
現
と
謝
霊
運…

蒋
義
喬

Ⅳ
◉
場
・
美
意
識
と
の
関
わ
り

平
安
朝
詩
文
に
お
け
る
謝
霊
運
の
受
容…

後
藤
昭
雄

平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割…

佐
藤
道
生

Ⅴ
◉
説
話
・
注
釈

慧
遠
・
謝
霊
運
の
位
置
付
け―

源
隆
国『
安
養
集
』の
戦
略
を
め
ぐ
っ
て…

荒
木
浩

﹇
コ
ラ
ム
﹈日
本
に
お
け
る
謝
霊
運「
述
祖
徳
詩
」の
受
容
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き…

黄
昱

『
蒙
求
』「
霊
運
曲
笠
」を
め
ぐ
っ
て

　―

日
本
中
近
世
の
抄
物
、注
釈
を
通
し
て
み
る
謝
霊
運
故
事
の
展
開
と
そ
の
意
義…

河
野
貴
美
子

Ⅵ
◉
禅
林
に
お
け
る
展
開

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
謝
霊
運
受
容…

堀
川
貴
司

山
居
詩
の
源
を
辿
る―

貫
休
と
絶
海
中
津
の
謝
霊
運
受
容
を
中
心
に…

高
兵
兵

五
山
の
中
の「
登
池
上
楼
」詩―

「
春
草
」か
、「
芳
草
」か…

岩
山
泰
三

Ⅶ
◉
近
世
・
近
代
に
お
け
る
展
開

俳
諧
に
お
け
る「
謝
霊
運
」…
深
沢
眞
二
・
深
沢
了
子

江
戸
前
期
文
壇
の
謝
霊
運
受
容―

林
羅
山
と
石
川
丈
山
を
中
心
に…

陳
可
冉

﹇
コ
ラ
ム
﹈謝
霊
運「
東
陽
渓
中
贈
答
」と
近
世
・
近
代
日
本
の
漢
詩
人…

合
山
林
太
郎

謝
霊
運
と
は…

…

　
東
晋
・
南
朝
宋
で
活
躍
し
た
詩
人
・
文
学
者
。

　
山
水
の
詩
が
有
名
で「
山
水
詩
」の
祖
と
さ
れ
る
。

　『
文
選
』
に
多
く
の
詩
作
が
収
録
さ
れ
、

　『
金
剛
般
若
経
注
』を
著
す
ほ
ど
仏
教
に
も
通
じ
た
。

　
し
か
し
、傲
慢
な
性
格
が
災
い
し
、非
業
の
最
期
を
遂
げ
る
。

　
彼
の
作
品
や
生
涯
は
日
本
に
も
伝
わ
り
、

　
知
識
人
・
文
人
で
あ
る
菅
原
道
真
や
吉
田
兼
好
な
ど
に

　
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

六
朝
と
は…

…

　
中
国
史
で
建
康（
建
業
）に
都
を
お
い
た

　
三
国
・
呉
、東
晋
、南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
総
称
。

日
本
文
学
・
中
日
比
較
文
学
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
、

思
想
的
な
背
景
と
な
っ
た

六
朝
期
の
仏
教
や
道
教
に
も

目
を
向
け
つ
つ
、

日
本
文
学
に
お
け
る
受
容
の

軌
跡
を
追
い
、
六
朝
文
化
受
容
の
あ
り
方
を

体
系
的
に
検
討
し
た
一
冊
。
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東洋史・東洋思想・日本史・漢文学

本体2,800円（＋税）

A5判並製カバー装・240頁
ISBN978-4-585-22708-3　C1322

2020年1月刊行
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﹈

榎
本
淳一（
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の
も
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ち
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正
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学
文
学
部
教
授
。

　
主
著
に『
日
唐
賤
人
制
度
の
比
較
研
究
』（
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社
、二
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一
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史
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。
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序
言…

榎
本
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Ⅰ
◉
中
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学
術
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展
開
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漢
官
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史
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漢
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史
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史
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鈔
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日
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書
注
』の
禁
忌
と
解
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見
る…

小
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岳
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に
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け
る
兵
書
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播
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と
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史
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作
と
そ
の
日
本
伝
来…
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◉
日
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け
る
中
国
学
術
の
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容
と
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開

『
日
本
書
紀
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三
国
志
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見
た
か…

河
内
春
人

日
本
古
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に
お
け
る
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性
の
漢
籍
習
得…

野
田
有
紀
子

大
学
寮
・
紀
伝
道
の
学
問
と
そ
の
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実
に
つ
い
て

　―

東
坊
城
和
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桂
蘂
記
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桂
林
遺
芳
抄
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田
寛
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に
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け
る
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典
籍
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と
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用

　―
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人

「
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
」の
実
態
解
明
の
た
め
に―

学
術（
学
問
・
芸
術
・
技
術
）は
、
文
化
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
時
代
の
社
会
、
支
配
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
力
を
持
つ
。

そ
の
動
向
・
内
実
を
知
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
・
地
域
の

歴
史
の
本
質
に
迫
る
た
め
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

な
ぜ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
み
が
長
ら
く
中
国
文
化
を

共
有
し
続
け
た
の
か
、
中
国
文
化
を
共
有
す
る
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
が
あ
っ
た
の
か―

中
国
大
陸
に
淵
源
を
も
つ
学
術
が

周
辺
諸
地
域
に
広
が
り
、
根
付
い
て
い
っ
た
諸
相
を
た
ど
り
、

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
形
成
・
展
開
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
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本体2,800円（+税）

A5判並製カバー装・240頁
2020年1月刊行

ISBN978-4-585-22708-3 C1322

中国学術の東アジア伝播と古代日本
【アジア遊学No.242】

榎本淳一・吉永匡史・河内春人［編］































室町物語の形象　　
A5判・上製・374頁　定価：本体8800円＋税

目　次

妖怪や本地物、異類婚など様々な「怪奇」と、常識はずれや誇張、言葉遊
び、風刺などの辛辣でブラックな「笑い」を軸に、豊饒、多岐な室町のお伽
草子世界の魅力に迫る。

ISBN978-4-8382-3358-8

2020/1/10 刊行

怪奇ロマンとユーモア
沢井耐三 著

はじめに
第Ⅰ章　怪奇と風雅の間
『うたたねの草子』―二人同夢の怪異と浮舟残像―
『鼠草紙』―人獣交姦の悲劇、 隠された身上書―
『浅間の本地』―さまよえる物語の中世・近世―
第Ⅱ章　説話的空間
『狐の草子』―狐媚と賀陽良藤説話―
『幻夢物語』―稚児の敵討と枯骨報恩説話―
大阪市立美術館蔵 『化物草紙』
  ―絵画化された『今昔物語集』の怪奇説話―
『音なし草紙』再論　―親王とは誰か？　教訓か、 艶笑か―
第Ⅲ章　異類の小宇宙
『ふくろふ』―艶書における謎々とレトリック―
フクロウ物語の系譜 
  ―『鴉鷺合戦物語』・『ふくろうの草子』・ 『あだ物語』―
『鼠猫論』―猫と鼠、 火花散らす論争―
『医文車輪書』―戦国武将の医術とユーモア―
『鴉鷺合戦物語』―空想と風刺のいくさ物語―
『精進魚類物語』―流布本再評価・山科言継本の周辺―
第Ⅳ章　歴史と文学の間
『見聞諸家紋』編者考　―「石井康長」 という人物について―
『家忠日記』の戯画　　―撃甕救児図・文字絵の人丸ほか―
物売りの呼び声　―「菜かう」 「菜さう」「菜かはう」―
『永正五年狂歌合』 注解　―困窮する公家たちの自嘲のうた―
第Ⅴ章　資料翻刻
大阪市立美術館蔵『化物草紙』
『鳥物語』（『ふくろふ』）
『浅間由来記』（『浅間の本地』） 架蔵
『武田実記』愛知県新城市・鳳来寺蔵

室町物語研究絵巻・絵本への文学的アプローチ　　

室町物語と古俳諧室町の「知」の行方

A5判・390頁・定価：8400円＋税
　成立・読者層の異なる短編の物語作品を丁寧に読み解き、物語世界に表現される中世の思想や民
俗・文化、人々の生活の様相を垣間見る。

沢井耐三 著 

中世、室町時代に生まれた知的な「笑いの文学」世界を探求する、室町末期の下克上の価値観を反映し
て生まれた俳諧文学の系譜を、『和漢狂句』から貞徳俳諧初期に探る。巻末には初の『筆結の物語』全文
翻刻をはじめ四種の翻刻資料を収載。

A5判・390頁・定価：8400円＋税沢井耐三 著 













武蔵野書院
中古文学会会員様向け特設サイト
2020 年 5月 24 日～ 7月 31 日

このサイトからのご注文に限り書籍を、
学会割引（税込定価の 2割引）＋送料無料
にてご注文いただけます。

*****************************************
武蔵野書院　
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-11
TEL 03-3291-4859  FAX 03-3291-4839
e-mail:　info@musashinoshoin.co.jp
*****************************************

1.　A書籍名をクリックする、B書籍ＱＲコードを読み取る、
　　C最後のページの注文書で、ＦＡＸやメール等で注文する。
　　A～ Cのいずれかの方法でご注文ください。

2.　A・Bでご注文の際は中古文学会会員である旨を明記ください。

1.　ご注文いただいた書籍をお送りする際に同梱する、郵便振込
　　用紙にてお支払いください（振込手数料小社負担）。銀行振込でも
　　承りますが、その際は振込手数料をご負担いただきます。

2.　公費注文の場合、宛名・日付の有無・納品 /見積 / 請求書の
　　枚数をお知らせください。

ご注文方法

ご注文・お問い合わせ先

お支払方法



平安中期和歌文学攷

武田早苗〔著〕 ISBN：978-4-8386-0725-9・本体 11000 円

A5 判上製カバー装・408 頁
第一部では『和泉式部日記』と『和泉式部集』を中心に、また第二
部では歌集・日記から家集や物語まで、著者独自の考察を多角的に
展開し、精妙な構造体としての平安中期和歌文学に迫る。

次世代に伝えたい新しい古典
─「令和」の言語文化の享受と継承に向けて
井上次夫 / 高木史人
東原伸明 / 山下太郎〔編〕 ISBN：978-4-8386-0655-9・本体 2000 円

A5 判並製カバー装・272 頁
上代文学「古事記」から近代文学「土」までの日本文学、そして国
語教育、日本文化に「令和」の視点からいま、新しい光を当てる。

平安文学の人物と史的世界
─随筆・私家集・物語─

高橋由記〔著〕 ISBN：978-4-8386-0726-6・本体 12000 円

A5 判上製カバー装・438 頁
平安文学に描かれた貴紳・後宮・女房の実像を、漢文記録類・諸家集の読
み解きから探る粘り強い試み。『枕草子』や『栄花物語』が何を描き、何
を描かなかったか、文学作品の特異な手法が見えて来る。漢文日記や名家
秘蔵の家集類が一斉に公開、刊行、施注されてきた近年の学界状況に柔軟、
貪欲に挑み、これまで空白だった後宮空間の歴史が豊かに再現される。

源氏物語生々流転　論考と資料
著者架蔵の『源氏物語』関係
の新出古筆切資料を多数掲載

池田和臣〔著〕 ISBN：978-4-8386-0729-7・本体 16000 円

A5 判上製カバー装・540 頁
仮名で物語を書くことには、どのような問題がはらまれていたのか。
革新的で多様な方法、深い認識と思想、個性的な人間造型など、『源氏
物語』の独自な世界形成はどのようにして獲得されたのか。『源氏物語』
作者紫式部が、自らに先立つ文学的伝統―仮名表記史あるいは文学史
の状況―とどう向かい合い格闘したのかを、様々な側面から考える。

https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2527/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2527/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2517/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2517/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2526/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2526/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2516/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2516/


源氏物語三条西家本の世界
―室町時代享受史の一様相

上野英子〔著〕 ISBN：978-4-8386-0724-2・本体 12500 円

A5 判上製カバー装・450 頁
室町時代に、三条西家の源氏物語本文がどのようにして形成されて
いったのか。三条西家における源氏物語研究の位相を、現存諸本の
書誌や本文状況、各種日記、注釈書といった諸方面から多角的に分
析し、体系的に跡付けようとする試み。

大和物語の達成
─「歌物語」の脱構築と散文叙述の再評価

ISBN：978-4-8386-0490-6 ・本体 3000 円

四六判上製カバー装・400 頁
大和物語は従来、伊勢物語と共に「歌物語」というジャンルで一括
されてきた。しかし、その括りで一括することが、果たして適正で
あったか。脱構築し、「歌」じたいの位相を見極め、「散文」への方
法性を模索することなど再検討の時機に来ている。本書は、大和物
語のじたいの達成を見極め、再評価することを希求する。

後拾遺和歌集　新風と「をかしき風躰」

実川恵子〔著〕 ISBN：978-4-8386-0728-0・本体 8800 円

A5 判上製カバー装・220 頁
『後拾遺和歌集』の「雑部」は、『古今和歌集』を基盤としながらも、撰者通俊の
庶幾する新風が示される。それらの詠歌に触れ、藤原俊成が『古来風躰抄』で「ひ
とへにをかしき風躰」ととらえた新奇な発想と表現に着目し、その独自な編纂・
構造の意図を探る。また、和泉式部らの女性歌人増大の意味についても考察し、『新
古今和歌集』に向かう端緒を開く勅撰集として注目してきた著者積年の力作。

文学としてのマンガ

山田利博〔著〕 ISBN：978-4-8386-0488-3・本体 2000 円

四六判並製カバー装・248 頁
文学とはなにか。それは「作者」が「想像力」によって「虚構の世界を作り」

「思想」や「感情」を表現したものではないのか。絵であらわされているか、
文字であらわされているかはさほど問題ではない。その証拠に、マンガは
特に古典文学に通ずるところがある。マンガを読もう。あわせて古典など
の文学も読もう。それがどちらもさらに面白く読むコツだといえよう。

東原伸明
山下太郎〔編著〕

https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2426/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2426/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2522/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2522/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2523/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2523/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2566/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2566/


長秋詠藻全評釈　下巻

檜垣　孝〔著〕 ISBN：978-4-8386-0710-5・本体 12500 円

A5 判上製貼函入・464 頁
本書は、いわゆる第二類本『長秋詠藻』のうち、俊成自撰部分
四八〇首の全評釈を試みたものである。自撰部分の後に加えられて
いる「右大臣家百首」100 首は、仮名に適宜漢字を当てるなど読み
やすいよう整えた本文のみを掲出するにとどめた。また、本書底本
の最後にある奥書も本文のみを掲出するにとどめた。

源氏物語の表現と絵画的展開
─夕霧を中心に

青木慎一〔著〕 ISBN：978-4-8386-0720-4・本体 12000 円

A5 判上製カバー装・378 頁
子どもとその成長をめぐる表現を夕霧を中心にして探る。子どもの詠む和歌、幼
少期の通過儀礼といった微視的な『源氏物語』論は、光源氏の家や人物をめぐる
虚構の物語生成論へと展開する。夕霧の物語をめぐる物語テクストと「源氏絵」
との密接な関係が、物語の視覚化による巨視的な『源氏物語』享受史と解釈学に
通じている。『源氏物語』テクストと「源氏絵」とが交響する新たな研究の書。

紫式部日記・集の新世界　既刊分も好評発売中！

知の遺産シリーズ⑦ ISBN：978-4-8386-0489-0・本体 3000 円

四六判並製カバー装・280 頁
⑥狭衣物語の新世界　⑤宇治十帖の新世界　④堤中納言物語の新世界

兵部卿物語全釈

ISBN：978-4-8386-0482-1・本体 3500 円

A5 判上製カバー装・148 頁
本書は慶應義塾図書館蔵本を底本とし、校合には、実践女子大学蔵
本を用いて周到な校訂本文を提供。そこに平易なことば遣いを用い
た読みやすい現代語訳と、物語をより深く読み解くための手引きと
なる詳細で明快な注釈を付す。さらに「評」として物語の背景や章
段ごとの設定が過不足無く解説されている。

秋 本 吉 德
藤井 由紀子〔編著〕

横井　孝 / 福家俊幸
久下裕利〔編〕
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源氏物語の記憶
―時代との交差

久下裕利 〔著〕 ISBN：978-4-8386-0701-3・本体 14500 円

A5 判上製カバー装・624 頁
道長から頼通の時代へと引き継がれた政治・文化はサロン文芸を支
える女房たちを和歌から物語へと躍動させた。時代背景は 〝いま〟
となり物語に蘇る。本書は源氏物語以後を時代の中で浮き彫りにし
た。編著から単著まで、精力的に出版活動を行い、真摯に研究と向
き合ってきた著者の、過去 12 年の論文をまとめた研究論文集。

原　豊二 〔著〕 ISBN：978-4-8386-0653-5・本体 1400 円

A5 判並製本・88 頁
この本は、著者が大学で講義をした内容を基とし、文学作品とどのように向き
合うかということに重点を置き、「日本文学概論」「日本文学」「文学」などの大
学の授業用の教材として執筆。半期の授業向けに構成は 15 回となっている。第
1 回目を除き、日本文学の形態、日本文学の理念、日本文学の研究、日本文学の
課題といったグループに分けられ、効率的に学べるように工夫されたテキスト。

日本文学概論ノート 古典編

近藤 さやか〔著〕

仮名文テクストとしての伊勢物語

ISBN：978-4-8386-0715-0・本体 8500 円

A5 判上製カバー装・250 頁
『伊勢物語』の仮名に注目した意識と表現を考察し、有名章段─二
条の后章段・東下り章段・斎宮章段・惟喬親王章段─だけではなく、
これらの章段を中心に作品全体を通して読解できることを論じた。

『伊勢物語』は和歌と仮名の可能性を広げた作品だという、文学史
上の位置付けを示すことができれば幸いである。

琴
きん

は二五〇〇年の歴史を有し、「右書左琴」「知音」の故事や、孔子・
諸葛孔明にまつわる音楽伝承で知られている。我が国の物語文学の
主人公達もまた琴

きん

の名手であった。『うつほ』『源氏』に見える悲劇
の漢女・王昭君にまつわる「胡笳の調べ」やその奏法、『狭衣』の「秋
の調べ」。これらの琴曲を本邦初の映像化。余明の演奏でお届けする。

JAN：4580549420010・本体 4000 円

日本国内専用
曲間を含む総収録時間 55 分　解説本Ｂ 6 変型判 42 頁

古韻琴声　余明 王昭君を奏でる（DVD）

七絃琴・琵琶　余明
 企画・編集　  上原作和
 　　　　　     正道寺康子
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文学史としての源氏物語

廣田　收〔著〕 ISBN：978-4-8386-0276-6・本体 11000 円

A5 判上製カバー装・352 頁
わが国文学研究のめざすところは、まさに『源氏物語』がどのような仕掛けや
仕組みによって構築された本文であるかを明らかにすることを目的とする。つ
まり『源氏物語』の本文そのものが「文学史としての『源氏物語』」であると
捉えることに他ならない。ひとことで言えば、紫式部という存在を睨み据えつ
つ、『源氏物語』を基層と表層との重層性において捉えるという目論見である。

古代物語としての源氏物語

廣田　收〔著〕 ISBN：978-4-8386-0712-9・本体 11000 円

A5 判上製カバー装・368 頁
研究として『源氏物語』をどう読むかというとき、ただ単に恣意的な
読みを披露し、散漫な感想を述べるだけでは共感は得られないであろ
う。なぜなら、私的な読みに思わず知らず現代的もしくは近代的な基
準による解釈が紛れ込む可能性があるからだ。ここに私の立場表明が
ある。つまり『源氏物語』を「古代物語として読む」という立場である。

更級日記と東国の風景

元吉　進〔著〕 ISBN：978-4-8386-0480-7・本体 3000 円

四六判上製カバー装・272 頁
『更級日記』に書かれたすべての記事は、少女期から晩年までの四十余年に
亘る、作者菅原孝標女にとってかけがえのない思い出の数々である。とりわ
け多感な少女時代の三年あまりを過ごした上総国は、作品にどのような影響
を与えているのだろうか。作者と東国とを結びつける歴史的かつ現実的な背
景を、「東国の風景」をキーワードとしてさまざまな角度から考察する。

〈今・ここ〉に効く源氏物語のつぶやき

諏訪園　純〔著〕 ISBN：978-4-8386-0481-4・本体 1200 円

四六判並製カバー装・232 頁
物語や小説を読む中で、登場人物が何となく口にした言葉がいつまでも
心に残ることがある。文脈と言う衣を取り去った後に残るむき出しの言
葉の断片は、読者の生きる〈今・ここ〉に解き放たれて、ときに人を導き、
ときに人を励ます。そんな源氏物語の「つぶやき」を一つひとつ抜き書
きし、テーマごとに整理した本書は、もう一つの源氏物語像を提示する。
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堤中納言物語の真相

後藤康文〔著〕 ISBN：978-4-8386-0471-5・本体 3000 円

四六判上製カバー装・248 頁
今ある本文、今ある注釈を鵜呑みにしてはならない。本文批判の徹
底と厳密な本文解釈にこだわり、従来の漫然たる読みを洗い直す。
書名そのものをめぐる独自の仮説も収録。

源氏物語における神祇信仰

韓　正美〔著〕 ISBN：978-4-8386-0289-6・本体 12500 円

A5 判上製カバー装・424 頁
本書の目指すところは、具体的な物語表現が生産される過程におい
て、神祇信仰がどのような働きを担っているのかを問い、それによっ
て物語表現がどのような独自性を獲得し、また、どのような主題性
を物語に胚胎させることになったのかを究明することである。

風に紅葉考
―百花繚乱する〈性〉への目差し―

大倉 比呂志〔著〕 ISBN：978-4-8386-0476-0・本体 3000 円

四六判上製カバー装・190 頁
風に紅葉の散る時は……中世王朝物語に属する『いはでしのぶ』や『我
身にたどる姫君』には、密通という〈性〉に関わる描写が溢れている。
はたして、『風に紅葉』ではそれがどのように語られているのだろうか。
本書七編の論文をもとに、その実体を照射する。

よく和歌る源氏物語

ISBN：978-4-8386-0475-3・本体 1500 円

四六判並製カバー装・224 頁
歌詠みにとって必読の書と言われる『源氏物語』。しかし、物語に含ま
れる 795 首という和歌の数だけを見ても、どこから手をつけたら良い
ものか頭を悩ませます。そこで、本書では肩肘張らずに『源氏物語』
の和歌の世界に触れられるように、和歌作りに役立つであろうエピソー
ド 20 話を紹介し、読者を「源氏物語と和歌の世界」へと誘います。

山田利博〔著〕
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堺本枕草子の研究

ISBN：978-4-8386-0293-3・本体 12000 円

A5 判上製カバー装・480 頁
本書では堺本の編纂のありようを、堺本による再構成行為の成果と
見なして、『枕草子』の生成・享受の面から積極的に捉え直してい
きたいと考える。すなわち、堺本を「再構成本」という独自の視点
からあらためて検討しようという試みである。

土左日記のコペルニクス的転回

ISBN：978-4-8386-0468-5・本体 2800 円

四六判上製カバー装・336 頁
本書は、文学のみならず周辺科学の研究者を動員した横断的学際的
な研究書として、既成の権威にとらわれることなく、従来の『土左
日記』観を 180 度見直すことを目的に編まれた。『土左日記』を根
本からとらえなおす、斯界に一石を投ずる書である。

土左日記虚構論
初期散文文学の生成と国風文化

東原伸明〔著〕 ISBN：978-4-8386-0458-6・本体 2800 円

四六判上製カバー装・304 頁
男もすなる「日記」といふものを、“ 女もしてみむ ” とてするなり。
という一文によって始発している『土左日記』。虚構の枠組みの中で、
語り手自身は自己を女性の立場で語ることを宣言している。『土左日記』
の書き手が、あえて自己を “ 女 ” に性の転換をしてみせることで何を目
指していたのか、その虚構の方法についてさまざまな角度から照射する。

十市遠忠和歌典籍の研究

武井和人〔著〕 ISBN：978-4-8386-0727-3・本体 34545 円

A5 判上製函入三分冊（分売不可）

室町時代の武将・歌人、十市遠忠の和歌典籍の研究書。南都におけ
る典籍流通、詠草、歌合・自歌合、古典籍書写者および歌詠みとし
ての遠忠、遠忠文献などについて論じる。研究篇 592 頁、資料篇上・
754 頁、資料篇下・714 頁の大ボリューム三分冊で構成される、約
40 年の永きに亘る著者畢生の研究成果をここに刊行する。

東 原 伸 明
ヨース・ジョエル〔編著〕

山中悠希〔著〕
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国冬本源氏物語論

越野優子〔著〕 ISBN：978-4-8386-0296-4・本体 9500 円

A5 判上製カバー装・272 頁
第１章では、諸本研究における国冬本の意義を説き、自らの研究の立場を
明確にする。その視点のもとに、第２章以下鈴虫巻や柏木巻・藤裏葉巻な
どに取り組み、独自異文の意義を解釈し、読みの世界を深めていく。本文
の異同に拘泥せず、呼称の問題からさらに作品論へと向かうなど、自ら新
しい課題を押し広げようとする姿勢は、今後の研究の指針ともなろう。

ものがたりたちの京都　京都文学入門

ISBN：978-4-8386-0484-5・本体 1500 円

四六判並製カバー装・228 頁
〝記紀萬葉〟から〝けいおん〟にいたるまで、ものがたりたちはど
のような「京都」を描き出しているのか。人間と地域の関係が問い
直されている今―専門的知見から、京都文学、ひろくは、地域文
学を読むことの価値を解き明かす！

新考 源氏物語の成立

西村　亨〔著〕 ISBN：978-4-8386-0292-6・本体 2800 円

A5 判上製カバー装・400 頁
『知られざる源氏物語』で幅広い視野からその魅力を説き、源氏物語作者複
数説の嚆矢たる『源氏物語とその作者たち』へと進化させた成立論に加え、

「朝顔の宮追従に発して」「玉鬘十帖の論」「六条院の女性たち」「折口信夫の
山田孝雄観」を合流させ、著者畢生の仕事を一冊に凝縮。折口源氏学で培わ
れた「論理」をもって発展昇華させた源氏物語成立論。

京都と文学研究会 〔編〕
責任編集：須藤　圭

宮内庁書陵
部蔵柳原本　朔旦冬至部類　影印と翻刻

ISBN：978-4-8386-0711-2・本体 8300 円

A5 判上製カバー装・256 頁
本書は、宮内庁書陵部が所蔵する柳原家旧蔵の『朔旦冬至部類』（架
蔵番号・柳三六四）を、書陵部の許可を得て、影印、全文翻刻し、
末尾に人名索引と解説にかわる「朔旦賀表と朔旦冬至─宮内庁書陵
部蔵柳原本『朔旦冬至部類』にふれて─」と題する小論を付したも
のである。

木 本 好 信
樋口健太郎〔編〕
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武蔵野書院  中古文学会会員様向け特設サイト注文書
Fax 03-3291-4839　Mail : info@musashinoshoin.co.jp
この注文書でご注文いただければ、学会割引（税込定価の２割引＋送料無料）を適用させていただきます（2020 年 7月 31日まで）。

書籍名 価格 部数 公費・私費
源氏物語生々流転　論考と資料 本体：16000 円＋税 　　　   部 公費・私費
平安文学の人物と史的世界─随筆・私家集・物語─ 本体：12000 円＋税 　　　   部 公費・私費
次世代に伝えたい新しい古典─「令和」の言語文化の享受と継承に向けて 本体：2000 円＋税 　　　   部 公費・私費
平安中期和歌文学攷 本体：11000 円＋税 　　　   部 公費・私費
源氏物語三条西家本の世界―室町時代享受史の一様相 本体：12500 円＋税 　　　   部 公費・私費
後拾遺和歌集　新風と「をかしき風躰」 本体：8800 円＋税 　　　   部 公費・私費
文学としてのマンガ 本体：2000 円＋税 　　　   部 公費・私費
大和物語の達成─「歌物語」の脱構築と散文叙述の再評価 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
知の遺産シリーズ⑦　紫式部日記・集の新世界 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
知の遺産シリーズ⑥　狭衣物語の新世界 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
知の遺産シリーズ⑤　宇治十帖の新世界 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
知の遺産シリーズ④　堤中納言物語の新世界 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
源氏物語の表現と絵画的展開─夕霧を中心に 本体：12000 円＋税 　　　   部 公費・私費
兵部卿物語全釈 本体：3500 円＋税 　　　   部 公費・私費
長秋詠藻全評釈　下巻 本体：12500 円＋税 　　　   部 公費・私費
古韻琴声　余明　王昭君を奏でる（DVD） 本体：4000 円＋税 　　　   部 公費・私費
仮名文テクストとしての伊勢物語 本体：8500 円＋税 　　　   部 公費・私費
日本文学概論ノート 古典編 本体：1400 円＋税 　　　   部 公費・私費
源氏物語の記憶―時代との交差 本体：14500 円＋税 　　　   部 公費・私費

〈今・ここ〉に効く源氏物語のつぶやき 本体：1200 円＋税 　　　   部 公費・私費
更級日記と東国の風景 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
古代物語としての源氏物語 本体：11000 円＋税 　　　   部 公費・私費
文学史としての源氏物語 本体：11000 円＋税 　　　   部 公費・私費
よく和歌る源氏物語 本体：1500 円＋税 　　　   部 公費・私費
風に紅葉考―百花繚乱する〈性〉への目差し― 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
源氏物語における神祇信仰 本体：12500 円＋税 　　　   部 公費・私費
堤中納言物語の真相 本体：3000 円＋税 　　　   部 公費・私費
土左日記虚構論 初期散文文学の生成と国風文化 本体：2800 円＋税 　　　   部 公費・私費
土左日記のコペルニクス的転回 本体：2800 円＋税 　　　   部 公費・私費
十市遠忠和歌典籍の研究 本体：34545 円＋税 　　　   部 公費・私費
堺本枕草子の研究 本体：12000 円＋税 　　　   部 公費・私費
新考 源氏物語の成立 本体：2800 円＋税 　　　   部 公費・私費
ものがたりたちの京都　京都文学入門 本体：1500 円＋税 　　　   部 公費・私費
国冬本源氏物語論 本体：9500 円＋税 　　　   部 公費・私費
宮内庁書陵部蔵柳原本　朔旦冬至部類　影印と翻刻 本体：8300 円＋税 　　　   部 公費・私費
上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 本体　　　　円＋税 　　　   部 公費・私費
ご注文者      　　公費の場合 　 　
 お名前（フリガナ）  お電話番号  お宛名

 ご送付先　〒　　　─　　　 公費伝票類
日付有無　　あり・なし 納品書　　　　　通

見積書　　　　　通 請求書　　　　　通



中古文学会　
2020 年春季 学会員限定

割引販売カタログ

【申込期限】	 　2020年 7月1日
【販売価格】	 　全品1割引・送料サービス
【お支払い方法】郵便振替用紙、銀行振込
【ご注文方法】
　FAX 03-3291-6300（最終頁の注文書をご利用ください）
　TEL 03-3291-2961
　E-MAIL pub@books-yagi.co.jp

※１割引の特別価格は上記の連絡先へ
ご注文いただいた場合のみ適用

（八木書店古書部店頭、ネット販売、その他書店様等への
ご注文の場合は１割引となりません）



●好評発売中！ 2020年 3月刊行　ISBN978-4-8406-9770-5

【監修】大河内元冬　【解題】藤本孝一
　●B5判上製／貼函入／ 192 頁／定価（本体 25,000 円＋税）

定家本源氏物語若
わ か

紫
むらさき

●好評発売中！ 2018年 1月刊行　ISBN978-4-8406-9765-1

【編集・解題】藤本孝一
●B5判上製／貼函入／ 186 頁／定価（本体 28,000 円＋税）

【重要文化財】

定家本源氏物語 行
み ゆ き

幸・早
さ わ ら び

蕨

これまで詳細不明だった定家本二帖の全貌を、高精細原寸カラー版で初公開。収録
原本は、『行幸』（国所蔵・文化庁保管）、『早蕨』（個人蔵）。影印本文に加え、詳細な
解題を収載する。また解題には、これまで未紹介の参考史料として、藤原定家によ
る大原野行幸の儀式次第書『大原野行幸次第』（個人蔵）の全文翻刻を付載。

既刊

※
定
家
本
源
氏
物
語
『
若
紫
』
原
本
の
姿

驚愕の新出資料！ 高精細原寸カラー版で初公開
多くのメディアで大々的に報道された新出定家本の全貌が明らかに！

●藤原定家（1162 ～ 1241）が直接監督して書写された定家本『源氏物語』は、これまで現存
するのが『花散里』『行幸』『柏木』『早蕨』の僅か 4巻（全て重要文化財）のみとされていた。

● 2019 年、大河内家に伝わった『若紫』が新たに定家本として確認され、今後の源氏物語
研究へ資する新出貴重資料として紹介された。
●このたび刊行の高精細原寸カラー版によって、その詳細が調査可能となる。

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8　Tel:03-3291-2961 ／ Fax:03-3291-6300　
pub@books-yagi.co.jp　https://catalogue.books-yagi.co.jp/� ※価格は税別です



【原本所蔵・監修】名古屋市蓬左文庫　
【解題】岡嶌偉久子
鎌倉時代に源光行・親行父子による源氏物語本文の
研究・校訂によって作成された河内本の最古写本と
して伝わり、54 帖が揃った源氏物語の写本として
も現存最古の一つ。最新の原本調査により源親行稿
本の可能性が指摘される重要写本。

● B5 判上製／貼函入／平均 450 頁
揃定価（本体 280,000 円＋税）

　※各巻分売可　ISBN 978-4-8406-9340-0（セット）

●好評発売中！

源氏物語研究に必備の高精細カラー版

【原本所蔵・編集】天理図書館　【解題】岡嶌偉久子
定家本（青表紙本）系統の諸本中、最重要古写本の全貌を初公開。52 巻のうち 48 巻が
鎌倉末写の基幹巻。基幹巻の本文は全て「青表紙本」で揃っており、鎌倉写本として
他に類例がない。基幹巻のうち 11 巻に「奥入」あり、そのうち 8巻は本文と同筆。

● A5 判上製／貼函入／平均 606 頁／揃定価（本体 344,000 円＋税）
 ※各巻分売可　ISBN978-4-8406-9593-0（セット）

【重要文化財】新天理図書館善本叢書 第 3期

源氏物語池田本 全10巻

【重要文化財】

尾州家河内本源氏物語 全10巻

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8　Tel:03-3291-2961 ／ Fax:03-3291-6300　
pub@books-yagi.co.jp　https://catalogue.books-yagi.co.jp/� ※価格は税別です

●好評発売中！
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第1輯　儀 式 書　全12冊	 【セット品切れ】ISBN4-8406-2291-4
　①～⑥西宮記（❹のみ品切）／⑦～⑨北山抄／⑩～⑫江次第

第2輯　類　　　書　全5冊	 【定価（本体 125 ,000 円＋税）】ISBN4-8406-2292-2
　⑬秘府略／⑭～⑯二中歴・掌中歴／⑰拾芥抄

第3輯　古 辞 書　全8冊	 【定価（本体 228 ,000 円＋税）＊在庫極少】ISBN4-8406-2293-0
　⑱⑲色葉字類抄／⑳節用集／�～�字鏡集／�温故知新書・童蒙頌韻

第4輯　古 代 史 籍　全9冊	 【定価（本体 260 ,000 円＋税）】ISBN4-8406-2294-9
　�日本書紀／�～�釈日本紀／�古事記／�古語拾遺／�～�類聚国史

第5輯　古代法制史料　全5冊	 【定価（本体 149 ,000 円＋税）】ISBN4-8406-2295-7
　�交替式・法曹類林／�政事要略／�～�類聚三代格

第6輯　古 代 説 話　全6冊	 【定価（本体 138 ,000 円＋税）】ISBN978-4-8406-2296-7
　�日本霊異記 ／�三宝絵・日本往生極楽記／�新猿楽記／�三宝感応要略録／�江談抄／�中外抄

第7輯　平安鎌倉儀式書　全10冊	 【定価（本体 234 ,000 円＋税）】ISBN978-4-8406-2297-4
　�内裏式／�本朝月令要文・小野宮故実旧例・年中行事秘抄／�雲図鈔／�無題号記録（『院御書』）・春玉秘抄
　�春除目抄・京官除目次第・県召除目記／�禁秘御抄／�局中宝／�夕拝備急至要抄・参議要抄
　�羽林要秘抄・上卿簡要抄／�消息礼事及書礼事・大臣二人為尊者儀・大要抄・大内抄・暇服事

第8輯　平安古記録　全11冊	 【定価（本体 358 ,000 円＋税）】ISBN978-4-8406-2298-1
　�～�小右記／�水左記／�台記〔宇槐記抄・宇槐雑抄・台記抄〕

【
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精
細
カ
ラ
ー
版
】

すべて分売承ります！
（白抜は品切）

尊経閣善本影印集成

好評シリーズ既刊
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＊
第
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全
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冊
セ
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ト
で
ご
予
約
い
た
だ
き
ま
す
と
、
配
本
ご
と
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

最新の在庫状況は上記 QR コードよ
り小社サイトにてご確認ください。

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8　Tel:03-3291-2961 ／ Fax:03-3291-6300　
pub@books-yagi.co.jp　https://catalogue.books-yagi.co.jp/� ※価格は税別です

前田育徳会尊経閣文庫編／〔編集委員〕尾上陽介・加藤友康
〔解説〕遠藤珠紀・尾上陽介・川本慎自・菊地大樹・末柄　豊・高橋典幸・山家浩樹
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）
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奈
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絵
本
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！

【全8巻 解題】
Web公開中！
ク
リ
ッ
ク

https://company.books-yagi.co.jp/archives/news_section/%e3%80%8e%e5%a5%88%e8%89%af%e7%b5%b5%e6%9c%ac%e9%9b%86%e3%80%8f%e8%a7%a3%e9%a1%8cweb%e5%85%ac%e9%96%8b


中世に残された古代律令制の実像とは？

中世天皇家の作法と律令制の残像
久水俊和著
本体 7,000 円・A5判上製・カバー装・400 頁� ISBN978-4-8406-2239-4

朝廷と室町幕府のあらたな関係を提示。天皇家の公事作法や神事・学芸に注目し、皇統確
立の過程を明らかに。律令国家以来の太政官制が中世に機能していたことを論証。平安京
大内裏跡の具体的な復元も試みる。

【2020 年 6 月刊予定】

【古代・中世関連】

古代人の「記憶」はどのように形成されたのか

日本古代の記憶と典籍
長谷部将司著�
本体 9,000 円・A5判上製・カバー装・378 頁� ISBN978-4-8406-2236-3

史書・系譜・説話・詩歌集など多様な典籍を検討し、その編纂者と受容者との間で共有・
更新される「情報」と「記憶」に注目し、氏族秩序の形成過程に迫る意欲作。

【2020 年 4 月刊】

親の世話をするのはだれか。なぜ、親の供養を行うのか

日本古代の親子関係
―孝養・相続・追善―

岩田真由子著�
本体 10,000 円・A5判上製・カバー装・488 頁� ISBN978-4-8406-2235-6

古代・中世前期の親子の精神面を読み解き、王権の変質過程、「家」観念の成立、土地の
権利意識の変遷など重要な論点を提示した、新たな王権・家族史研究。

【2020 年 4 月刊】

武家の都・鎌倉で活動した鎌倉時代の僧侶 949 名の経歴を知る

鎌倉僧歴事典
永井 晋編
本体 12,000 円・A5判上製・カバー装・344 頁� ISBN978-4-8406-2038-3

中世鎌倉を知るための必備の書。本書を縦横無尽に使いこなすために、総説、将軍家御願
寺補任、血脈・俗縁、各種索引（寺社名、館名・坊名、所領、人名、僧侶、師弟、法会・修法）を
完備。鎌倉顕密僧の基本的な知識が得られる入門ガイド「鎌倉顕密僧の基礎知識」も掲載。

【2020 年 5 月刊】
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日本と高麗の関係を解明した初めての総合研究

日本高麗関係史
近藤　剛著
本体 9,800 円・A5判上製・カバー装・464 頁� ISBN978-4-8406-2233-2

朝日新聞（2019 年 11 月 20 日夕刊）で紹介。正式な通交関係になかった日本と高麗を中
心に、契丹（遼）・金との国際関係をも含んだ東アジア全体から俯瞰。韓国の最新研究や
韓国の金石文等の成果もふまえ検証。

【2019 年 10 月刊】

【東アジア関連】

中国を中心とした東アジア諸国の新たな世界像を提示

古代東アジア世界史論考
―改訂増補 隋唐の国際秩序と東アジア―

金子修一著�
本体 11,000 円・A5判上製・函入・600 頁� ISBN978-4-8406-2229-5

中国を中心に倭国、渤海、突厥、高句麗、百済等、古代東アジアの国際秩序を解き明かす。

【2019 年 2 月刊】

時の命名こそ支配―年号から読み解く東アジアの文化と思想

年号と東アジア
―改元の思想と文化―

水上雅晴編・髙田宗平編集協力
本体 12,000 円・A5判上製・カバー装・792 頁� ISBN978-4-8406-2227-1

多彩な分野の専門家が集結し、日本・中国・朝鮮半島・ベトナムなど漢字文化圏における
年号について、具体的な様相や、選定の手続き、為政者の思惑等々、多様な視点で読解！

【2019 年 4 月刊】

4世紀の東アジアを知る最重要資料の決定版

明治大学
図書館所蔵高句麗広開土王碑拓本
明治大学広開土王碑拓本刊行委員会編
本体 15,000 円・B5判上製・カバー装・360 頁� ISBN978-4-8406-2223-3

新たに見つかった明大本 2種を含む重要な拓本 7種を厳選し、全拓本画像と釈文を一覧に
して拓本画像を並べ、釈文を再検証できるように編集。論考編には、日本と中国の専門家
が、最新の知見を書き下ろした論考 7本を収録。

【2019 年 3 月刊】
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キリシタン版のことば、ポルトガル語からのアプローチ

キリシタン世紀の言語学
丸山 徹 著
本体 12,000 円・A5判上製・カバー装・376 頁� ISBN978-4-8406-2244-8

400 年前にカトリック宣教師が日本での布教のために出版した日本語の語学書について、
ポルトガル語で書かれた自筆本とキリシタン版（版本）を克明に対比。キリシタン語学書
にポルトガル語の側から光を当て言語学的に解明。

【2020 年 7 月刊予定】

【キリシタン関連】

イエズス会の教育機関で何が行われていたのか

キリシタン時代のコレジオ
高瀬弘一郎 著�
本体 15,000 円・A5判上製・函入・832 頁� ISBN978-4-8406-2211-0

府内・天草・長崎等の各地に作られたキリスト教イエズス会の聖職者養成機関「コレジオ」
の知られざる実態を、海外の原史料を博捜・読解。虚と実の交錯したキリスト教布教の真
実を解き明かす。

【2017 年 7 月刊】

日欧交渉史第一人者の名著を増補し、新稿3本を加えて復刊

新訂
増補キリシタン時代対外関係の研究
高瀬弘一郎 著�
本体 16,000 円・A5判上製・函入・768 頁� ISBN978-4-8406-2212-7

海外に所在するカトリック教会の同時代史料を博捜し、教会が一翼を担った海上貿易、商
人、通貨、送金、為替、利子、教会と権力者に焦点をあて、キリスト教教会の本音と建て
前を徹底解明。

【2017 年 7 月刊】

400年前の日本・ポルトガルの言語を知る最重要資料

リオ・デ・ジャネイロ
国 立 図 書 館 蔵日葡辞書
エリザ・タシロ／白井純 編
本体 60,000 円・B5変型判上製・カバー装・866 頁� ISBN978-4-8406-2234-9

2018 年、中南米大陸ブラジルで初めて発見された日本のキリシタン版辞書を、高精細・
原寸カラー版で初公開！ リオ本と現存諸本の詳細な原本調査に基づき、これまでの日葡
辞書の常識を大幅に書き換える、多角的、且つ徹底的な解説を付す。参考図版多数。

【2020 年 3 月刊】
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珠玉の労作「経覚年譜」と「正誤表」を収録！

経覚私要鈔 第11
小泉宜右校訂� （全 11 冊完結）
本体 16,000 円・A5判・上製・函入・358 頁� ISBN978-4-8406-5206-3

第 206 回配本【収録内容】「経覚年譜 : 応永 2年（1395）～文明 5年（1473）」「正誤表」
室町時代の政治・経済・社会・宗教に関する一級史料である奈良興福寺別当経覚の日記。
本冊には、詳細な事歴と関連事項を網羅した「経覚年譜」と「正誤表」を収録。

【2019 年 12 月刊】

【史料纂集古記録編】

戦国時代武家伝奏を勤めた広橋守光の日記、初の全文翻刻！

守光公記 第１
中世公家日記研究会校訂� （全２冊予定）
本体 14,000 円・A5判・上製・函入・346 頁� ISBN978-4-8406-5198-1

第 198 回配本【収録期間】永正４年（1507）12 月～同 10 年（1513）12 月
武家伝奏として公武間の折衝に心を砕く広橋守光（1471 ～ 1526）の日記。また、幕府と
の交渉記録や関連文書が写として掲載されており、女房奉書が数多く筆写されている。

【2018 年 8 月刊】

伊勢内宮の正員禰宜であった荒木田氏経の日記！

氏経卿神事記 第１
野村朋弘・比企貴之校訂� （全２冊予定）
本体 14,000 円・A5判・上製・函入・304 頁� ISBN978-4-8406-5187-5

第 187回配本【収録期間】永享4年（1432）総記、同6年（1434）正月～寛正3年（1462）12月
皇太神宮（内宮）の正員禰宜の日記。永享 4年（1432）から文明 18 年（1486）にいたる
38 年分を、近世以来の書写の系統を考証し復元。内宮の諸神事と伊勢国内の情勢を記す。

※第 2：2020 年 8月刊行予定！

【2016 年 9 月刊】

鎌倉期の実務官人による克明な記録を自筆本により翻刻！

勘　仲　記 第６
高橋秀樹・櫻井彦・遠藤珠紀校訂� （全 8冊予定）
本体 13,000 円・A5判・上製・函入・304 頁� ISBN978-4-8406-5200-1

第 200 回配本【収録期間】弘安 11年（1288）正月～同年 9月
藤原（広橋）兼仲（1244 ～ 1308）の日記。蒙古襲来前後の京都の状況を知る重要な記事
を多く含み、持明院・大覚寺両統迭立など、多方面にわたる 13 世紀後半の一級史料。

【2019 年 5 月刊】
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書　　　　名 定価（本体＋税10％）学会特別価格（税込） 冊 数

◆尊経閣善本影印集成
 【分売タイトル】

◆新天理図書館善本叢書
 【分売タイトル】

◆史料纂集 古記録編/古文書編
 【分売タイトル】

◆明月記研究（第3号～第14号在庫有）
 【分売号数】

 定家本 源氏物語 若紫（2020/3/25刊行） \27,500 \24,750
 定家本 源氏物語 行幸・早蕨 \30,800 \27,720
 尾州家河内本源氏物語　全10巻 \308,000 \277,200
 源氏物語聞書 \16,500 \14,850

 尊経閣文庫本　日本書紀　本文・訓点総索引 \24,200 \21,780
 熱田本　日本書紀（全3冊） \132,000 \118,800
 宮内庁書陵部本影印集成　第1期　日本書紀（全4冊） \94,600 \85,140
 日本書紀の誕生―編纂と受容の歴史― \5,280 \4,752

 日本高麗関係史（2019/10/25刊行） \10,780 \9,702
 年号と東アジア―改元の思想と文化―（2019/4/30刊行） \13,200 \11,880
 高句麗広開土王碑拓本 \16,500 \14,850
 古代東アジア世界史論考 \12,100 \10,890
 遣隋使がみた風景－東アジアからの新視点－ \4,180 \3,762

 キリシタン世紀の言語学（※2020/7月刊行予定） \13,200 \11,880
 リオ・デ・ジャネイロ国立図書館蔵　日葡辞書（2020/3/30刊行） \66,000 \59,400
 キリシタン時代のコレジオ \16,500 \14,850
 新訂増補 キリシタン時代対外関係の研究 \17,600 \15,840

 中世天皇家の作法と律令制の残像（2020/6/20刊行予定） \7,700 \6,930
 鎌倉僧歴事典（2020/5/25刊行予定） \13,200 \11,880
 松浦党関係史料集５（2020/4/25刊行） \19,800 \17,820
 日本古代の記憶と典籍（2020/4/25刊行） \9,900 \8,910
 日本古代の親子関係（2020/4/15刊行） \11,000 \9,900
 新訂増補　弁官補任1（2020/4/3刊行） \16,500 \14,850
 日本古代の輸送と道路（2019/5/20刊行） \9,900 \8,910
 必携　古典籍・古文書料紙事典 \11,000 \9,900

お名前 ご所属
　　 　　　　　　　　　　　　　　〒
ご住所（ 自宅 ・ 勤務先 ）

電話番号 e-mail

生年月日　　１９　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　◆ 公費　・　私費　（いずれか○をお付けください）

　　　　公費の場合→　●必要書類　見積　・　納品　・　請求書　　各（　　　　）通　　／　　●日付　　有　・　無

　　　　　　　　　　　　　　●書類上のお宛名 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　●送料　商品代金に　　含めて表示　　・　　含めないで別表示　

【中古文学会ご注文承り書】 学会員限定１割引（送料弊社負担)　八木書店
※１割引の特別価格は以下の連絡先（八木書店総合営業部）へ注文いただいた場合のみ適用

（八木書店古書部店頭、ネット販売、その他書店様等へのご注文の場合は１割引となりません）

 【申込期限：2020/7/1】
TEL:03-3291-2961　FAX:03-3291-6300　MAIL:pub@books-yagi.co.jp

 〔その他〕
　リストに記載がないタイトルはこちらにご記入ください



  

 

2020 年度 中古文学会 
学会員限定 特別割引のご案内 

 

期限：2020 年 7 月末日 

価格：全品 20％OFF 

送料：全国一律 550 円【ご注文価格 合計¥3,000(税込)以上で送料無料】 

ご注文方法：FAX 注文書、またはメールにてご注文ください 

(メールでのご注文の際は「中古文学会 特別割引」と明記ください) 

お支払方法： 

〈私費でのご注文〉郵便振替用紙を同封いたします(払込手数料はご負担下さい) 

〈公費でのご注文〉書類のお宛名・必要枚数・日付の有無、送料の記載方法 

をお知らせください 

 

【お問い合わせ】 

株式会社 臨川書店 営業部 

TEL:075-721-7111 FAX:075-781-6168  

E-mail: kyoto@rinsen.com 

こちらから 2020 年度出版目録をご覧
いただけます↓ 





���

�����

�	
��
������������������ 


!"#�$%&'()'*�+
,-./012�343

5�6$
789:;<=;>>?@�������A��AAAAAAAAABCDEFGHIJIKLMINJJOLIJPQRSQQT

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUVWMXNNNY

�����Z,[
\]^;_`abcdef

g�hij

�%&�kl�m�nop'*qrs���t1��uuk

lvw�xyz{1'|'*�},~-���vw-���

����������$
7�9:;����;�R�@��AAA�������AABCDEFGHIJIKLMINJMHOI�PQRS�T

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUVWJXLNNY

kl�����'|'*)vw

����i�

����������� �-���¡¢*£¤�¥!)�

�¦s§�q�-%&)�¨;©ª)�«¬�­�®¯�

°±)²³�
���$
7�9:;´=;�?µ@�������A��A���BCDEFGHIJIKLMINJJO�IMPQRS�T

¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶·¶¶VWKXLNNY

¸¹º»�����¼½

¾V¿ÀÁÂÃÄÅÁÆÇÈÉj

¾V¿ÀÁÂÃÄÅÁÆÇÈÉj

�¢ÊË;ÌÍÎ��-%&ÏÐË;ÑÒÓÔÎefuu

ÓÔ;�c;ÕÖ;×Ø)��/����f-ÙÚmÛ�

�Ü[Ýz{Þß,1��$A
7àá:;́ =;�Râ@�������A��A���BCDEFGHIJIKLMINJLOOIMPQRS9T

¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶·¶¶VWMX�NNY

�ãäË;åË;kæç��-ÙÚ�èÙ;éêë�ìe

fuu�íî��ïðñ-ò°�ó�ô�~-ÙÚmÛ�

�õx,~!1��$A
7àá:;́ =;>µ�@�������A��A���BCDEFGHIJIKLMINJLO�INPQRSâT

¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶¶·¶¶VWMX�NNY

ÙÚ�ö÷)øù

ÙÚ�ö÷)øù

k l ú

©û�ú



書名 特別割引価格 ご注文冊数 書名 特別割引価格 ご注文冊数

中宮物語絵巻の研究 ¥4,050

①日本人にとって日記とは何か ¥2,470 中世の王朝物語 ¥8,800

②平安貴族社会と具中暦 ¥2,640 『酒飯論絵巻』　影印と研究 ¥12,320

③宇多天皇の日記を読む ¥2,640 古代東アジアの文字文化と社会 ¥3,960

④「ためし」から読む更級日記 ¥2,640 平安前期対外姿勢の研究 ¥5,720

⑥紫式部日記を読み解く ¥2,640

⑦平安宮廷の日記の利用法 ¥2,640 新撰字鏡 ¥15,840

⑧皇位継承の記録と文学 ¥2,470 新撰字鏡国語索引 ¥7,040

⑨平安期日記文学総説 ¥2,640 倭名類聚抄　索引篇 ¥9,680

⑩王朝貴族の葬送儀礼と仏事 ¥2,640 倭名類聚抄　外篇 ¥14,960

⑪平安時代の国司の赴任 ¥2,470 〔両足院叢書〕毛詩抄 ¥24,640

⑫物語がつくった驕れる平家 ¥2,470 〔両足院叢書〕柳文抄 ¥13,200

⑬日記に魅入られた人々 ¥2,470 両足院蔵　日本書紀抄 ¥12,320

⑭国宝『明月記』と藤原定家の世界 ¥2,560

⑯徳川日本のナショナル・ライブラリー ¥3,080 和漢聯句の楽しみ ¥2,640

⑰琉球王国那覇役人の日記 ¥2,640 室町前期和漢聯句作品集成 ¥3,170

⑱クララ・ホイットニーが綴った明治の日々 ¥2,910 室町後期和漢聯句作品集成 ¥3,520

⑲「日記」と「随筆」 ¥2,640 慶長・元和和漢聯句作品集成 ¥3,700

良基・絶海・義満等一座和漢聯句譯注 ¥2,820

一乗拾玉抄影印・一乗拾玉抄の研究 ¥22,880 看聞日記紙背和漢聯句譯注 ¥2,820

金蔵論　本文と研究 ¥13,200

古辞書と国語 ¥7,040 近世宮廷の和歌訓練 ¥2,120

日本語の起源と古代日本語 ¥2,910 百首歌 ¥2,120

中世禅籍叢刊　1巻　栄西集 ¥13,200 阿仏尼とその時代 ¥2,200

中世禅籍叢刊　2巻　道元集 ¥15,840 源氏物語の異本を読む ¥2,120

中世禅籍叢刊　3巻　達磨集 ¥17,600

中世禅籍叢刊　4巻　聖一派 ¥19,360 歌謡 ¥2,120

中世禅籍叢刊　5巻　無住集 ¥14,960 田安徳川家蔵書と高乗勲文庫 ¥2,030

中世禅籍叢刊　6巻　禅宗清規集 ¥16,720

中世禅籍叢刊　7巻　禅教交渉論 ¥22,000 伊勢集の風景 ¥2,200

中世禅籍叢刊 8巻 中国禅籍集　一 ¥15,840

中世禅籍叢刊 9巻 中国禅籍集　二 ¥18,480 貴重典籍叢書第16巻 物語１ ¥10,560

中世禅籍叢刊　10巻　稀覯禅籍集 ¥24,640 貴重典籍叢書第17巻 物語2 ¥10,560

中世禅籍叢刊　11巻　聖一派 続 ¥22,000 貴重典籍叢書第18巻 物語3 ¥11,440

中世禅籍叢刊　12巻　稀覯禅籍集続 ¥31,680 貴重典籍叢書第19巻 物語4 ¥9,680

中世禅籍叢刊 別巻　中世禅への新視角 ¥15,840 貴重典籍叢書第20巻 古筆 ¥10,120

説話の形成と周縁　古代篇 ¥2,820 貴重典籍叢書第21巻 漢詩文 ¥10,120

説話の形成と周縁　中近世篇 ¥2,820 貴重典籍叢書第22巻 辞書 ¥9,680

朝廷儀礼の文化史 ¥3,350

ささめごとの研究 ¥7,440 第7巻　歌謡・声明篇 ¥24,640

百人一首一夕話 ¥16,240 第8巻　歌謡・声明篇 続 ¥24,640

東都武家雅文壇考 ¥3,960

世界の中の『源氏物語』 ¥3,170

時雨物語絵巻の研究 ¥8,800

ご氏名

お届け先ご住所

ご勤務先名

書類の御宛名

【和漢聯句】

●お支払区別：　　□私費購入　□公費購入
●必要書類：見積書（    通）・納品書（    通）・請求書（    通）　日付：( 有 ・ 無 ) ※送料の記載：書籍代に　( 含む ・ 含めない )

〒（　　　　-　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　TEL：　　　　　　　　　　　　　　　FAX：

【原典講読ｾﾐﾅｰ】

【古典講演シリーズ】

【貴重典籍叢書】

【金沢文庫資料全書】

【その他】

中古文学会　特別割引ご注文書  (臨川書店　営業部　行)

○特別割引　20％ＯＦＦ(表示価格は税込）　　※ご注文金額 合計3,000円以上より送料サービス

FAX　075-781-6168　E-mail:kyoto@rinsen.com
（ＴＥＬ　075-721-7111）

メールまたは本FAXをご利用の上、直接小社までご注文ください
＊特別割引　(20％OFF)　でのご提供は、2020年7月末日締切

【日記で読む日本史】

※上記掲載書目以外のご注文も特別割引価格にて承ります。【その他】に書籍名を記入の上、ご注文ください。

【臨川選書】

【国語・国文学】

【古典・古辞書】



書名 特別価格 状態 ご注文 限定数

③宇多天皇の日記を読む ¥1,650 少ページ折れ 冊 1

④「ためし」から読む更級日記 ¥1,650 ページ角破れ 冊 2

⑦平安宮廷の日記の利用法 ¥1,650 少ページ折れ 冊 1

⑨平安期日記文学総説 ¥1,650 少ページ折れ 冊 1

⑩王朝貴族の葬送儀礼と仏事 ¥1,650 背表紙角傷み 冊 1

⑬日記に魅入られた人々 ¥1,540 少ページ折れ 冊 1

⑰琉球王国那覇役人の日記 ¥1,650
少ページ破れ

背表紙下傷みあり
冊 2

⑱クララ・ホイットニーが綴った明治の日々 ¥1,820 背表紙上部少破れ 冊 1

ご氏名

お届け先ご住所

ご勤務先名

書類の御宛名

●お支払区別：　□私費購入　□公費購入
●必要書類：見積書（    通）・納品書（    通）・請求書（    通）　日付：( 有 ・ 無 )
　※送料の記載：書籍代に　( 含む ・ 含めない )

「日記で読む日本史」特別割引ご注文書  (臨川書店　営業部　行)

○バーゲンブック　現品限り50％ＯＦＦ(表示価格は税込）

※送料は実費でのご請求となります

FAX　075-781-6168　E-mail:kyoto@rinsen.com
（ＴＥＬ　075-721-7111）

メールまたは本FAXをご利用の上、直接小社までご注文ください

＊特別割引でのご提供は、2020年7月末日締切

〒（　　　　-　　　　　）

　
TEL：　　　　　　　　　　　　FAX：
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